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自家絡め新葱牧

ク 床 材
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美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ

7  .. 1'11;' 

キ土

4 企』

ｾ＠式株者責手方東日

1lt (202)  1  3  0  1  

1lt (74) 8 9 9  2  

大 阪 支 広 大阪市東区t .Hi ! 陥 5 - 1  

福 岡 出 張 所 飯 岡 市 僑 口 町 1 5  - 1  

東 京 本 社 東 京 仰 中 央 区八可¥洲 6 - 1  il!. (281)  0  2  1  1  

名古屋営業所 名古屋市中区御幸本町i!.!iリ 9 - 8 i l!. ω0 9 4 5 .  4414 

リノリ2 . - 6

皆様の設計と施工に 東洋の床材

イルリノ

巴=ヲート'1イル

ヌ市ンジシート

'1 

< > ソフトな感触

<>優秀な耐久力

< > 美しい色彩

ユーム株式会社

大阪・ 大阪市南区順慶町通 4 丁目( 三和 ピノレ)

( 271)  5  0  5  1  ( 代)

東京 ・東 京 都 中 央 区 銀 臨 4 ( 三和ピノレ)

(561)  2  5  6  7  

東洋リノリ
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近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る
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{ 中心吊自由開型)

上枠 ・上扉 γ  下枠 ・下扉

( ピポット ・ヒンヂ持出 し吊り型)

( カタログ御入用の節1; 1 . 御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 仙 沼 町 1 の 4 6  ｭ Ａ ｾ 布施 (721) 7 7 1 3 - 4  

東京都千代田区神田三崎町 2 の26 m路東京 ( 332) 5310 (301) ωω 

驚異的な蒸発量

Ｍｾｪ＠ ｉ 詞｛ｦ ｾｊ

500型

重 油

創 t

グてL 4  

許 可 不 要 で

3. 5屯/H寺

⑪株式会社早川銭ＮＺｅｾ斤
本 社 大阪市大淀区大仁西 2 丁目 1 電話大阪 (451) ＱＹＷＵ Ｈ 代 Ｉ ｾ Ｘ

東 京 東京都中央区八重洲 6 丁目 7 電 話 東 京 (281) ＷＷＸＷ ｾ Ｘ＠

九 州 福 岡 県 小 倉 市 富 野 5 4 5 電 話 小 倉 (52) 4 8 6 2  
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. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイ. ノ

楽 祭 絞 議 集 に 輝 〈 米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独. 各 国 特 許

= ・彊由宇

fii7・苧Z噌"

日 本 金 異 製 作 所

. 建 造 元 ヂ' ( / ( ザz.. 最武曾粧
型 状 儀 費

故 障 錫 無

アルミl 刊しタイル

ヤハストラス

木モセ〆〉卜板

力ラ- ぺストス

ボード

ビニール加工板

メラミシ加工板

Ｚョスロー ｉｾ

ピ二床 タイル

プリント合板

30メー力一代理匝

大 阪 ・ 四 ツ 橋

雲表 ιu1t J主税総

TFL  (541)  1861- 5・2131 ・2233・7060 ・7161



驚異的健三価格

性能も乗心地もト ップ レベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

R : 7 " 1ぺ- 9

主主 只 6 人 j宵・ 8 人J I l

述 転 条 件 交 流 可 変 速 度 45 m/ m 川

県 作 方 式 セ レ ク チ プ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 乗 合 全 自 動 式 )

ｻ 立 ｾ 表 示 フラ y シ ュ ラ イ ト 式

/jf， 来 場 、 カ ゴ 共 1 枚 片 引 自 動 脈

( 七フティーエ ッヂ付)

来 場 J 法 760市 x 2050明"

自固クマ リフト P - 6 的 機 h司、 制 御 方 式 呼 に 1! Ifl JYI

的な 江 主 ｾ ｉ を保つみれ ｔ 節目 一 新しました Ｎ

此 の 機会に日干物1をパ プ リ ベ ー タ と改 め ま し た 。

@  日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 貝

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
-..J 3 0  

シュニアー

食 堂 唖軍 I苫 向

1lI .  '1q ll 1  0 0  v  ..... 〆 2 0 0 V X H P

f何 ，f(I( It l  2  5  kg 1u 令)" ，j住lQ 2 0 m  

ウ，' ) 凶 判 1， ｾ｢＠ 5  0  0  x  5  0  0  x  6  0  0 同

押 釦 式 全 自 動 置 転 寄 階 上 下 引 骨 廓 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 慣 摘 が 笠 付 の た め 通 路 工 事 問 晶

M - 5 0  

宜 宜 鼎 岡 両

川 宜 j .lft. 200 V  M 1-1  P  

川 崎 1ft 50kg 10 分 辿 1( [ 30 m 

カ ゴ摘 出 イ了 劫 600 x  600x  750叫.

押 釦 式全 自 動 置 転 ー 各 階 よ 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

料 班 活 ホ テ ル 牢 担 棺 宜 商1苫

' : : 1二組・ 同1

Ｍ］Ｎ ｦ ｬｬ ｾ ，，Ｑ ＨＧ＠ 2 0 QV  t  H  P  

f代OI dt . ，.1. IOOk g 1u 令)" ;会 111: 3 0 m

ｆ 守 コ Ａｉ 司 ｾ ｈ ｾ Ｑｊ ＷＵＰ＠ x  750 "< 900刷、.

押 釦 式全 自 動 軍 時 各 階 よ 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 8 由

M - 2 0 0  

I11 史 .f. t 2 0 Q V  2 H P  

同 岨 I，i 2  0  0  kg ￎ ｉｊ 叶 辿 ｊ ｾ 3 0 m  

カ= > 調 製 9 0 0 x 9 0 0 >< 1 0 5 0 叫

押 釦 式 全 自 動遭 転 各 階 廊 付

M - 3 0 0  

一， 111 交 .. AC. 2 0 Q V  3 H P  

ｉ ｾ 岨 ＢＱ 3  0  0  kg 11). 叶 巡 1ft 3 0 m  

カ コ 摘 別 1.  O O OX 1.  0 0 0 >< 1.  2 0 0叫

押 釦 式 全 自 動週 転 ・寄島階廊付

タマ ＱＺｊＧｾ 工業株式委社
大 阪 "j IJLj I;{  1;( 111 r  lkl¥ 二 丁 11 三 十 岳 地

'1 G: 11円 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381一0822 ・ 2686 ・ 4527

ょR Ｉ［Ｎ［ 支 庖Ｊ京都北区 ｊｾ IUT 1  - 9  T  E  L  * 京 (911) 4253 . (919) 3062 

1 ' ，古屋支}g 名 古 屋 市 中 区 東 | 湯 田T 7 - 2 T E L  1' ，占昼 ( 24) 0  3  7  2  

ｾ ［Ｈ有 Ｑ Ｑ 営業所 京 都 市 中 京 区 二 条 通 西 洞 院 西 入 T E L  点 打11 ( 23)  3  5  6  0  

e‘  
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建 設 大 臣 登 録

( ト) 4  0  8  2  

最新の設構 優秀の製品

甲手重 ・ 乙 手 重 防 火 シ ャ ッ タ ー

電動式・ 手 動 式 ・ ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

欝嬬蝿鰐部理轍醐部時間部踏穂鶴間

MW総 謡 撚 滋 . 議 欝 -

欝輔騨滋酔偽樹鞠鱒強語論説滋

漏出時持雨戸由時婚時指鞘弘事謡曲師開明

問 問 問 弱 点 脚 語 感 融 精 密 蝿

軸 醐 相 暗 南 部 品 ゐ 踊 輔 副 泊四由 時 司 岨 由 輔

均一

一
鶴醐鄭蝿雨時掛端論機織総胸溺磁露議

z- ニ ト 空開I ! ! 世間開臨麗醐

町 商 事 - - ‘ - 必 静 司 令 唖 轡 曲 目 叩 お 品 函 函

←- - - ー盟
一 一一 一 … -v一 四 吋

問機併問ー時二討論議器謡蓄量

務持議拘ム沢 一 一 一 一 主 -

締臨時税制慌時時点&時通語議

問問幣鰐鳴時衿蝉崎高おおお議

臨調 哩臨 臨 醤 醐 醐

三組SJ 曾当司・椋試さ1ft

本 l苫 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 2 3  ¥i l 代表 ( 40U 5  3  4  1  

札 幌 宜 眉 札 幌 市 早 田 町 牢 慨 5 2  2 電 ，3 ) 刊 調 印 ) 1519 ・ 伺73

岨 川 智 寓 研 旭 川 市 常 盤 通 三 γ 目 電 5  0  9  7  

帯 広 肉 強 所 帯 広 市 西 2 ｾ長問 Ｗ T ロ 6 電 3 8 5 6 ' 3 8 5 7  

東 北 宜 眉 仙 台 市 土 岨 1 1  2 11. ( 3 ) 3 2 9 6 - 9 6 1 8  

杭 田 智 寓 所 駒 田 市 長 野 下 掛 町 2 6 割l 2 1 8  3  

斬 坤 瞥 揖 所 新 向 市 帯 自 町 四 2 丁 目 電 ( 3 )  1  4  "  3  

盛 岡 曾 暗所 盛 岡 市 Z英 国 崎 ヶ 出 町 ， T 目 1 • 旬It ( 2 )  7_  "  0 _- 1  

早 世 揖所 平 市 古 悶 拍 I f -i  0 町" ｻ 嘗 Ｒ 也ｾ 3  3  0  3  

東 京 ヨ 芝 居 f車 市 ' 相 暗 槽 区 間合同 出・町 3 8  電 代 置 ( 933) 7  1  s  6  

輔 副 肯 高 所 班 京 刷 新 耐 区 附 日 l T 闘 6 0  1it ( 341) 2 4 1 8 '  9 6 7 8  

神 国 営 輩 所 k 斎 相 手 代 田 区 神 田 居 住 町 1 2 山 宮 ピ ル 電 ( 251) 6278 ( 四 日 3841 - ‘
品 川 智 雄 府 東 京 訓 品 川 区 l i &凹 l T 日 1 2  5 電 ( 441)  1  3  0  0  

慣 棋 曾 癖 所 慣 幌 市 中 区 弁 究 i S 3  T  ｾ＠ 4  5 電 ( 2 )  7  2  7  8  

高 崎 営 瞳 所 高 崎 市 下 和 田 町 . 2  9 電 2  1  6  6  

2戸 朝 日 営 暗 所 宇 朝 宮 市 地 町 1 γ 日 3 ‘吐 2 8  司電ｾ 7  7  2  2  

q甲E 府 曹 嵩 所 甲 府 市 柾 冊 町 2 1 電 2  4  " 2  ＺＮ ｾ、 Ｖ 2  9  2  

旦些$.E互L曾濁嵩健

名 省 且 宜 眉 名 古 置 市 中 村 区E 井 町 2 T ロ柑 八 制 ピ ル 旬電r. (臼5叫 2 8  "  6  (臼5日5剖) 9  7  8  6  

静 岡 甘 車 所 静 岡 刊市? 包管r? _“. ヲ軍艇 1  了 Jρ1 1  7  電 ( 3叫) 2  8 ‘ 6 ( 2 ) 6 9 3 ¥  

1芦受，野F 官 嵩 所 g畏受 軒 市 署 特 町 7 3  9 司電r. (臼2 ) 5  2  9  2  

怯功本ζ 出 鴨 所 怯 本 市 謹 町 1 ‘  9 電 2 4 9 7 - 4 7 4 4  

四 日 市 出 輯 所 四 日 市 市 田 ッ 替 軒 町 2 8  2  3 旬1[ 2  "  "  3  

究 阻 宜 眉 尼 崎 市 久 々 卸 宇 コ エ 2 3 電 代 聖 (40 0) 5 3  4  1  

* 匝 甫 智 揖 所 大 臣 市 阿 情 野 区三 明 町 1 T Q  2  2 ノ 3 司t (;171)  8  2  1  7  

大臣北嘗躍所大臣市大檀区買神惜 ｾ Ｘ ｔｈ ＲＳ 電 ( 351) ; 2  3  0  0  

'神 戸 世 暗 所 神 F 市 葺 合 区 生 田 町 3 T 1'l 2 3 1(. ( 2 2 ) 0 1 8 9  

1京 都 倉 揖 所 京 都 市 中 京 区 新 町 週 間 池 上 ル 中 之 町 . 2  電 ( 22)  0  9  0  0  

金 沢 世 帯 所 金 問 市 常 町 6  5 電 ( 3 )  3  1  3  0  

1居 間 管 揮 所 彦 田 市 阻 害 町 8 8 ‘ 電 2  0  5  3  

商 怯 骨 量 所 高 松 市 壇 上 町 8 0  9 電 ( 3 ) "  2  9  0  

高 釦 曾 講 所 高 知 市 旭 町 3 γ I'l 5  0 電 ( 2 )  1  5  7  6  

檀 品 世 暗 所 出 島 市 相 場 町 2 了 g . d 2 司t ( 2 )  0  6  5  9  

広 島 管 車 所 広 島 市 平 田 町 3 了 G 8  5  6 電 ( 4 )  3  7  5  6  

九 州 宜 眉 幅 岡 市 世 辺 通 5 ア 日 9 2 電 ( 75) 5  1  8  1  ( 75)  6  9  0  1  

小 倉 営 嵩断 小 倉 市 中 出 口 3 T 日. 7  6  1it ( Q )  3  2  0  1  

同 事 管 高 所 開 本 市 南 千 庇 姐 町 1 6  2 電 ( 2 )  0  8  9  3  

佐 世揖 営 寓冊 f五 世 保 市 I Y 且 町 3 7 的 3 胃t 5  5  1  3  

蝿 児 島 曾 揖附 鹿 児 島 市 平 野 町 1 1  9 司t ( 2 )  6  7  6  2  

宮 崎 営 書 冊 宮 崎 市 岨 過 2 町 7 屯 2  3  1  "  

聾醸覇韓

鱒欝重量

欝難題韓

鱒購鶴

韓輯離

職鶴欝

欝畿襲襲

欝鱒欝

欝欝錦

織欝欝

藤議盤

機器襲撃

機議露

盤鶴護軍

畿畿襲襲

麟畿運襲

鶴韓襲撃

騨鱒襲襲

鱒輯覇麓

欝鶴醤謹

謹鶴覇寵

輯輯闇瞳

醐 幽 盟 国
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ド ル 製 造 株 式 会 社

金属成型事業部

電大阪 (231) 8088 ・7958

電茨木 (0262)4741 ( 代)

電茨木 (0262)5065 .5066

電大阪 (401) 555 1( 代)

電東京(201)0875 ・3605

日 本 ス ピ ン

大 阪 市 東 区 備 後 町( 綿業会館 内)

大 阪 府 茨 木 i' ll 太 田 新 田 6 0  

大 阪 府 茨 木 市 太 田 上 野

兵庫県尼崎市湖江( 国鉄尼崎駅北)

東 京 都 千 代 田 区 ( 丸 ビノレ403号)

大 阪 営 業 所

茨 木第一工場

茨木第二工場

本 社

東 京 事 務 所
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.  

. 明 日 の 日 本 を 礎 く ・ ・ ・

H 形 鋼

- 構 造 用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E E冨

- 基 礎 杭

・ 仮 設

・ 地 下 鉄

建 築

ピ ル

工 場

発 電 所

学 校

そのイ也

- 隠 遁

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

- 5巷 j膏

・ 桟 橋

- . 宮崎自

・ 機 械



アスヲアルト防水は年限保鐙す3

。， 日本アスフアルト防水ヱ業会の仕様による

経後ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロノ、順〕

地 区 会 ネ土 名 住 所 亀 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K I 札幌市北三条東 4 ー 1 | ②3458.4制

主 一 北地区 ｼ 大 和 工 業 ｋｋ 仙 台 出張 所 ｾ : 仙台市二 日町 l ー 2 | ③叩 側 35

井 上 涯 青 工 業 K k ' 東京都中央区銀座東 2 - 13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 E呈 材 K  K  東京都台東区浅草田島町77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 ; 歴 青 工 業 K K 東京都中央区湊町 3 ー 7 ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 輿 業 東京都新宿区柏木 5 - 1172 ( 361) 5947・( 371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代間区神田小川町 1 - 8 ( 251) 0161- 3・1301.'2

関 東 地 区

i歴 青 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 ー 11 ( 541) 6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891)  1144- 6・7155- 7

マ サ ル 涯 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・( 871) 2851

藤 井 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
士d Ee h  

東京都千代 田区神 田岡朋 町 3 ( 251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 ー 1 @7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12  

|@0496…00 

@6860・2574・0415

日 新 工 材 K K  大阪市西区新町北通 1 - 17 ⑪3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 l ー 152 ⑩2360・2030

近 畿 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区塩町通 2 - 13 ⑫7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老松町 2 - 19 ⑩5976- 8  

清 7]< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 ⑬0251-3  

ー，

中 国 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22
③2211・6302

四 園 地 区 K  "}ぐ 山 本 ー商 会 松山市萱町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 向 工 業 K  K  宮崎市橘通 6 - 82 8155- 6  

九 州 地 区 K  K  工 材 社 門司市大里束通10丁目 ③1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1 丁 目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 @0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑮ 5281- 3  

‘  



経室、緩勾配屋根氏

軽快た i!Iイゼ建築枚

Ｘｪ ｊｩｴヌー ， ｲＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
8j Ji ]';"ILテン1レ7イ〉タ

伸 縮 目 地 材 工キヌハ。ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久田iJ 6- 101 

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 39

T  E  L  ( 391)  0924- 5・2045・2079

.  ｾ一司

， I  

， 



東洋陶器の商標が統一されます

‘ ・"・p・・

J  

. 弊社 では事業の発展に惇い営業品目も多仁なりそれぞれの製品に違った商標を用いて

まい りまし たがお客様金良品選択に混乱をもたらす恐れがどざいますのでこのたび長年

皆様 から親 しま れてきました下記 4 うの旧高標を新商標 ーノog ol ol<i に統合 す

べての商品 に統ー して使用心商品に対する責任をより明確にいたしたいと存じます37年

え 2

1 月 から順次切替えを守3 f 理、干ございますので倍旧のご愛顧をお願い申上げます

旧 商 標

: 7J I<-

ζ フ ｯ ，ｹ ｯ［ おｾ

TOTOLITf 

三石〓oJu ) I  新 商 標

ｊ ｾ＠ I  J og ol ol<i  

衛生阻審 付 属 金 具 | トートライト | 食 苦li' I  本社 ・工場 小倉 市 / 茅 ケ 崎 市 工 場 茅ケ崎市

大阪営業所 大阪 jli 東区高麗樋 (231) 4518- 9  

.  1424  

営 業 所 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・小 倉

出 張 主所 広 島 ・高 訟 ・札 幌 ・仙 台 ・富山

| 東洋陶器株武安社 I  

Rι

-

e

・

i

i

j

 

床 材 の 主 主 / 1  

ロシヲイ Ｉｾｋ
30 cm X  30 cm ・厚 き 2 mm" 

ロシリウムK
182 cm巾 ・厚 さ 2mm、3mm . 長 尺

従来の ロンリウム ・ロンタイ J レの姉妹品として 、' ) )1 口

ゴムの最新の設備で完成したビニル新床材で、色調 ・

摩主羽生 ・耐燃性 ・面計自性など格段と優秀性を有し ます。

ロンリウム K ・ロンタイルK はL、ずれも全層同質で耐

摩耗が強化され、然もソフトな質感は公共建築・ビJ レ・

車綱の床にピッタリとし価絡も一層経済的になってい

ます。

ロンプレート

網 入 等 各 種 類そ ろっ た温 ピ 泌 板

ニューロン訓F ト

f士いやす t ¥， トタン小波の普及品

ロ ン ガ ラ ス

fl H金の広 い、 透明 ・半透明塩ピ平板

ロンフィックス

丈 夫で汚れなわ 最新の壁 ・穆! 日占材

ロ ン リ ウ ム

品 質 匝li ー と 定 評 の あ る 床 暖 材

ロ ン タ イ j レ

あらゆる床にマッチ ずる美しい床材



組乙 優秀な設術

勾、

耐久カふる調子仇狂わぬ H

1' : 1イヤ宅ニJ ド; 印

日本板 硝 子 タ フ ラ イ ト ド ア 一 指 定

町i nA草田

90・スト γ プ付両開中心吊( 浅型 ) ヒンヂ本体ノミニテ

縦横ニ騎盤可能

メ合、

〈必Il11UJTU[>

ｾ＠

一一う

S  11- 30 

90・ス トップ付両開中心吊 ( H型) ヒンヂ本ff ノミニテ縦縞ニ調鎧可能

ド?ーチ%. リワ並にピポ，リトヒシ者

大鳥機工株式会社・金物部

大 阪 市 北 区 永 資 問I 8  ( 何度生命館内) m語 大 阪 (341) 4975

東京営業所 見{ 京郎千代111区神田金沢町11 111話 IH京 (291) 8632

S  T - 3 0  工 場 ，U 取 市 官 安 "u; 話 代 ぷ 2 2  0  1  

完 全 な 防 水 に . .  .  

I，. / i / - I I- B A  

- 永久に老化しな い

・ 伸びる f伸長市 500%)

・- 30・C ｾＫ ＷＰ Ｎｃ の純凶で先企に仙川し Ｑｾｾ Ｇ る

・ 園長、 アルカリに強い

ドイツと妓術ij品J此により悶i : I 1化ジeJ VI.

製造元 タキロン化 ｾ ［ＺＺ株式会社

⑩ 

白旗綜合防 JI 【株式会社

取締役社長 山 崎 慎 二

本 祖東京都千代田区神田繍曜町 1町 9(大平合ピル 211)

電 話 (291 ) 1曲4 ・4却 2. 6922

大 阪 官 軍 晴 大 阪 市 東 区 退 陣 町 1 - 4 ( 怪弁ピル}

電 箆 ( 202) 6884

工 形 。 碕 所 東 京 o.仮 槌 区 桓 園 町 6 町 沼 部 電話 ( 961)開 閉

地 盤 の注 入に・

特許". 冨T・世4冊Z理

• t也盤の団結と沈下防止

・ 地下水の遮断阻止と漏i勇防止

. 隠道地下室、貯水池ダム等の漏i勇水防止



日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

サ - qイ 111

- 7. ロイ

"ヲ 'v' 1ヌ

特長 ピザータイル ・マ ー ブ ロ イ デ ラ ックス 1.1.極化

ビニール鮒脂を主原料として、特殊な製法によ

り、高湯、高圧下でプレスされた、美しい立体

的なパターンのある高級床材 ＨｾｍＩ であります

( カタログ進呈)

⑩ 中 谷 化 学 株 式 会 社
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昭和37年度

監事及び本部所属評議員投票用紙

社間法人 打本建築協会

通常総会開 i佐時刻までに到首のもの手有効と致しま

すが，なるべく 20 11までに到れするようご送付ー下さ

し 支部所属の会日は殴τ. n: のみ投22 して下さい。

2  会 ｹｾ 口数 Ｒ 口以上の間体会日には加入口数に応

じ本251E引の上，投票用紙子別立致し守す。

監 事 1 名

投票期限

;/i I  

本部所属評議員 (22名速記の こと)

ImJll I-l'i"22きいこO日l をつけて下さい .

一、・' ，'.  ... 
a 品 、

ー

?

 

相 川 三 郎 君 神 谷 新 一 君 伊 勢 清 志 lt

f，j! 資 一 郎 忍 務 百 ? 繁 次 s 作 ITI 疋 邸 ，'{t

J雪 間 一 則 君 坂 本 広 吉 B 平 川 久 - l t

金 沢 弘 真 1 . l 芝 地 光 :u 雄 弁 徳 義 忍

木 村 努 夫 君 七 尾 健 三 沼 赤 姻 岱 吉 忍

鈴 木 洋 也 君 矢 野 量 豊 作 忍 大 内 力 夫 君

滝 本 安 規 君 吉 本 一 夫 君 小 林 広 { 中 京

寺 沢 一 夫 君 T守 柳 不 折 君 立 野 一 郎 君

俗 的 正 也 君 西 国 太 郎 君 西 村 忠 畿 お

締 本 窃 行 君 和 田 真 一 君 理 事 国 政 三 :n

前 回 大 ニ 宕 蕗 納 伝 三 忍 山 崎 達 夫 . l . t

必 尼 文 吉 芯 庖 住 { 自i J 椀 問 辰 三 .:n

光 崎 育 相J R 鳴 尾 源 蔵 J{

武 藤 司自 吉 召 絵 本 芳) c.QJl氾

村 上 努 夫 召 山 上 京 男 J f

山 本 純 孝 召 浅 見 政 - :n 



会 告 1

和 歌 山 支 部

事 務 所 移 転

和 歌 山 支 部 事 務 所 移 転 お 知 ら せ

昭和37年 1 月 5 日より 下記のとおり事務所を移転致しましたので，乙

乙に会告いたします。

新 和歌山市西汀丁 1 内田ビル 3階

口木建築協会和歌山支部

電 話 和 歌 山 ① 2 5  6  2  

旧 和歌山市四番丁 4 [ J 村建築事務所内

通 常 総 会 開 催 通
'*' 吊 総

A

Q

E

 

開 {崖 通 実日

本年度通常総会手下記の通 り開催致 します。ど多忙のと ζ ろ，ま乙と

に恐縮ながら何卒ご出席下さいますよ うお願い申し上げます。

以上会告申し上げま す。

昭和37年 2 年 1 日

社 団 法 人 口 木 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

記

と き 昭和37年 2月22口( 木) 午後 4 時

と こ ろ 近畿建築会館 4 階集会室( 東区北浜 3 )

選 挙 監事 l 名宮本部所属評議員 44:?' ，

追 記 1. 選挙は添付の投票用ハカ。キ手 ど使用下さい。

2. 監事の選挙は准会員手除く 会員全員の投票κ よって

行ないます。

3 .  本部所属評議員の選挙は本部及び支部lζ 所属しない

地方の会員( 地方会員〉の投票 K よって行ないま

す。ただし准会員は投票できません。

4  当日出席できない方は，投票用紙をなるべく 20 日ま

でに到着するようど送付下さい。

5  各支部所属の会員は監事の投票のみど送付願い，本

部所属評議員の投票の必要はありません。支部選出

評議員の選挙についてはその所属支部の定めると乙

ろによって選出して下さい。



会 告 2

昭 和 37 年 度 留 任， 退 任， 監 事， 評 議 員 氏 名

( 敬称 略 ・部門別五十音順)

留 任

監

山 邑 励 二 ( 路 島 正II被)

事

退 任

早 川 文 夫 ( 住 宅 金 融 公 国o

評 議 員

井 上 混( 大阪建築)

五百蔵芳明{ 府企業局)

石川 宏( 石川 |事務所)

)

部

)

所

)

学

独

首

四

局

政

地

都

築

家

畿

村

建

大

近

川

市

市

生

之

造

規

光

統

智

祐

山

村

垣

谷

片

川

北

絹

(

技

術

)

玄古 昌一( 近俄句通局)

斎藤 博 他 国 主 闘 部 )

五十嵐芳雄( 大林組)

議 | 姥 原 逸 雄 ( 西 間 設 )

大野勝三郎( 盟i偽磁波)

間 三郎( 岡組)

念 |小林清周( 鴻池組)

桜 j{ 進一{ 大成磁波)

，" ， 1今村 騰( 中央電気)

屯 1

1 村1岡| 三介( 阪急低気)

8 |工藤寿男( 工腕気)

雪 | 大 島 正 男 ( 桟 附 所1

0  高橋 三義( 東洋キャリア)

石川 栄一( 吉野石膏)

定 |臼)1 良吉( 矢椀大理石)

| 木 下 光 雄 ( 木 下 商 庖 )

ｾ ｉ 岸閲 筒 { 閥 会 )

| 沢田宗二郎( 犬日本晴子)

| 早良 俊夫( 竹中工郵庖)

兵庫|

三国 ー男{ 三国司J l 6所)

京都[ 田丸善則( 錨附設)

和 歌 山 | 雑 賀 孝 夫 ( 問 削 )

中国| 佐藤 重夫( 広島一大学)

九州 |

詞石原 巌( 愛知県士会)

杉本 治( 日本生命)

田 沢 II f ! ー{ 今宮工高〉

長沢 徹夫( 竹中工郵庖}

弥 屋 毅 ・ ( 京 阪 神 急 行 )

彦符 邦一( 彦谷事務所)

|平 谷 俊 寿 ( 府 建 築 部 )

益 尾 辰 雄 ( 都 島 工 萄 〉

元 木 貞 次 ( 呉 羽 紡 績 )

力武 平IJ 夫( 消水建設)

|庄野 勝 ( 不 腕 設 )

|向井 周二( 清水建設)

'IJ 村徳太郎( 安藤組〕

西回 J義主郎( 丙図工務庖)

|嫡場 必雄( 棚明産興賊業知
)  

政岡 2基ま次( 松村組)

助野 f信言三( 三和電気知)  

I  LI)I山ω川LI川LI)Iυ山Jμl川l 義猷ん町引夫h川川川{ω仙川u山ωIJ

r小iドl 山 敏 I正五( 栄興商会)

吉永 義雄( 悌第一企宅的)  

高回 良( 関西タ イ レけ)  

L中t;山1¥ ，降筏俊( 中出商会)

小川地菩貞( 鴻池組)

大 原 知( 大鉄管理局)

金 谷 英 一 ( 大 阪 工 大 }

小阪 義夫( 大阪大学)

篠 崎 一郎( 践沼組)

問中 孝司( 大和ハウス)

寺島 コ. 雄( 府主II 築部)

伊丹 久吉{ 厳木工蕗践)

今西寿雄( 今河組)

神 谷 新 一 ( 竹 中 ℃ 務 脂 )

苔 治 繁 次 ( 奥 村 組 )

中島 訟lt ( 戸間組}

浅海 i E 雄( 淡海電気)

鳴 尾 初 、 穣 ( k阪電気)

石田 辺、二( 伺自工業社)

務 藤 光 夫 ( 三晃商会)

|内藤 -!'J; ( 1" I F' 3事務所)

中川 秀夫( 市計画局〉

永井 実( 布路工高)

松 村 民三( 倉数レイヨン)

三 品 哲 夫 Ui i l s築周)

宮川 達郎{ 日砲設計)

浜口幹三郎{ 浅沼組)

福山良三( 東本主E投)

山本良雄( 東洋u設)

山本 義樹( 銭高組)

|渡 辺 見( 1 1 日組)

松本芳太郎〔必需UI ' R機)

|山下 彩( 日立製作所)

|伴 秀抜( 丙原衛生)

南 長 苦 情 久 工 業 )

太田 敏郎( 能事風呂)

井上浄夫( 井上向t犬 和!D I高橋 進( 問辺工業)

平 田 伊 三 郎 ( 平 田 タイ ル)

中川 泰治( 東洋プラスチツヲ )1f'¥' 敬 ・( 管槻械)

田中 政二( 大島応用)

丹司奈良- ( ) ' 同製陶)

福 額 宝 蔵 ( 析 興 建 材 )

|中)1¥ :VFf  (l! t p，ll1J' ) 

| 字治国政雄( 宇治国工芸)

l山崎 旧( 中園地建)

|水野 金市( 名占屋市庁)

義光( 兵隊県庁)

和夫{ 京都大学)

助六( 臼松事務所)

雅男{ 中国電力)

武男( 城戸事務所)

石井一信( 石井正E材)

I11川 成蔵( 明和工務底)

佐藤正売( 六仏組)

児
j
込 正事 ｾ ( 児島事務所J

高村 勝( 徳山W逮)

円 ｦｾ 良 ＱＱ (名 占鹿市庁)



会 告 3

拝啓 愈今ど清祥自主賀に存じます。さて日本建築協会昭和37年 度 役 員

選 挙 に 際 し，我 々 退 任 者 一 同 は 下 記 各位 を 推 せ ん 致 し た い と 存 じます。

「各 支 部 選 出 の 評 議 員 手 除 く )

就きましては何本こ託、同の上 ど 投 票 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま

す。

退 任 監 事，評 議 員 一 同

監 事 候 補 者 1 ｾ 名Ｈ敬 称略Ｉ

竹 内 成 夫 ( 竹 内 建 築 事 務 所 長 )

木 部 所 属 評 議 員 候 補 者447，( 敬称略， 部 門 別 五 十 音 順〉

( 技術部門)

相川 三郎( 岡野閏工高教諭)

泉 資一郎( 府住宅u ! 股; r o 主査)

，恩回 一則( 市消防局建築係長)

金沢 弘文( 不動政投ヱコン事業部次鈴

木 村 秀夫( 松村組工事録長)

鈴 木 洋也( 取畑迎策事訪問

滝 本 安規( 閑鉄大阪工天事王局寺工事区)

手沢 一夫( 大林組研究室)

橘資 正也 ( 阪大講師)

ま奇イ王 喬行( 日U ! 設計工筋)

前 回 大 二 Oli 砧鍛錬防災強度係長)

ら尾 うえ吉{ 大阪郵政局施工課長)

J b向 育平IJ ( 大阪工大講師)

武藤 鶴吉( 銭高組工事部長)

村 上 秀夫( 八幡製鉄技術サーピZ 深)

山 本 純孝( 安11' U! 築設計事務所)

( 綜合部門〉

?申谷 新一( 竹中工必脂専務取締役)

菩治 繁次( 奥村組取締役)

坂 本 広吉( 浅沼組専B l 取締役)

芝地 光( 戸間組古U"h取締役〉

七尾 健三{ 銭高組取締役)

矢野 豊作 (1路木工務応取締役)

吉 本 一夫( 間組大阪支盾沼l築次長)

青柳 不折( 間本組副社長)

西 国 太郎( 西国工業常あ取締役)

和 田 真一( 取和組社長)

( 電気部門)

嘉納 伝三( 三安低気社長}

唐住 備( 紅属商会常豊百取締役)

鳴尾 源蔵( 大阪低気取締役)

総本芳太郎( 松虫沼機社長)

山 上 孟男( 尾屋沼気社長)

( 管工部門)

浅見 政一( 昭和温調大阪支庖畏)

伊勢 清志( アイエス工業社長)

牛 田 正郎( 日本然学工業社畏)

早川 久一{ 平川鉄工所社長)

藤井 徳義( 新見工業社長)

( 建材部門)

赤堀 宮 古 ( 日本金只大阪出渡所長)

大 内 力 夫 (A B C 商会大阪出張所長)

小林 広仲( 小林武雄商庖社長)

立野 一郎( ユニオン社長)

西 村 忠義( 新光ヲロス社長)

春 田 政三( 中外商工社長)

山 崎 達夫{ マルエス工摂社長)

横 田 辰三( 硝点製作所社長)



* 工 場 見 学 会

日 本 盛 酒 蔵 (西宮酒造本蔵参番〉見 学 会

1  .  と き 2月17日( 土) 午後 2時30 分( 集合) - 5 時 (解散)

1  .  集合所 西宮酒造本社 3 階会議室

( 西宮市用海町 170，右の案内図参照の乙と)

1  .  申 込 電話で 14 日までに願います。但 し定員 ( 50名) に透 した時

締切ります。

1. 建物概要 ( 建築と社会 1 月号 16頁参照J

所 在 地 西 宮市用海町 170

敷地面積 32 ，812m
2  

建築面積 1.747m
2  

延 面 積 4 ，619m
2  

設 計小林得志建築事務所

* 若 い 会員 の集 い

フ ラ ン ス 美 術 展 の 観 賞 と 講 演 の 会

( ル ー ブ ル を 中 心 と す る フランス美術 の 話)

1. 日 時 2月28日( 水)

観賞 : 12時30分→ 15時

京都美術館 (京都岡崎公図内〉

講演 : 15時→ 17時( スライド使用)

京都会館第 1 会議室( 京都美術館隣)

1.  集合所 京都美術館正門前 ( 本会旗目標集会)

1  .  集合時間 12時30分 ( 団体観賞のため時間厳守の乙と J

1  .  会 費 250円( 観賞料金，茶話会費，その他)

1. 申 込 申込みは「往復ハガキ」に限ります。 17 日までに到着の申

込 書 ( 往復ハガキ) を事業委員で抽せんして参加者50名を

決定お知ら せいた します。

1. 講 師 京都工芸繊維大学教授( 西洋美術史) 河本敦夫氏

* フ ランス美術展

J シーフツiノを中心と す る「フ ランス美術展」は 1 月26日から京都美術館

で「黄金の百年」 といわれる 1840年から 1940年までの，フランス美術品

「油絵248，彫刻65，版画42J など合計478点を展観している。

クーJ レベ， ドラ クロア， ミレー， コロー， カノレポ， ドガ，マネ， モネ

ピサロ， シス レー，セザンヌ， )レ ノワ ーノレ，モロ ー，シャノてンヌ ，}レド

ン， ゴー カ' ン， ゴッホ ，スー ラ，" ' / ニヤック，ロダン ，ブールデ J レ， ピ

カソ，ボナー ノレ，マ チス，ヴラ 7 ンク ，}レオ ー，シャ ガーノレ，モデ ィリ

アニ，ユ トリ ロ，ブラッ ク，ローラ ンス，ザ、ッキンなどの名作，傑作が

ず らり とならんだ豪華さ です。

会 告 4

日 本 盛 酒 蔵

見 学 会

寮 内 図

路 管 円 台 宮ffi 悶;i I 11; 0

若い会員の集い

フランス美術展観賞と講演

* 参加者に 「フランス美術展目 録J

を贈呈します。



ネ ｉｾ Ｚｉ戸 i毎 病 院

位計監理 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖
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1 戸 海 星 病 院

給 排 水 衛 生 設 備 株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

J  

111' 11  

・!i J  d  11  

空 調 設 備 工 事 株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖
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東 京 芝 浦 'rG: 気 株 式 会 社 大 阪 丁 場

基本計画 東京芝浦電気 K K 生産部製造部建築

設 計 ・施 工 清 水 建 設 株 式 会 社



小 俣 式 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 小 俣 製 作 所

点 京 芝 ir li" 屯 気 株 式 会 社 大 阪 工 場

ス チ ー ル ・ サ ッ シ ュ ・ドア 施 工 日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 株 式 会 社 金 属 成 型 事 業 部

食 Ｇ￬ Ｚ ｾ 家 !長 Y正

4  



玄関ホ ール照明

電 気 設 備 施 工 大 豊 能 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖

東 京 芝 浦 電 気 株 式 会 社 大 阪 工 場

鉄 骨 工 事 株 式 会 社 片 山 鉄 エ 所

11' 制



東 京 内 電 気株式会検 阪 工 場

<t! 3 僻事務室

温 風 暖 房 設 備 工 事

須 賀 工 業 株 式 会 社

<4 3 階廊下

厨房設備 ・ステンレス建築金物製作

住 福 ス テ ン レ ス 工 業 株 式 会 社

6  
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電 気 設 備 工 事
衛 生 給 排 水 工 事

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社
三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

京 京 走 と 浦 電 気 抹 式 会 社 大 阪 工 場

ア ス フ アル ト 防 水 工 事

床 工 事 長 ム ご ふ [

高 山 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

亀

大 阪 di .1ヒ IA t 松 Iilf 2  - 1  9  (oll 34 1  - 9  0  1  5)  

井 株 式

4 企ー

コZ
ネ土



御 '11魁 ICよりカタログ打送します.

新 晃 工 業 株 式 会 社

大阪"i 点区大川町一署地 ( 従問機勧告』ピ J レ〉

電 源 人ー 阪 (202) ).J ｦｾ Ｎｊ民 Ｔ 7  6  1  

東 京 新 晃 工 業 株 式 会 社

点王f 郎! f ] 火区銀出一丁目五岳地( 大日本凶型? ピル)

氾 話 ; I ! j j ( (561) 代 表 5 1  2  6  
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C V2000 ポ ン r-ハ ー ド ボ ー ド 用
C H2  オミンド

そ の 他

1 7 0 種

G s  

G 100 

オミユ/ ド

ボ ン ド

用キ反

ピ ニ タ イ ル 問

サ ラ ン 巾

木 材 構 造 用

粧イ七K  

C Z  

オミンド

オミンド

木

テ ッ ク ス 閉

ボ ー ド m

セメ ン トモルタル

補 強 用

宕ク布ト用

用工

ｾ＠

h長

.r 

K R  

22 小 西儀 助 商 底 ボ ン ド 工 場

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 231) 2047 .  2057 (代 表)

東 京 郡 中 央 区 日 本 総 本 町 3 丁 目 1 番 地 電話 (241) 5 5 2 4- 5 . (直 通)

分 室 ・東京 都中 央区 日本総 本町 1 丁目 7 番地 電 話 (241 ) 2 1 9 1- 4 .  2  5'H .  

名 古 屋 市 西 区 西 哲筒 井 町 8 丁 目 3 1在 地 電話 ( 5 3 ) 8 1 3 1 - 4  

礼 申 見 市 北 四 条 束 1 丁 旬 電 話 ( 4 ) 0 9 7 6

工 場 大 阪 ・ m 京

オミユ〆ド
E  

製 造 元

営

業

所

ガミンド

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

"‘ 

+ 章 式 会 キ 土 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 i且 5 ノ 3 5  

Ｑｉｉ Ｑｾ＠ (441)  5  4  0  8 ・5 4  8  6  

商 庖

砂 町 5

111話 (341) 0207 - 8  .  4836- 7 

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大阪市西区南騒江大j j J j I 町 I 9  1世話 (541)・6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 孝 商 庖

大阪市博1区長極ほ筋2 ノ20 (; n制緩111停前)

電話 (211)  0  5  7  I  

京 都宮集所 京 ｭ 市 中京区河原町ｾ 川下ル Ｑｉｉ Ｑｾ ③＠ 3  2  7  7  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 情 筋 2 ノ 3 6  

Ｑｉｉ Ｑｾ 侭 Ｓ Ｑ Ｉ Ｐ 1 3  7(64Ul 2 8 6  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 回 町 1

電 話 ⑤ 2  6  9  7 ・2 I  4  0  

タ テ パ ヤ シ 商

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

岡 田 建 材 株 式 会

名 古 屋 市 西 区 西 稲 井 町 2 ノ I 2  

司II 古 ⑧ o I  2  I ・ 2 0  5  7  

広

株 式 会 社 名 建 筒

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 I ノ 2

1111. ⑧ 1329 ・21侃 2811

..，，_ 

Z 玄

保

区 民

久

市 北

株式会社

大 阪

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  電 話 ⑧ 6 1 7 6 - 9

岐阜出損所・ 岐 阜 市 竹 屋 町 2 7  電 路 ③ 2201 ・23ω

宵 盛 建 材 株 式 会 祉

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 I 0  8  電 話 ② 2281 - 6

岡 山・ 間 山 市 東 田 町 3 電 話 ① 7911 .  8169 

福 岡 ・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  Ｑｉｉ Ｑｾ＠ (3) 1  2  2  5  - 6  

② 5566 ァ 8

関西三星タイル会員
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美

し

し
、

花

園

を

お

部

屋

丈

夫

で

弾

力

性

に

富

み

、

ホ

コ

リ

が

た

た

な

い

の

で

大

へ

ん

衛

生

的

で

す

。

お

部

屋

の

雰

囲

気

に

マ

ッ

チ

し

た

カ

ー

ペ

ッ

ト

を

お

選

び

い

た

だ

く

た

め

あ

ら

ゆ

る

色

柄

を

豊

富

に

準

備

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

室

内

に

豪

華

な

感

党

と

新

鮮

で

楽

し

い

雰

囲

気

を

漂

わ

す

東

レ

・

カ

ー

ペ

ッ

ト

を

ぜ

ひ

お

試

し

下

さ

い

レ

』

回

開

-

ニ

軍

織

・

銀

鈴

織

・

富

士

織

・

三

軍

織

・

議

実

織

司

回

国

ぺ

圃

・

額

縁

三

軍

織

・

=

一
嘩

〈

織

な

ど

が

ご

ざ

い

ま

す

東

レ

・

カ

ー

ペ

ッ

ト

の

ほ

か

、

東

レ

・

フ

ラ

ッ

ト

l

ヨ

l

使

用

フ

ァ

ン

シ

ー

ラ

ッ

グ

(

哀

の

数

物

)

も

好

評

を

頂

い

て

お

り

ま

す

カ

ー

ペ

ッ

ト

ファン y ーラッグ発売元一丸紅飯田( 株)
東 レカーペット発売元→株) 辻田文平商底( 大阪市住吉区南住吉町 4 の5 9 )
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.  

• 

.".、

T  

近 代建 築 に

もっ とも

j-... さ わしい

ヲヲヨート

4郎
事

日 ・米 ・英 等 17 カ 国 の 特

許 に 結 ば れ る 多 彩 塗 料

華 や か な 多 彩 模 様 か ら

落 着 い た 和 壁 模 様 ま で

西 洋 建 築 に も 日 本 建 築

にもピッタ リの 塗 料 で す

関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社

本 ＱＱ ボ ｩＺｾｪｊｩｽｩ 大 Ｑ Ｚｗ ｬｪｾｩ ｉ ｒＨｕｾｬ ｬｉ ｲ S  T n2i f" J也

・ カタロタ色川本ご而 ＡＲＡ の ｪｪｬ よ ｷ ム［ｾｾ Z  f;f，へ







所 化 i血 大 阪 府 荻 Aド" ; ); . { : 大川

放 I血 I面 積

jJl型軽 IflI 柿合計

2  64.  2  0  0  m
2  

5  O.  8 0 0  m
2  

品t ｾ＠ 鉄 1'; 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

」ー Jm 1960 年 12 jJ - 1961 fl ・10 月

工 場

基 本 計 画 東 京 芝 浦 電 気 株 式 会 社

生 産 部 製 造 部 建 築 謀

股針 ・施工 清 水 建 段 株 式 会 社

11 



主 工 場

鉄骨鉄筋コンクリート逃

外 製 版 茶 褐 色ニ了掛タイル貼リ

佐1粧 白色外袋主主料塗り仕上ゲ

rl1un小限及車l 先アーチ プリュ一色仕上ゲ

股 計 者 の こ と ば

一

気

社

場

一

一

開

会

工

一

一

授

式

阪

↑

一

東

株

大

一

ょJf J;( 芝品! i flls( 事J，式会社製足i開II.lt築，1'nの制14品な作業，m由IIC

ＩＮｾ づ いて夫他殺計 ｉｃ 移り ， 関係者の蹴忽ある協力によって

綜合完成ユ場の竣工を見るにいたりました。

I . l t 物は工場を主 f，j . : とする - J 11' 1のコンベアシステムによ

り，また附J i f ; 1. l t 物は門 ¥"nc 必1i な供給助、を辿緊よく主L ) 品

ｉ ｣ ｩ 去 るよう，Ａｊ ｉ ， ｨｩ され ， す べ ての処物は ｦｦ￰ｪｾｲｎ 潔であり ， 成

械をよくし1 ' 1業広場合、し能市化を ;11 り，』LPi-i 且111は上府間1

IC，i.貫け ，- 1副総の通路 lζ て，l - ; 村から似品 の先l正まで企工程

均三J 調IIIC見下できる 。

Ｇｆ 務械は工場 Ｇｊｩ 務所としてｾＧｩＧｬ｟ＮｪＮＺ ＱＮ 立 ｉｃ ｾ ｊ 剛志れました。

12 



上 塗 装 ラ イ ン

‘  ， 

下 コ ン ベ ア ー の 集 中 制 御 盤

13 



綜 合 組 立 ラ イ ン

J，l1 : ナラ ウッ ドプロック It' i リ

構造 J.I: 鉄 骨はラ イト グリ ー ン色uよゲ

••••••••••••••••••••• 
一

気

社

場

一

一

閥

会

工

一

一

一

時

式

阪

一

一

東

株

大

一

14 

錨 工 者 と し て の こ と ば

大阪府の 'j i. Jt 糊沃本 d.郊 外 IC ，L のたび 'E Jj(

:z. ￬ ｬｬ￬ ｾ 日気 持 Ｒ 式会 ＭＯ Ｑ 大阪 ヨ 均の唆 ｬ をはるにいた

りました。

総の In倒 i也市IC くっきりと浮ぴ 1: った r:J Jj の

1' 1とダークフツレーの コン トラスト ，，!I ft (，' ; セン

スIC溢れた '11務所および附属ffi' j ( の外観，配色

はまさに 'Hz の怖訴を湾るにたるものと忠われ

ます。

敷地総WHl t 264，200m" ， ffi 家 fui 制50，800皿 2

IC てJ JU匡の縦模においても I悶附加指の仁場です

が ，第二Jijl 工事がいずれ完成すれば， まさにマ

ンモス i:J J ，J としての r，/ C l 、さわしい雄港に 開 く

i "，J.Jj が: K 視するものと思われます。

起 C，，/l i州 135年 12Fl 2 11 ，唆 I: ，-t l川和36年10

)1 3011 であるが，すでに 7 ) ll c は仁 均一郎は稼

動/)Ij 船されました 。

_UUI の収では随分と無期な IIii があり ，川 刷j血

'iWのF目立i也成地のため ，J也被の軟弱には随分と

悩まされたが，あら申る Iil: '1，'  ("J な .H機以を! f i ! /..I

いたし Ｑ Ｚ 岬 ｬ の Ｇｾｩ 紛 ｉｃ 労めました 。

ｾいど施主のど指 導 よろしきを ｭ た の と ， 関

係行の1 I { l ( を分たぬ努) J ICて，峻 1:，t f (i lli iJl C

は構 内 外道路ｾ闘 ｉ 引 にいたるまです っ かり完

成を見た己とは ，胞 c丹としても っとも感銘を

党えたしだいであります。

主 ｩｾ 拠 品 は｜ｬＡＩｩ Ｈ冷 蔵ｊｩＯＱであるが ， 1:地内部は

すべてコンベ 7 ー，モ ノレールシステム ICて 1'1

助制御され通路 ，fう世保などは1 9 i 一つない刊'ir撃

さであります。従来の生産 工場の観念を沿えた

乙の械のIYJ るい工均が乙れからもどしどし処 J立

されて行くととは ， 11本の企' { ! にとってもま乙

とに嘗ばしい E とと忠われます。

終りに ζ のエ '11施 工 Iζ 可 り ま し て 懇 切 な る

ど指導を脳りましたど施主ならびに ，絶大なる

ど協) J を願いました関係作位のどだ、) J I Of し派

以の. l l . Q: を反するしだいであります。

基本計画 : 東 京 芝 浦 電 気 株 式 会 社

生 産 部 製 造 部 i l I ! 築 線



事 務 棟 玄 関 ホ ー ル

"、t盟十l テレゾープロック IVi リ

J UI' :  J レミヰリ 7 照明およひア ルマイトアコーチス貼リ

段計 ・施工 清 水 建 段 株 式 会 社

一ー
尽之; 悶1竜 安 -

株 式 会 社 |

15 



南 面

所 夜 地 神 戸 市 獲 区 篠 原 北 町 3 丁目 47

f i . 地面積 5.  6 6  9. 8 4 m2  

tll 策而杭 1， 7  5  9. 9 1 m
2  

延 而 m 7. 8  0  3.  3 9 m"  

ll i  ifli lIi 1  lI!'i 1， 1  5  9.  1 9 m"  

2 附 1， 2  4  1. 8  4  m"  

3  FI.'i 1， 7  1  7. 4  4  m"  

4 防 1， 7  0  2.  7  6  m"  

5  Ill'i 1， 3  0  7.  2 7 m"  

ｊｾ＠ l ll!'i 9  3.  7  0  m"  

ｊｾ Ｒ ＱＱＡＧ￭＠ 3 1. 0 5 m立

構造規模 鉄筋コンクリート造

6 防止n 一 部 4 陪

1: Jgl /l R1ll 34 lf. 11 月 - 36 年 9 月

段 計 監 理 双 星 社 竹 腰 築 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

衛 生 工 ・l' 西原衛生ユニ ;業 所 大 阪 応

H. l ス J: 、l' i長 海 m気味式会- t l

1M m T . ' Ji J白 n ｭ Ｚ＼ｴｾ Ｚ Ｚ｜控除式会社

常利1I ! l ! i } J:' li 大阪句気附会大阪腹開閥会

エ レ ベ ー タ !.lii Yオーチスエレベータ

称式会- 11

9ソ‘ ウ エ ー タ - ＧｉＧ［ｾ 上愉送織工官株式会判

IjJ )j} 1  、li K K ).、 成 厨 房 拠 刊 j苛

外 殺 人 ) s石洗/ l I L- . f¥' l ェアータイトス

チールサッシ ，オイルペンキ喰

ガラス ブルーペーン

ド
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F
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東 面

設 計 者 の こ と ば 竹 腰 健 造

六 '1' の山滋を IYIC，神l' 泌を一切におさめる己の1両院は， 11，の下を縦 lt する

パス泊絡を径て神戸市内とのj ! J ! 絡も桜めて容易である。

内 臓外科および産科を主体とする特殊 Ｑ 内悦で，将米両榔 ＱＱ 明 ｉｃ 外米止Ｎｾ fi' のた

めの診療羽目を設けられる予定であり ，j t lil! lc は外人C Y : 1 f I の病室も併設されてい

る。

傾斜地を車l則して，敷地は 4 m ill f:立で階段状 IC Ｖ 段花賞 ｾｪ 也され ， JEiftI 五:1児は

3段目すなわち 3 階に ある。将米丘のf J ' { 止 10¥"1寝予定のコンベントおよびチペ

ペルは 6 階から直接渡廊下でj ! J ! 絡できるよう計画されており， ζ のl l "1策が完成

すると現在 4 階にある分娩宝は 5 慨に移動して 2 主となり . 4  ｾ守の下 ｬｾｪ 宝も六

千i荷主を 23' 持つ完全なもの IC拡光されるわけである。

T'I柑・4 は特 Ichi自主の市型もあり卵' 1 '1のいわゆるフランス式下 i台市として，そ

の ＱＱ ， Ｑ り ｉｃ 附民主を設けた。附属 ｊ 布市の採光の ｉｦｴￎ では ， 不府Ａな ｬＮｾ もあるが ， 窓側

の廊下により m潔部分と不潔部分との区別か判然とする利点はある。 E の下 lf. i

問 ｬ は当然主主 ｴ 調ｾを行なっている。

将米外来科となる予定の，yj lil! 1附と州市との辿f ，; は iじ倒'licj i : ' して J止けられた

ランプを利川 できるようにした。

17 



1: : 手 術 室

'1' 新 生 児 室

ト 特 別 病 室

ト( i : 特 別 病 室 浴 室 使 所

18 



3 階 平 面 図

( 入口より は 1階になる〕

1. x: 1t 22. 看 護 婦 詰 所

2 待 合 広 r : n 23. 看 護 締 結 所

3.  ?1l 応 24. 女 医 東 衣 室

4 中 央 洗 濯 室 25. 医 n 真 衣 室

5. 酒 主 26. 外 科 処 世 主

6. i " ! i 布仕分: 5 i 27 外 科 診 療 宝

7. 検 室 企! 28 鮒 人 科 処 白 蜜

8. 検: l ' t 只 宝f 29. 姉 人 科

9. 代 謂j 宝 30 内 平キ

10. OlI 室 31 院 ｾ＠ 宅

11. 第 1 X 線 宝 32. 応 接 宝

12. m 2  X 線 室 33. 会 2謹 宝

13. 物 理 療 法 室 34 空 制 機 械 室

14. 1眼 科 診 察 室 35. 結 抜 病 床

15. l' i  .g. 室

16. 入 院 lJI 務 室 6B.  6  床 室

17. IJI 務

ｾＮ＠ 、

5B.  5  l革 室

18. 福祉司- c ; 監事務 4B.  4  床 室

19. ｩｾｩ＠ 合 室 2B.  2  床 室

20. 洗 1植 室 1B. 個 室

21. 汚 物 処 理 室 P B. 特 別 病 室

4 階 平 面 図

( 入口よりは 2 階になる〕

1. 広 nn 20. 回 復 室

2 大 手 術 室 21. ｾ ｉ ｩ＠ 前j 室

3. 麻 酔 室 22. 汚 室

4 手 術 手 洗 宝 23. ノ マ ン ト リ ー

5. 姉 長 室 24. 小 児 病i 宅

6. 分 娩 乎 洗 室 25 洗 煙 重

7. 大 分 娩 室 26. 制 乳 室

8. 小 分 娩 室 27 乳 児 浴 室

ＹＮ 米 ｩｪｾ >ll 宝 28  妊 産 婦 処 也 宝

10. 脱 消 f控 室 29 リ ネンｾ

11. リ ネ ン 室 30 石 渡 締 結 所

12 洗 糠 3:， 31. 銃 似 町 日 育 蜜

13. 未 消 5控 室 32. 早 盛 岡 I i 育 室

14. エヤーコンデイシ 33. 新 生 児 童

ョナ一室

34. 娯 楽 室

15. 医 n 手 洗 室

16. 医 員 休 憩 室 l B.  1  

"" 

E巨

17. 皿l 洗 窓 2B.  2  w  包巨

18 配 l路 主f 4 B.  4  Mミ 室

19. 抗 議 締 結 所 PB. 特 別 病 室

5 階 平 面 図

( 入口よりは 3 階になる)

1. 広 IHl

2.  仮礼 ｮｾ ｩＺ .  j主主

物也

3 物 1i5:

4 宇L H  . ' : ' :通路

5.  'l'! H 宝

6. 事l' 父 J空> ; ;

7. 而 接 室

8. テ フ ス

9. 綬 H :u" 1>1， 

10. 純 正l itl ilf 

11 洗 ilu 室

12. 配 !蹄 "i>. 

13. 石 J量 姉 記，所

14. 新 生 児 室

15. 排 気 フ ァ ン 室

1B.  1  J年 安

PB. 特 別 病 室

5B .  5  J主 主

3B .  3  J. ， 室

長詰 11"-7 

<  

/  

/  
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と り
L、

あ

例えば一枚のさナッ ν ュをコシク Dー ト壁面に取付け ，

仕上げに掛る場合を考えてみよう 。何と数多くの職種の

とりあいが見られるととだろう 。大工，ヲナッ ν ュ工，運

搬屋，左官屋のモノレタノレづめ，ν ャッ ター屋，タ イノレ工，

才1工，ガラス屋 ーー しかも彼らはかた くなに各々の領域

を守り ，建築全体の進行状態，中古度向上lζ は関心の少い

のが普通である 。

段取りと ，タイミシグと ，人間関係の調整 lζ 消耗する

現場員たち 一一そしてとの複雑さはマジモス ピノレにおい

てもまた不幸にも小住宅K おいても本質的に間性質であ

る。

職人不足と賃金増大に悩む現在，昔ながらのν ステム

をいささかも改造できないものだろうか。

大日生産によるスピ ー ドアップと ，コス トダクシから

ほど遠いわれわれ一一それは一品注文生産構造のハシデ

イもさる乙とながら ，あまりにも細分化しすぎた ，各l隙

種のとりあい ＮｉｾＮ の不円滑にその一因があるように思われ

る。 ( KT)  

社 会 性 に つ い て

建築家，建築技術者だからといって ，建築内部だけの

技術に閉じ乙もっている時代は過ぎました。

例えば，広域開発の名で持ちとまれる コシピナ ー トの

建設をとりあげてみても，樹を植えたり道を l防げたりす

るだけでは ， 地域住民の幸福を守る ζ とにはなりませ

ん。住民が持っ ている諸要求との矛盾は ，計画家が建築

内部に1mじともっている限り ，どんにな有能で進歩的で

あっても解決できないでしょう 。

現在の「広域開発J が設の利益のために計画され，誰

の犠牲のうえに進行しているのか。そしてそのような開

発の結果，私たちの国土の美しさは保たれるだろうか。

という立場から観察すれば，建築家，建築技術者が持つ

べき社会性の範囲もおのずと浮かびあが ってまいりまし

ょっ。
、
、
，

ノ

C

A

W

 

-
/
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¥

 

ゴ ‘ ネ ド ク ヰ 艮 ↑ 生

都市の再開発を強力に進めるについて ，難問の一つに

上地価絡の値上りがある 。ーたび計画が知れわたるや，

その地区内において乙乙ぞとばかり個人の権利が主張さ

れ，地代の値上りを策してゴネドク根生が横行する 。た

めに ji} 開発は遅々として進まない。

西ドイツにおいては，再開発地域で地主が査定より高

い地代を要求して土地の提供をはばむときは ，その地代

に応じて課税する法律がある 。アメリカのある州におい

ても，地区の70パーセシ トが賛成のときは他の30パーセ

シ トも|百l芯せねばならないといわれる 。

先般来日した国述調査聞の一行が， ミ乙のよ うな問題

に関して日本ほど個人の権利が強く主張される国は他に

ないミと l民じたという 。都市計画の高遂な理想が一般に

理解され，ゴネ ドク線性のi随行を阻示すべく正当な言判官!

と裏付を確立できる コ ミッジ ョナー的機関の笑現が切に

望まれる所以である 。 (Ts)  
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( 次号はあたらしい執鍛者 IC担当してもらいます〕

技 術 者 の 資 格

ζ とに技術者の資格と書いたのは，いわゆる法令など

による資格のこ とで，建築の場合ど存知のように一級お

よび二級建築士がある 。乙のほか建築に関係あるものと

して，測量土，技術士，および設備士などの資絡が試験

K よって与えられるようにな った。技術士とか設備士と

いうのは，外国では コジサノレタジトまたはフ. ロブ エッ ジ

ョナノレ ・エγ ジニヤと呼ばれる人たちの ζ とである 。

とのフ ロフェッ V ョナノレ ・エジジニヤと呼ばれる人た

ちが沼気，給耕7) <，冷暖房などのいわゆる建築設備の設

計lζ 主たる役割を果している。乙の他 lζ 建築関係の資格

として構造技術土ともいうべき資格があり ，とれらの人

たちは構造の専門家として尊敬されている 。建物の設計

において，構造設計のよさ ，惑さが，他の国K較べてよ

り大きな，クエイトを持つわが国においても ，信頼でき

る構造 家 を認定 す るｾ｢Ｚ ｴ 味で，その資絡をもうける乙とが

必要だと思うが，いかがであろう 。 ( T T)  
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乙のほか

「ビノレの 7 ネジメントについてJ
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「古い建物と新しい建物との管理費」

も予定したが，実現できなかった。

• 
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保 全 管 理 ( メ

、

j

 

'' 
林

保全管理の問題については，本誌の昭和33年 7 月号に

おいてすでに採り 上げられ， ｾ王者も「保全を中心とした

ビル管理者への P R  J と題して保全の2基本事項について

記述したが，本特集号の機会をお借りしてメ ーンテナン

スのポイントとでもいうべき点を二，三述べさせていた

だく乙とと L t.こい。

1  .  メーンテナンス の動向

先般労働省方面の人が見えられ「ヒソレの清掃業者の実

態を見るに，極めて雰細企業のものが多く，人入れ稼業

といってもよいものである。乙れでは職業安定法による

労働の提供，即ち人夫供給業の禁止規定にふれるのでは

ないか， ビソレ管理などと新しい商業のようなことをいっ

てはいるが，どうも請負業の類とは考えられないと思う

が君の意見はどうか」と質問された乙とがある。乙の問

いに対しては「ビ J レの維持管理業は単に清掃のみでf よく

広汎のものである。また清掃のみについても熟練を要す

るもので，例えていえば理髪屋と系人との腕の相逃があ

ると思ってもらったらよい」と答えてはおいたものの，

ビルのメーンテナン スの業態自身が新しく，にわか商売

であるだけに，乙の係官の質問は実は当を得た点がある

と思っている。また管理者からいわせると「清掃業者lζ

頼むと掃除だけはよくしてくれるが，ガラスの乙われ，

ペンキのi J dJ落，床材料の破損， t[. 前のいたみ，パイプの

詰り雨漏りなどのー述のビル故障については知らぬ顔を

されるので困っている」との乙とである。

メーンテナンスとは衛生管理、能率u・: 11] ，保安管理を

いつも満足K 遂行できるようにビルの各部ならびに諸設

備を整備しておくことで， 9 j ! ; ' 拐はこのうちの極めて一部

分，すなわち清潔度lζ 関する管理である。ビノレのメ ーン

テナンスというと清掃のみと悶逃える人が多い。維持管

理( [ たづさわるものは保守，手入れ，修繕ならびに事前

の点検にいたるまでメ ーンテナンスを進めるべきであ

る。最近大業者のうちK は工作部門も保有して，総合管

理いわゆるカストデイアル ・サービスまで発展している

ものもあるが，建築技術者も乙の方面に進出してメーン

テナンスの突をあげるよう協力してほしいものである。

2. 設 計 者 の 保 全 的 配慮

メーンテ ナンス などは建ててから管理者が配慮すべき
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ン テ ナ ン ス)

=主

，同 周

もので，設計を支配するほどの問題ではないという建築

士の従来の観念はもっとも欝戒さるべきものである。よ

くある例であるが，屋根の手摺の銅製支柱を床l援に直接

持し乙んだりしたため，鉄の伸縮や腐食で寿命の永いは

ずのコンク リート床版が割れて潟水の原因と なる。また

打放しコンク リー トを場所をきらわず使う人が多いが，

新しいうちはともかく手垢がついて落ちず，病院などで

は不潔! 惑のため見るものの眼をそむけしめる例も読者は

経験された乙とと思う。

設計者は材料の使用場所，使用頻度，施工方法などが

保全の立場ーから技術的，経質的に適切なりや否やを十分

lζ 検討し，施主の身 K なって考えていただく乙とが建設

以前にとらるべきもっとも重要な事柄である。設計のう

ちにも外観的というか造型的というか，いわゆる芸術品

なるものを設計して，使う建物より観る建物を造る人々

が多勢いるのである。人形のケ ースを耐火造であるとい

えば，誰一人として笑わないものはいないであろうが，

ケースとあまり差のないビルが少なくないことをよく考

えてもらいたいと思う。

3.  輸 部 の 保全 に 注意、

アメリカのピ J レは割合に建築費は安く簡単に廷で直し

て，経済的価値を高める方法を容易に採られるのである

が，日本では内外装よりも，主体が建築mのうちで占め

る割合が大きく， したがっ て建築白は割高となる。乙れ

は地震，地盤などのためである乙とはもちろんである

が，とにかくアメリカと巡って建物のうち，ことに構造

部分を大切にしなければならない。元来鉄筋コンクリ ー

トは鋳物的のものである上に，乾燥収絡があるから大小

の差はあれ，部分によって特徴ある種々の型式の亀裂が

生じ，まず屋狼ではコンクリ ー ト屋板版( [ 生ずる亀裂は

モルタノレ防水またはアスフアルト防水庖を切断し漏水を

きたし外壁，パラペットにも問機亀裂が出て種々の支障

の原因となる。ビルはコンクリ ー ト内部に鉄骨や鉄筋ま

たは設備用鋼管を抱えているため，漏水によってあ!j を生

じ破域を招来する乙ととなる。耐火造の建物の寿命につ

いては，大蔵省令で75年，ただし主体のみは 120 年とな

っているが，乙れは非常に大ざっぱの定めで， Rill 物の質

用途，立地条件が関係し，海lζ 近いもの，化学工業のも

のとなると，乙の規準年数を短縮しなければならない。
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100 - _  T  

丞 年

修 絡 時 期 に よ る 修 繕 ' l ' l 累 計 額

t  .  ・修繕をくり返す時期

b. . .... 恒数

金利…・ ・年 6 分とする

① 命 数T が10年程度のものでは，金利の影響が比較

的 少 な し 最小値を示す修繕時期は一般に初期である。

前述の亜鉛鉄板の例では ｔ ］ ＵｾＷ 年，経済的の

ｴ Ｏ ｔ ］ ＰＮＳ となるので経済的修絡時期は ｴ ｭｩｮ］ Ｑ Ｎ ＵｾＲＮ Ｑ 年

ペンキの剥落を始める時期となる。すなわちペンキの塗

り替えをくりかえす保全 lζ よっ て経済的な保全を行なう

とともκ 美観的にも有利となるものである。

図- 2

修 繕

筆者が調べた神戸の検疫所のごときは塩害のため』ζ 23

年ぐらいで建て直さざるを得なかったものもある。また

大阪市内の某ビソレでは外部からはほとんどわからないが

地下室に入っ てみると ，外壁からの浸水で架，天井』ζ 大

きな亀裂が入り，筆者の判定で‘ は大地震にはつぶれるお

それが多分にありとみている。現在の鉄筋コンクリート

造を半ば永久建物などといっているのは完全な保全管理

があって乙そいえるものであって，乙の方面の考慮のな

いビノレは，場合によっては木造にも劣る命数になる乙と

を最近発生している例からも銘記すべきである。

と減 耗図- 1

① 命数 T が50年となると金利の影響が大きくひびい

てきて，末期の取り替えが有利となる。しかし建物の各

部については50年も放置しておく例もないではないが，

物理的命数があっても機能的命数とはいえず，その多く

は20年以内とみられるから，メ ーン テナンスとしては，

大体において早い手入れが好ましし、ということになる。

外周りスチ ーJ レサ ッシュについて，筆者の計算した例

では，建具が溺びて開閉が不具合に近くなっ てからの修

繕: &と 4 年目どと lζ 防錆手入れを施す1' 1 用を比較する

と後者は前者の 3 割程度の政用ですむこととなるのも乙

の好例である。

5.  保 全 管 理 の 予 算 を 惜 しまないこと

乙の通例は国の建物である。国有建物の維持管理につ

いては「各所各庁の長は，その所管する建物を良好に保

全しなければならない」と規定されている。と乙ろがと

れは全くの精神規定で乙れに対する処: 苅もなくまた配布

される年閣の費用も構造，経年に関係なくー率の小額で

あるため，読者もど承知の通り維持管理は惑いものが多

い。一方民間においても貸ビノレの場合を除き自家ビソレで

は，耐火造は永久構造物であるからと誤信し，直接生産

に寄与しないからといっ て予算を削減してしまうのは，

急激に ヒ・ 1レ機能を低下させ，命数を短かくするものであ

ることを特に強調したい。

( Uf者 鴻池組取締役技術研究室良 ・ 「ヒ・ J レの維持官邸」著者)
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4. メーンテナンスは早目がよいか

ビノレの各部は経年とともに老化して行くが，保守，手

入れはどの程度の減耗状態のときに行った方がよいか。

第一κ 考えられるととは機能の限度ぎりぎりまで放置し

ておく，買うこは機能の限度が乙なくとも，それ以前 l乙修

絡をくり返す。というこつの考え方があろう。亙鉛鉄板

で: t r : いた屋根の例でいうと，第一の方法はペンキが剥げ

亜鉛鉄板が錆びても，雨がもらない限り屋根の機能は

応果しているという見解に立って，鉄板 lζ 穴があいて漏

りだしたときにはじめて葺きかえる乙とであり，乙れに

対し毎年ペンキの塗り替えをして鉄板の錆びるのを防ぐ

のが第二の場合である。美観の問題は別として保全上の

経済的な比較をしてみる乙ととする。これを図一 1 で説

明しよう。

まず各部分の材料は経年にしたがって 0 から P Iζ 減耗

し，最後に 10096 の滅純である T 'C降って遂に破損する

場合を想定する。いま途中のP 点で修絡をして Pj まで

機能を回復させ，さらに放置して同じ減耗 Q になった

ときに ぬ までもどるように修繕をする。乙のような早

目の修繕のくり返しを行なう場合と，取り替え修繕 ｔｾ

T j とどちらが経済的であろうか， 筆者が計算した金利

を包含した式によると 図- 2のようになる。( 計算式は

省略する)

乙乙』ζ T. . .. 放置したときの命数



管 理 費 の 算 定 基 準 に つ い て

藤 森

最近のようにピルの 7 ンモス化とともに，設備の高度

化が要求されてくると，その維持管理技術も，一居高級

なものが望まれ，またそれに要する 'vl 用も増加の傾向に

ある。この乙とはいままでの小規i伎なものに比較した場

合，いちじるしく多額な維持管理裂の支出をみるもので

あるから，その適正について十分関心を持たなければな

らない。とく K 維持管理7l _ { 中の修繕貨については，いま

まではとかく無計画κ 取扱われがちであったが，その時

期を失するといちじるしく設備や建物の寿命を短かくす

るばかりでなく，非常に早いl時j切に莫大な更新政用を要

する乙とになり，結果 ｬζ おいて無駄なｾｬ｟ｻ周を白したとと

に等しくなるおそれがある。

最近のように佐，設7 1 [ の4096もしくはそれ以上の投資を

要求される諸設備，例えば冷暖房設備， fG気設1i i I J などの

巡転貸用も維持管理主日中，非常lζ 大きな比率を占めるも

のであるから，建設時の計画において巡転方法も充分研

究して迎営の合沼化をはかる必要がある。とくにビノレが

マンモス化してくると，その用途も多彩をよび，事務所

部門，応鋭部門，飲食業部門などを包含する必要が生

じてくるので，あらゆる使用に耐え得るよう な多用途ビ

J レの傾向に なってくる。したがってその実際的な管理技

術もあらゆる分野の高度化が必要になってくるが，先日

米国の大都市で長期の停電事故が発生し，ビジネスの機

能が麻妙状態におちいり莫大な損失と大混乱を引き起し

たニ ュースを新聞記事などで知ったが，今後， ビソレを満

足lι 巡営して行く上に十分考えさせる教訓と問題を与え

られたものと考えられる。一般のビソレを利用者 ｾｉｉ ｊ からみ

た場合，使用上の不便を感じる乙となく，生活環境なり

それぞれの生活の遂行がスムーズlζ 行なわれて行く乙と

が当然であると思われがちであるが，それには計画的で

合理的な維持管理が行なわれて ζ そ，初めて可能である

ことを痛感する。

以上の諸点からみてもビ〕レの維持管理のあり方に十分

留意し，いままでのような消極的なものから積極的な方

向κ おし進めるべきで，そのための労苦は結果的に大き

な利益をもたらすであろう。
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春 太 !l s  

- 維持管理の取扱い

ピノレを1'¥llj するためには衛生，能率，保安の各管理，

作業を適正に行ない，対象となるべき建物の諸部分， [111 

帯設: 1i / l i の機械器具ーなどが単{ζ 整備されていることが条件

である。乙の整備によって管理の目的を果たすととも

に，その設備を永持ちとのこつの目的を果すための作業

は同ーのものであり効用の持続および命数の保持との両

面である。大部分の設備は使用するにつれて劣化が進み

維持政用は増加し能力は低下する。同時にもっとよい代

替設備が現われて，相対的に劣化がひどくなる。

そ乙で新設備に更新する乙とが問題になるわけであ

る。機械化あるいはオートメ ーション化はますます発展

することが予想されるし，また，投資額も次第に大きく

なる傾向にあるから ，経営者の経験や勘だけに頼っ て投

資すべきではな く計数的な判断方法を採用している乙と

は事実である。更新問題にとりあげられている現存設備

も新型設備もいずれも劣化していく乙とはもちろん，目

前の新設備よりも，さらに俊秀な新型設備がいつ出現す

るかも知れない危険をも含んでいる。乙のような将来の

予測を折り込んだ更新分析をすべきである。

.  維 持 管 理 費 の 基 準

一般にいわれている維持管理犯とは，すでに完成され

たビノレをもっとも有効に活用するために，建設当初の姿

を維持し，物理的機能，社会的効用の漸減化を最大限1[.

防止または予防して，効用維持を図る目的に消貸される

べき諸経7l _ { と，諸設備を円滑に利用lill 転して良好なビノレ

の生活環境を維持するに必要な諸経世，その他のものか

ら構成される。乙乙ではとくにビ J レの直接的維持管理貨

にしぼっ て述べる乙ととする。まず管理貨の区分を行な

うためlζ 支出分類を行ない，各々の管理'Vl， 保全'fl のあ

り方と問題点について進めていきたいと思う。

維持管理費の算定

ピノレ経営1l _ { の支出は大略つぎのとおりである。



( 支出区分)

(  1  ) 人件費…総合人件費

( 2 ) 保全資.. .修繕資，保守政，消耗品1 . ' i .

Ｈ Ｓ Ｉ 附帯 ｾＡｴ Ｎ ＮＮ 電力料，瓦 ｪ 折料，水道料，冷暖房料，給

湯料

( 4 ) 清掃衛生資

( 5 ) その他

( 6 ) 賦課金… 固定資産税，営業税

( 7 ) 借入金利子償滋賀

( 8 ) 雑貨ー・地代， 上記以外のもの

以上のうち( り から G5) までを直接的なものとし

て以下取扱い範囲とする。

( 1  ) 人 件 費

(機種別と定員)

技術係員いわゆる原動係員，工務' 8 ・絡係員. r青掃関係

係員，警備係員，サービス係員( エレベータ，電話係員

など) 事務関係係員など，職穫を分けてみると前述の通

りであるが， ζ のうちで笹備係員以下の定員を定めるκ

は比較的問題がなく，それぞれビノレの規模とか答備体1 I i lJ

とかサーピ‘ ス職員では受付個所，エレベ ータ台数などよ

り，おのずから決まっ て くるわけであるが，問題は技術

関係職員の定員の定めかたであろう。このほかに清掃関

係があるが，最近の実状はほとんど清掃専門業者に外注

するケ ースが多く ，結果的にみてもこの方が能率的であ

ろう。

(技術職員の定員)

さきにも述べたよう κ ，最近のビソレ諸設備は非常に高

度化されてきつつあって，その巡転利用量も維持管理費

中高率を示し，その費用の合理化に対し等しく関心が寄

せられているものと思われるが，その合迎化推進はーに

かかっ て技術職員の手腕によるものであるから，できる

だけ優秀な人材を求めなければならない。

なお技術職員の定員の定めかたは，いままでのように

必要最小限で決めるという考えかたではな く，保守規定

を定めて，それに基いて運営すべきではなかろうか。す

べての諸設備および建物( 合諸施設) の保守原則はやは

り科学的技術的な規準によるべきであり ，そのために当

然それぞれのビノレに見合った保守規定が作成されるべき

である。例えば，建物設備がいかに最上であり，機械や

電気がどんなに専門技術だけすぐれていても，かならず

しも保全の効果はあがらないし，また予防保全が強調さ

れすぎてなんでもこわれないうちに修理するという行き

( 基準および区分〉

(  1  ) 設備検査作業規準

( 2 ) 設備修理作業規準

( 3 ) 設備整備作業規準

内

r. ' で・

廿

保全員の項で内容説明

過ぎの危険も考えられるわけである。乙乙 lζ 保守規定の

必要が生ずるが一例として，上表lζ 規定作成手順を示し

てみた。

すなわち以上の基準からそれぞれのビルにおける作業

量の決定がjj 術的裏付けによって決まり，その必要定員

がおのずから定まっ て くるものである。いままでのよう

に坪数と他ピルの実績が唯一の定員決定の蕊準であった

消極的なものでな く，あくまでそれぞれのヒソレに見合っ

た定員が決定され優秀な技術職員が確保できたとき，毎

月の経714J 資である附帯料関係の節約はもちろん諸施設，

ならびに建物諸設備の寿命延長のいちじるしい成果が得

られるととは明らかであろう。

( 2  ) 保 全 費

(A) 修 繕 費

非常』ζ 難かしい費用であり ，その適正度の問題はいま

までしばしば取上げられ，小林清周氏の『ビ、ノレの維持管

理』においても科学的に取上げられ一つの成果を上げた

ものと考えられる。しかしこの科学的方法に先立って，

そのあり方K ついて少し述べてみる。保守基準の立て方

で触れたとおり，予防保全が強調され過ぎ適確な手入れ

l時期以前に修理するという行き過ぎの危険が考えら れ，

また必要時期を見過して更新時期を早めるという失敗の

危険もあり ，結果的にはいずれも必要以上の費用を投ず

る乙とに な っ て しまう。とくに後者の場合は一見経 ｮＮｾ

が少な くなるような格好に なり，経波節約ができたと思

いがちであるが， ヒソレ運営のためにはもっとも危険なも

ので，大きな事故にもつながって行くものである。

乙の点から考えても ，技術職員の優秀な技術とあいま

って，科学的なチェック基準を利用し，必要に応じ専門

家の検査を定期的 lζ 行なう乙とも意味なしとはしない。

合理化の方向として当然取られなければな らぬ手段であ

る。なお修繕貨の支出前提である建物および諸設備施設

についてみると，それぞれのビ、ノレが完成したとき，すで

にその姿は宿命的K 決定されるおそれがあるもので，計

画時期』ζ 十分後々の乙とを考えておかなければならな

し、。

もちろん設計者のデザイン的なもの，また用途上の問

題から維持管理しやすい函が犠牲にされる乙とがしばし

ばあるが，やはり後日の経常・ ｊｾ の一部である維持管理費

を考えると ，はじめからこの点も十分配慮すべきであ

る。とくに当初から寿命の短かいもの，ないしは保守に

手間のかかるものが使用された場合は，よく留なして手

を入れて行かないと，それが原因で痛めなくてよいとこ

ろまで痛めて しまい，莫大な費用を投入しなければなら

な くなるおそれが多分κ 起きてくるので，注意をしなけ

ればいけない。

以上種々 な点から考えてみるとやはり定量的な修繕費
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を考える場合，それぞれのビノレの状況によって点検規定

による科学的裏付けから適正な修繕政投入時期を決め，

実績ーの積重ねから計画を進めなければな らないものであ

る。

(B) 保 守 費

維持管理 ＧｬＧＱ 中もっとも重要 な ｾＧｻ用であるが，これは一

種の予防保全政ともいえるもので，建物設備の性能保持

向上と事故発生および早期老化を最大限に予防するため

に費やされるものである。前項の修繕'l'1もある意味で保

守政とも考えられるものであるから適正な内容を持たし

めるためにはやはり計画的科学的裏付けによる実絞の積

重ねから判定する必要ーがあろう。つぎにその手段として

の前述保守規定の内容について述べる。

( 0  ) 設備検査作業基準

故障の予防または早期発見ならびに処置を行なう作業

で点検測定給油掃除調整部品取替などで， ζ れをつぎの

二つに区分する。

イ 日常検査作業 ロ定期検査作業

( b ) 設備修理作業基準

事故，故障の予防ならびに発生lζ 伴ない行なわれる製

作分解組立追加工などでとれを二つに区分する。

イ 予防修理作業基準 口事故修理作業基準

(  c  ) 設備務備作業基準

建物設備の寿命の延長ならびに保全効果の高揚のため

に改修または維持管理要項のiliHi !1i fJ: どで乙れをつぎの五

つに区分する。

イ 改良保全作業基準

材料や設計変更による寿命の延長検査や修理をしやす

く改善するなど保全効果を高めるための改修作業

ロ図面管理処理要領 ハ 台 帳 処 理 要 領

ニ 工 事 要 領 ホ 検 収 要 領

以上一つの考え方の基準を示したものであるが，技術

的根拠により計画的に管理作業を推進し，その効果をあ

げると同時に適正な保全貨を規正するものである。なお

最近エレベータなどに対しては，特殊技術を裂するため

自社職員がその保守作業を行なわないで，メ ーカーに設

備更新費用まで含ませるフルメンテ ナンス方式が取られ

てきつつあるが，本来エレベ ータの台数が少ないうえ，

機械自体{ 乙相当高級な技術が要求されるため， ピJ レ所有

者にとっ て更新資用の一時出資の問題と併せて，俊位と

考えられるフノレメンテ ナンス方式への転換がなされて く

る実状である。また小規模の ビノレにおいては設備関係会

てを含めての総合管理外注の方法もとられてきつつある

が，たしかに小規模の場合，技術職員の定員 lζ も問題が

あるので一つの優位な方法であろう。

( 3  ) 附 帯 料

いわゆる電力料，瓦斯水道料，冷暖房料などの支出資

用であるが，最近の傾向として各ビノレとも電力料の支出

がいちじるしく増大している。これは高照明の要求によ

る伸びとあいまっ て， とくに空調関係の完備から冷房用

荷主力のいちじるしい増加が要因をな している。最近のピ

ノレにおける照明基準も平均 200 Iレックス以上になり，鐙

光灯普及以前 lζ 比して， 3 倍近く な ってきている米国な

ど，すでに日本の倍以上 500 ルックスを越える設計さえ

最近みられてきているので，将来照明用電力もまだまだ

増加して行 くはずであり，一方事務機械関係の電力も今

後相当普及して行く乙とが予想されるので，支出の増加

はもちろんのこと，その電気設備Ｈ受配電設 ｾｬｉ ｩＩ も将来

の{fll びに耐えられるよう初めから計画しておく必要があ

ろう。

つぎに空調関係であるが現在冷暖房のないピルは考え

られないほどいちじるしい普及をみているが，乙れに要

する冷房用電力も全電力料の6096近く要し，将来 ζ れも

ますます増加するであろう乙とが予想できる。以上の状

況からとくにその設備の研究は重要なもので，もし不経

済な設備がなされた場合その無駄な支出の累計はぼう大

なものになる乙とも十分考えられる。また乙の設備も電

気設備と同様ヒツレ完成と同時にほぼ決定的なものになる

おそれがあるもので，いままでの空調充実傾向からもそ

111111 111111111111111 11111111111111111111111111 1111 1" 11' 11 11111' 1 1111111 11 1111111 111 1111111111111 1111111111111111111111111111111111 111111111111 111111 1111111111 111111111111111 11111111 111111111 111111111111111111111111 11 11111111111111111111111111 
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れに対応できるよう計画のさし、十分考慮しておく必要が

あると同時に，能率的I C . 巡転できるかどうかはーにかか

って当初の設備計画の良し悪しによる乙とを認識する必

要がある。

( 4) 清掃衛生費

最近建築材料の発展は飛躍的なものがあり，とくにヒ

ノレの化粧材にも新しい材料が程々用いられてさている実

状であるが，それだけにその手入れも面倒なものでいま

までのように，ただふき掃除をするだけですむものが少

な く，その方法がまた材料の寿命にも影響して くるおそ

れが非常に多く ，やはりそれぞれの材料特質を理解し，

それに合った手入れを行なう必要がある。また洗剤lの種

類なども多種類にわたっているので，それぞれの材料に

合ったものを選別して使用しなければならない。それだ

けにその作業方法もかなり技術的知識を必要とするし，

時間的な制約からその能率的な方法の考慮も大切なもの

である。とくにピルが大きく なるにしたがって時間的な

制約から，清掃作業員の定員の増加が必要と なるべきで

あるが，前記の技術的な面をあわせて専門業者である清

掃会社l乙外注する方法が普及してきている。ただ人員の

問題解決ばかりでな く，材料の延命策の面からも得策で

あるといえる。ま たそれにとも なって清掃衛生資の計画

予算もはっきりする利点もある。ただし外注に対して注

意する乙とはこの程の専門業者が存在してから比較的日

が浅いのと同時に，まだまだ研究途上にあるため見積額

において業者間にかなりの開きがあり ，その選定lζ 迷う

ことがあるがその金額は作業の仕方により決定されるも

のであり，坪幾らという決め方をせず内容を十分検討し

て，実際にビノレのためになる手段が取られているかどう

かを確認し，金額面ばかりにとらわれること な く確実な

業者に発注すべきである。

( 5 ) その他

直接管理裂の面から少しはなれるが，固定資産工事に

含まれるもので，設備の更新の問題に ついて少し考えて

みたし、。一般にビソレが完成し運営を続けていく場合，と

かくー度すえつけら れた諸設備をそのまま更新期まで使

い続けて行く傾向が強く ，前述の保全政を合理的にかけ

た場合の耐用年数延長と相まっ て最近のどとく高能率の

機械がどんどん作られている時代lζ ，ビ J レの設備は旧式

化のー途をたどっ て行くおそれがある。いうまでも な く

新 しい機械の方向は小型化ばかりでな く，その効果のめ

ざましい向上が目的とされているものであるから， ビル

においてもただ設備K 異常がないかぎり旧諸設備を使い

続けて行くとい う考え方から一歩進めて旧式化の問題を

積極的 1[. 取りあげる必要がないだ ろう か。ヒソレの諸設備

を逆転していくために，例えば経常費と なるエネルギー

すなわち電力料なりその他附帯料なりを要 し，また非能

率的な迩転が続行さ れて行くわけであるから， もし新式

の設備効率が旧式設備の効率よ りいちじるしく良い場

合，その差額累計は非常に大き なものになる乙とに気づ

くはずである。 なお設備改良という面からも同様な結果

があるはずで，も し更新期を早めて も経済的なみきわめ

がつく ならば，乙の問題も積極的 lζ 取りあげてみるべき

である。

4砂 結

圭玉

ロロ

以上種々管理費算定の基準について述べてきたが， ζ

の分野はまだまだ新 しいものであり，今後乙の種の仕事

を企業としている業体においては， なおさらの ζ と研究

課題を非常に多く提供されるものと思う。しかしいずれ

にしても維持管理費の算定に対しては，あくまで計画的

科学的に一つの仮定の上K 立っ てその支出を律して乙そ

合理ェ化の成果な り節約の限界なりをつきとめる乙とがで

きるものであるとイ言ずる。

Ｈ Ａｦｩ者 ｋｋ ｾ 出目ピ ｊ レ デ ィンヲ 取 締役Ｉ
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合 成 樹 脂

塗 床材

壁材内装

- 外装用

トルギノ ールは合成樹脂の塗装式( コテ仕上) の床材で継目が屯

〈衛生的で，圧力 . l!'I，ffi lc 耐えて永 もちのす る理想的床材 で保湿

防音に もlIJ' み断む感じのよい適度の抑力をもって います。

* 不変色 色鈎自在 女 総 名 記入 カタログ御百円求下 さい

コス E コー トとは特妹合成樹脂を主体とした高分子段状主主料でありま す。

特 徴 通気性があるため ，コンクリ ー トが生乾 きでも塗装ができ ，制限する

乙とがありま せん。その上乾煉も極めて早く ，従って工期の短絡がで きます

製造元 日本合成樹脂化工株式会社

本 社 大阪市東淀川区三津屋北i旦り l の38 T E L 大阪 (301) 2734- 5 

営業所 大 ー 阪 東 京 名 古 屋

T E L  (94)  3012  T E L  (561)  4678 T E L  ( 24)  4491  
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ヒ 管 理
ム
一
品

J レ

藤 森

. l i i X災復興κ よって拍車をあふられたビ J レディング建築

は，その後急速な商業資本の都市集中化に伴ない，ます

ます発迷し，乙と K 昨今の急激なその拡1大ぷりはまさに

!陸自すべきものがありョ都市の景観は日 l乙月にあらたま

りつつあるといってもあえて過言ではあるまい。

乙うしてi! f I をつらね，高さを競うがごとく立ち並んだ

ビノレは，あるいは自家企業のためのみ K 使用されるも

の，あるいはそれ以外のスペースと貸事務所などK 利用

するもの，あるいはまた貸事務所を主たる目的とするも

のなど，それぞれ使用目的は雑多であるが，乙れらビ J レ

ディングのオーナ ーの関心は等しく近代科学の粋を集め

最新の技術を結集し ， 数億 ， 数十億の巨ｾＧＱＮを投じて建築

されたその質重な財産をいかに保全し，いかに活用する

かにかかっτ いる。それぞれ慎重適切なる企聞に基き ，

細心なる配慮をもって迩営され維持管理されている。

しかし一歩進んでさらに深くその内容を省察するとき

巡営維持管理との両面の聞にはなはだしいアンバランス

を感じられ，われわれの高層ビルlζ 対する経験の浅さと

配慮の不足とを痛感せずにはいられない場合をみる乙と

がたびたびある。すなわち，そのビ〕レをＩｩｬｩｾ芸・活用するい

わゆるオペレーションの簡ではきわめて積極的に対処し

十分にその効果をあげ て いながら，一方乙の ｩｾ 重 な 財産

の維持管理，すなわちメンテナンスの面では遺憾ながら

はなはだ消極的で，あたら乙のお重な財産の命数を縮め

ているかにみられる例もなきにしも非ず，ま乙とに皇室心

lζ 堪えない次第である。

オペレーションとメンテナンスとは， ビルディングと

いう楯の両面であって，相共lζ 私ー極的なかっ綿密細心な

方策と配慮とにより適切に並行して処理されて行った場

合に ， はじめて乙の ビ ルノレディングが生命を得，その ｊｾ

仰を発抑するのである。 昨今ますますビルディングの利

用価値が高く評価されその規模が拡大するにつれ，オ ー

ナー，経営者の認識もようやく深く，メンテナンス函の

研究も進みつつあるが，ややもすればいまだとかく軽視

されがちで，貸ビγ レを業とするもの以外は，否それを業

とするもののなかK さえ，高庖ビ J レというものの認識不
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足，あるいは直接生産面K 効果のあらわれない維持管理

費の支出を惜しんで，いたずらに施設設備の機能を低下

させ，その消耗を早めているものもなしとしない。

. さて，ーロ l乙維持管理といっても，その内容はまこと

に多種多椴，またその基準もそれぞれのオ ーナー，経営

者の認諦，あるいは経済的な制約などによって一定せ

ず， したがって技術的な面の研究も立遅れ， い ま だ に

「勘」または 「コツ」などにたよっている例も多い。旧

き時代の古き設備をそのまま利用し.cいるヒソレの場合は

別として，今日の新しいビル，きわめて進歩した施設設

備ではもはやかかる 「名人芸J を必要としない。それは

あくまで科学的な合理的な方法により一定の基準にした

がって処理されて行かねばならなし、

しからばその器準をどとにおくか，それははなはだ難

しい問題で，遺憾ながらそれK 対する研究資料もいまだ

とほしく方式も確立していない。多くの場合オーナー，

経営者，あるいは当該但当者の経験と研究とにまつより

道はなく，そのためにはそれぞれのビルがそれぞれの部

門のエキスパートを擁し，それぞれ独自に研究を進めデ

ーターを集めてもっとも適切と思われる基準を定め，そ

れぞれの方式にしたがって維持符理に当るわけである

が，元来ピ l レディングというものは，その使用目的や規

模の大小によりその椛造，施設などにもちろん相違はあ

るが，その管理の方法は基本的には共通したものが多

い。また技術者の不足を痛感されている今日，各ビ J レに

おいてそれぞれ高度な知識と技術を有する幾人ものエキ

スパートを集めておく乙とは難しく，また「終身履用」

的な「丸抱え」的な麗侃i関係をむしろ美風とするわが国

の実状からみて，たとえそれだけの要員を確保し得たと

しでもあるいは将来困難な問題が起らぬとも限らない。

こうした理由から，管理会社，サ ービス会社など，そ

の呼称、は種々あろうが，それぞれのビルにもっとも適応

した管理方式を立て，適切な基準lζ したがって，経済的

かつ効果的にそのヒソレの維持管理にあたる管狸業者の存

在が浮ぴ上ってくる υ

. ビノレ業の先進国アメリカ などでは，すでに乙のヒソレ管



理業者の存在価値が十分認められ，単』乙メンテナンスの

みに止まらず， ビノレのオペレーションの而までも，一括

して専門業者によっ て形成されるユニオンの手に委託さ

れている例も多く，立派な実績をあげていると聞くが，

わが国の場合では， ヒソレ業の歴史も浅 く，建物土地lζ 対

する考え方も異なっているなど、の諸般のJ:.fi >ti'; よりして，

そとに達するまでにはなお幾多の歳月を豆ーする乙とと恩

われるが，すく な くとも，メンテ ナンス，サービス部門

における下請専門業者の利用は十分考慮されるべきであ

ろう。

. わが国のビ J レディング管理詰負業は終戦により啓発さ

れ発達したといっても過言ではない。それまでのビルデ

ィングの経営はオ ーナーがそのヒソレの巡営管理に必要な

一般事務員，技術者，守衛，清掃係員，あるいは電話交

換手，エレベ ーター係員に至るまで，あらゆる部門の要

員を直接震備して自営するのが通例であった。乙れは当

時におけるピ J レの維持管理K 対する認識の甘さと，労働

事情の克かさなどに由来するものであった。

終戦とともに占領軍が進駐してきて，多くのビルデイ

ンクを接収した。彼らはこれら接収ビソレを迩用するため

に自国で行なわれている方式を適用して，清掃をはじ

め，電気，冷暖房，その他の技術部門，さではエレベ ー

ターの運転などあらゆる面lζ 詩集i方式を採用した。乙れ

はわが国におけるピノレディング経営方法の一大革命であ

り， ヒソレの運用，あるいは維持管理にかかる合理的な方

法のある乙とをオ ーナーたちに司11えるとともに，その請

負を業とするヒソレ管理業者の発生および発達を促し，そ

のどますます激化して きたわが国の労働事前tj と相まっ て

ビルディングの経営方法は大きく転換した。

. あらゆる作業部門にわたりすべての従業員を直備して

行なう従来の直営方式はわが国民性にも合い，またそれ

なりに幾多の長所も有しているので，まだその方式を踏

製しているオーナーも多く，また委託方式の合理性を痛

感しつつも多くの直術従業員の処置に窮していまだに転

換に踏み切れずにいる場合もあろう。しかし， ビノレディ

ングがますます大型化し，労働事悩がいよいよ尖鋭化し

て行くにつれ，直営方式の非合理性あるいは困難さを痛

感し，請負による委託方式に切替え，企業の合理化をは

からねばならぬのではあるまいか。

. 例えば乙乙に労働組合の問題がある。極めて小人数の

従業員によっ て処理 して行く乙とのできる小規模な ビル

の場合を除き，ー般には直術労働者は必然的に労働組合

を組織する。労働組合かな らず しも排喚すべきではなく

その存在理由を十分認め，労資協調して相互の利益を図

るべきであろうが，所詮労資の対立は宿命的なものであ

り，勢いの窮まるところ怠業あるいはストライキという

最悪の事態にまで発展するおそれもなしとはいえない。

そのヒソレが自己企業のためのみに使用されている場合

は，たとえかかる事態が発生しでも，その影響するとこ

ろは少いかも知れないが， それが貸事務所その他公共的

な性格を有しているピノレディングの場合はその影響はま

乙とに甚大で，利用者l乙対するサ ービスは全く停止し，

そのビソレの利用価値は失われてしまうのであろう ι

また一般に，すべての従業員を一本の給与 体系，ある

いは就業規則， 労働協約K より律する場合が多いと思わ

れるが，いたずらに勤続年数を誇り，永年勤続者を表彰

せねばならぬよう だ， I終身雇用」の観念K 基く「年功

賃金」爺I]l C より，給与と作業能率のアンバランスを憂え

ねばならぬ場合も生じて くるであろう。

. 例えば清掃など体力を必要とする部門にあっては，定

年が近づく乙ろともなれば増大する賃金に反比例して体

力が衰え，作業能率が低下して行くような場合も生じ

る。また機械設備の急速な進歩!Cより ，性能が極めてよ

くなり ，オ ートメー ション化されてきた今日では， I熟

練J という言葉の怒味さえ変ってきた。旧い不完全な設

備に頼っていた時代には多年の経験IC ; ! まくいわゆる「熟

練者」の「カン」や， I コツ」を多分に必要とし「名人

芸J の持主が非常1ζ 尊重された。彼らはその域l乙達する

ために非常に長い年月の努力と忍耐とを重ねてそれに習

熟しなければならなかったu しかし改良されオ ートメ化

された今日の機械設備では「カン」や「 コツ」に代っ て

新しい技術と知識が必要と なり，多数の名人を必要とし

たl時代から ，極めて少数のエキスパート と柿WJ員たちでー

操作巡営できる時代に替っ てきた。彼らはかつての名人

たちが習熟するために要した年月とは比較にならぬ短い

期間でその作業lζ 習熟し，たちまちエキスパー トの域に

達するであろう。

そして賃金ベ ースの噸止と労働組合とに守られて，そ

の多くは定年lζ 迷するまで，そ ζ K安住するであろう。

エキスパートがーばい， ビJ レの管理の安心感か らいえば

まことに結構な乙とではあるが，経包'の合理化という点

から見た場合，何か矛盾を感ぜずにはいられないときが

くるかも知れない。そしてオーナーは彼らを効果的に活

用し，その能力を十分に発揮させるために，配置転換あ

るいは事業の拡大にたえず苦慮を続け なければなら ない

かも知れない。 ζ うした危険を回避するためには， ｾｊ え

ば職種別の就業規則，給与体系の11;IJ 定なども考えられよ

うが，現在のと乙ろその実現はま乙とに至難の機であろ

う。人件貨の増大に苦しんでいるのは，あらゆる分野

の，あらゆる企業にわたっ ての乙 とであり，もとより ビ

ルディング業者のみの悩みではないが， ビJ レの維持管理

は，必然的 lζ 早出残業など時間外労働にたよらねばな ら

ぬ作業を多分に包含しているため，その経'l'1がややもす

れば過大となり勝ちで，それが積極的に生産面にプラス

するものがないだけに一層その調整lζ 苦慮しなければな

らない。
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. しかも，なお多くのピノレディングのオーナーがこのシ

ステムへの移行をためらい，その合理性を知りつつもそ

の採用に踏み切る乙とを得ぬゆえんのものは，従来のビ

J レは既にそれぞれの要員を擁し，その急速なる処理方法

がないためでもあろうし，また管理業者の歴史がまだは

なはだ若く，その管理技術その他の習熟度に対する懸念

もあろう。あるいはまた日本人特有の土地建物などに対

する観念、lこ由来する場合もあろうしまた場合によって

はピノレディングの維持管理というものの本質，そのため

の労務管理のわずらわしさは経政の実態などlζ 対するオ

ーナ ー仮IJ の研究不足に起因する乙ともあろう。

. いずれにせよビノレの経営者にとっても，計i負管理業者

にとっても現在は過渡期であり，最も重要な時期であ

る。もっとも合理的な，今日の時代l乙即した，新しいヒ

j レディング経営のシステムを確立するためには， tf 理業

者はー胞の努力と研究とを必要とするアあろうし，また

ビJ レの経営者のさらに深い認識と決断とを要するてあろ

っ。

現在の段階では管理業者の活動範聞は，一般には電

気ー冷暖房などの機械設備の逆転操作，' l f 備，消tiil ，電

話交換，エレベーターの運転などの労力によるサービス

的作業lζ 属するものに限られ，いまだなお，いわゆるフ

ル ・メンテ ナンスの犠にまで透している例は少ないよう

である。管理業者の活動，利用はもとより乙の程度に止

まるべきではあるまい。

. より広く ，深く，努力研究をおし進めて活動分野を拡

げ，作業の内容も単に労力によるサービス fC止まらず，

フル ・メンテナンスの実をあげ，さらに進んでやがては

オペレーションの分野にまで達する乙とを理惣としなけ

ればならないであろう。

- 例えば清掃作業など，他の一般作業の開始される部] ，

あるいはモの終業後 fC行なわなければならぬものもあり

また機械設備の調整手入れなどのどとく，休日あるいは

深夜に行なわねばならぬ場合も多く，作業員の労働j J l 1 J 霊

を避けるためには人員の増加を図らねばならず，人員の

増加を抑えるためには勢い l時悶外労働にたよらねばなら

ぬという慈循環をくりかえし，経質抑制のためにも ，ま

た労務管理の面からもはなはだしいわずらわしさを味わ

ねばならないu 乙うしたわずらわしさから逃れるために

種々苦慮を重ねたあげく，前述のどとき管理作業lζ 対す

る認識の不足からではなく，その重要性を知りつつもあ

えて作業基準を下げ，その結果あたらn重な財産の価値

を落し，その寿命を縮めるようになり兼ねない。

. かかる危険を避ける I唯一の途は専門の管理業者に委託

することである。それぞれのピノレはその必要に応じ，あ

るいは清掃部門なり ，あるいはサービス部門なり，ある

いはまた原動部門なり，さらに進んでは維持管理!C関す

るすべての作業を円滑，かつ経済的に行なうために，専

門業者の利用[ 乙怠を注ぐべきではあるまいか。

. 各ビJ レから管理作業を委託された専門業者は，数多く

の事務所を持つために，適材適所，それぞれの作業員の

分に応じ，その能力にふさわしい作業場に人を送り，慎

重なる配慮による配置転換を行なって・沈滞? を避け， もっ

とも合理的な方法で作業員の能力を十分に発揮させるこ

とができるであろうし，また清掃員などはその機動性を

利用して経済的にその労働力を活用し得るであろう。

. 乙うした専門の管理業者がえの存在を認められ利用さ

れはじめたのは，接収ビノレが解除返還されはじめた昭和

26， 7 年どろからであって， しだいにその利用価値が認

められ，年とともに利用者がii"1繍l し，昨年の新設ピ J レの

多くは大なり小なり，乙のシステムを採用しつつある。 <1l!者 K K朝日ピルテ・イング取締役)
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1  . 自 家 用 ビ ル の 場 合 2. 貸 ビ ル の 場 合

1. 自 家 用 ピ ル の 管 理 の ポ イ ン ト

ビソレ管理のポイントは， ヒソレの使用目的が，貸ビノレまたは自家用ビノレ

であっても，あまり変りはないと思われるが， 自家用ビソレの管理のポイ

ントをしいてあげれば，つぎの点であろうと思われる。

1  直接管主主者はビ J レ管理 lζ ，とくに経験豊かな人であるか，または

相当経験深い技術者でなければならない。

ビノレ管理 lζ 不経験な人が直接の管理者である場合は，外観の管理にと

くに力を注ぎやすいようになるのではなし、かと思う。例えばペンキ塗り

とか，清掃とか，または机，椅子の新調 lζ 多くのvl 用をかけて，重要な

ビソレの主体の管理，あるいは附帯設備の管理などに無頓着で，そのため

ヒソレの老化や，将来管理に危険を伴う乙とを平気で行なう傾向になると

懸念する次第である。またビソレの管理に従う人々の仕事は全く縁の下の

J] 持の場合が多いにかかわらず，その仕事 lζ 対して非常! と無理解になり

やすいと思う 。

経験笠かな人とか，または技術者が直接の管理者であれば， 自家用ビ

ル lζ はペナント様との複雑な交渉もないから管理は理想: l 通りに行なえる

ように，思える。

2.  つぎに自家用ビノレの管理は， ビソレの侃除， ヒソレ内の器物の迩搬な

ど以外はビノレ自身で行なう乙とである。貸ビソレである場合はペナント様

* 怠に何事も行なわねばならない乙とが多いと思うが，自家用ビJ レは，

ビソレが職場であり ，事務所である関係からピノレ自身の佼用目的にそい，

冷暖房，衛生関係，照明などを思うように行なったり，またビ J レのあら

ゆる面の修理，改造も思うように行なえると息う。しかし複雑な，また

は大きな修理，改造はもちろん業者のカをかり ねばならない。

( 大阪瓦i折K Kピル管到製係長 古井謙治)
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2. 貸 ピ ル 経 営 管 理 の 経 験 う場合。

ビル管理の ポ イント

都会においていわゆるビルブームといわれる今日 ζ の

どろ， 自営ビ J レ，貸ビノレを問わずいたると ζ ろに建設さ

れ，また建設されつつある巨大なビル， しかも，いずれ

をみても換気，採光，冷暖房，エレベ ーター，エスカレ

ーターまた屋上にはヘリ ポートな どのあらゆる近代設備

を備え，その機械設備にいたっては自を鷲ろかすばかり

オー トメイション化された高度の性能を誇る諸施設がほ

ど乙されている。

大都市のもっとも昂脆した土地の上に巨貨を投じて建

設される乙のようなビノレのどの一つについてみても，経

済的 fc ;!iI J り切れたものであるはずである。乙とに貸ビJ レ

ともなれば，当然企業として成り立たなくては建設され

るはずもないのである。

乙のよう なビソレを維持，保存および迎用する管理にお

いても，昔と今とでは雲泥の差がある。すなわち，わが

国においてはその数は極く少ないが，アメリカあたりで

は，ピJ レ経営と管理業が分離し，管理自体が独立したビ

ジネスの地位を確立して委託管理業として立派に迩営さ

れ，全米ビ J レ数の約7096までが ζ のよう な行き方に なっ

ているとのことである。

近代設備を駆使 して，数多くの優秀なる技術者を率い

自に日 lζ 進む設備を採り入れ，また改善しつつ，そのテ

ナント諸会社を満足せしめるよう な執務殴境を維持する

ζ とは，昔ビ J レ経営者が，停年退職者ーなどをもって管理

lζ 当らせ，貸放しにしたような乙とでは到底できなくな

ってきた。では， ζ の管理について考えてみると，まず

m物の笛絡については. 建築技術者，完全に電化された

電気，機械などの設備を運転管理する電気および機械技

術者，エレベーター係および案内係，昼夜を分たずビル

を守る守衛係， ビルの隅から隅まで絶えず清潔にする治

初係，経理および庶務労務を取扱う事務員，乙れらを統

轄する管理責任者などと優に企業会社としての人員を必

要とするように なって きているのである。

かように，管理という仕事が企業化 した場合

( イ) 自社単独ビルをその管理課または系列会社にて管

理する場合。

( ロ) 自社にてヒツレ経営をなし， あわせて管理をも行な
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( ハ) 他社の ビノレを‘ 管理会社ICて委託管理する場合な

どが考えられるのであるが，乙乙では，貸ビノレを経営

し管理する場合のみに限定して述べさせてもらう乙と

にする。

貸ヒツレ経営については，当初の企画において，その性

質，位置，資金調達，収支，回収要領などにつき，綿密

な目 論番を作成 し， 乙れによっ て建設されるのであるが

さてとれをいかにして巡営し管理して行くかということ

がわれわれの任務である以上， 建設当初K おいても，巡

営管理の面から下記のような考慮が必要である。

元来ヒツレ経営はビノレを使用しての経営行為であるから

もっとも経済的な使い方をしなければならない。したが

って，経営の主体たるビノレを絶えずフルに稼動せしめ，

かつ最大限に活用しなければならないこ とは， 自明の理

である。

このため，顧客の吸収についても意を用いなければな

らない。すなわち，まず一般的 lζ は，構造外観などにお

いては，無駄のないしかも品位あるヒツレとし，設備にお

いてはもっとも近代的な施設を整備するのはもちろん，

顧客の要求に応じ得るだけの予備施設も必要となってく

る。その上将来ビル活用上広告塔，サ ービス部設置など

を予想して一部のスペースを取るといった設計が望まれ

る。

限られた資金をもって以上のような要求を充足するた

めには設計上相当な苦心を要するが，要は， ピノレ自体が

総合的κ 好感を与え，しかも有効面積を多く持つような

設計が必要なのである。

管理についてはB ζ のビ J レを使用して永くその維持保

存をはかり，絶えず顧客の勤行を察知し気持よさ執務環

境を作り上げるとともに，巡用 tζ 関しては，つねに進ん

で施設の改善[ζ 努力しなければならない。

経営管理上の重点といっ ても浅い経験では万全ではな

いと恩われるが，現在つぎのように考えている。

(  1  ) 管理 lζ 当っては， ピノレ経営はサービス業である

乙とを銘記すべきである。乙のため絶えず執務環境の改

善IC努め，使用者IC極めて能率的な働きができるよう心

がける乙とは，管理者として必須の条件である。

乙のため，管理従業員を， 建築， EE気， 機械係， 守

衛，エレベ ーター，受付，交換，事務係，その他など職

能に応じて各係に分担し，絶えず室内温度の調整，換気

状況に注怠し，修理箇所の改修，防火，盗難などの監視

を怠らず，特 lζ 受付，守術，エレベータ ー係などは， ビ

J レの品位を代表する者として，服装，態度，言語につい

ても教育を怠ってはならない。

また，印紙，切手，煙草の販売，公衆包話の設置，ま

た，貸 ヒツレの性質にしたがって日用品の販売，パーキン

ク¥食堂，インドア ーゴルフ場の設置などもまたサービ



スの一環として考慮すべき点で- もある。

最近アメリカの大ビノレなどにおいては，商庖街観光事

業などを経営していると乙ろもあるとのこと，乙れは将

来の課題としても，要はテナントが満足する機構を作る

乙とが必要である。また絶えず目を転 じて次 々に建設さ

れる新しいビノレを見学し. 識者の意見に耳を傾け，文献

などによる知識を導入しつつ，とき には，思い切った斬

新な施設を取り 入れ， またつねに環境衛生にも怠を用い

るといった進歩的な処置はサービスとともに社会に立遅

れざるため当然のことである。

( 2  ) ヒツレ経営管理は一種のサーヒ‘ ス業であるが， ビ

ノレ自体に自主性がなければならない。乙のため位置，性

質，季節などによるヒソレの開館，閉館，エレベ ーターの

運転時間 暖冷房の実施時期，閉館後のw入，諸施設の

使用制限および方法などに関する館内規定を定め，テナ

ント各社の諒解を得て乙れを辺守する乙とは， ビノレの品

位を保ち信用を高めるため必要な条件である。

また乙れよっ て管理従業員の服務を規II;I J し，管理の万

全を期する上からも必要である。

( 3 ) 労務管理は ヒツレ経営ーには総体必 要である。ビノレ

管理は結局は労務管支Eである ともいえる。 管理貨の うち

で大きな部分を占めるもののうちに人件費がある。最近

のビ ノレは前述のようにその大きさ からも，その設備の優

秀さから見ても到底昔の建物とは比較にならない立派さ

である。したがって，乙の設備を維持し，運用する従業

員はもっとも優秀な技術者でなければならないし，また

消防施設は完備し，駐車施設を設け，数千を越える在住

者，乙れに倍するビ J レ出入者を監視する守衛， ビノレの品

位を高める受付，エレベ ータ ー係， 乙れらを管理する労

務係2 いずれも昔のようなやり方では到底できない相談

である。しかもこの仕事は，最近大いに認識を改められ

つつあるが，直接生産直H乙効果があるものではなく ，消

費的な面が多いためいわゆる縁の下の力持仕事といった

ような函がある。その上現在の社会情勢による求人難の

影響も加わり ，その労務管理についてはとくに窓を用い

なければならない。限 られた経費で最大の効果をあげる

ためには，優秀なる少数の従業員をもって，精密なる機

械の能力を最大 lζ 発揮せしめ，営絡に保守K . ，万全を尽

させなければならないのである。

そζ で私は，給与 の改善はさる ととなが ら，最近すべ

てが科学的に割り切 られ，ともすれば，精神的な要素が

欠乏し，人情日々 K . うと しと いった とき， かえって従業

員に対し蔭になり日向になり，人間的な面倒をみてやる

乙と や，将来に対 して希望を持たせる ζ とは，もっとも

大切な乙とであると信じている。

労務管理がうまく行けば，必然、的IC，設備，機械等の

管理は理想的に改善せられ，動力，光熱，用水虫な どの

最大の経費は大巾lζ 節減されるとととなり ，もっとも好

結果を生む乙とともなる。

以上のように労務管理の巧拙は，管理経営に重大な影

響があることを忘れてはならない。

( 4 ) 最後に管理者は絶えず採算のバランス に注意を

怠ってはならない。

自営ビノレ経営は畢究速やかな投下資本の回収である以

上，あ らゆるデーターを基礎とした適正なる予算を限定

し，その運用について一定時期どとに試算してみる必要

がある。 計画なき経伐の支出は管理者としてはも っとも

戒しめなければならないと乙 ろである。

収入金額一(管理経世+ 減価償却費十支払利子) = 損益

であるが，年間の損益が黒字に転換するまでには相当の

年月 を要するのである。収入金額は入室契約の ときに決

定しサービス部門から幾分かの販売手数料金，他の雑収

入が加算されるとしても大巾な増加はない。

管理経営は増加する ことはあっ ても減少する乙とは考

え ら れない のである。 人件費の増大 ，修繕 ｾｬｪ の膨張な ど

がその主なるものである。

結局，資本回収は経営当初のビノレにおいては，減価償

却費と支払利子の減少がその最も主たるものとなるので

ある。

管理に当るものはあらゆる手段を尽して管理経質を節

減 し，( 減価償却i . ' ( + 損益) = 回収金額の増大に努め，こ

れに伴う 支払利子の減少を計 らなければな らない。

さて以上せまい視界のうちから浅い経験を基礎として

貸ビノレ経営と管理について，私見を述べさせていただい

た。全国のビ] レ協会加入会社 370 数字土総面積約 110 万余

坪にのぼる，といわれる乙れ らのビ J レはみなそれぞれそ

の会社 自体において，また系列会社により ，あるいは，

委託管理の方式によって管理されているが，詳しい数字

はわからないとしても，現状ではその大都分がその事業

会社の系列下にある不動産会社によっ て管理されている

のではなかろうか。つぎに委託管理，最後に自社の管理

部門といった) 1 即ζ ，管理さ れているよう に考えられる。

外国の知識に乏しいので何ともいえないが，聞くと乙

ろ によ れ ば 前述の ように アメ リ カでは，約 ＷＰ ｾ ぢ以 上 が委

託管理方式になっており，なお各部どとにも委託管理を

実施 していると乙 ろもある 由，もちろん日本と外国とに

おいては，都市の構成、租税および金利などの関係上，

経営と 管理を完全に切り離して委託管理会社を設立する

乙とが有利かど うかは別としても，日 本は日 本なり に管

理方法は年々に改善せられ，住みよいビノレ，執務能率の

よいヒソレとなりつつある乙とは喜ばしい乙とである。

大きければ大きいなり に，小 さければ小 さいなりにあ

らゆる面にわたり統計を取り資料を集め，将来のヒー J レ管

理業務改善に役立たせるのは，現在におけるわれわれに

与え られた義務でもある。

( 有耳目土地株式会社大阪支広管理謀長 大西喜代実)
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圃現在のビJ レは，どういう管理技術をもって， どういう ふ うに管理の迩用を進め

ている か… …。 乙れはビJ レ管理の当事者や設備l技術者だけでなく，設計者も施工

者も知りたいと乙ろだろう。今回， 乙うした ビノレ管理の実際上のデータをそれぞ

れのヒワレ管理者より提供いただいて，なんらかの形で集録できれば，非常に参考

になるし，また今後の管理の発展のためにも有益だろうと考えて，ア ンケ ートを

してみたわけである。

ととろが，さてどういうアンケート文案にしたらよいかという点になると，な

かなかむつか しい。ヒツレの性格上，公開はできぬ点も多々あろうし，あんまり詳

しいデータは要求でき ないし，また舎いてももらえまい。

それで，書いてもらいやすいように，アンケート事項も A : 設' Uili 事項と [

管理事項のふたつに分け て， 該当箇所をO 印でか乙むか，あるいは数字を記入 し

てもらうようにした項目をつくったわけである。また， ビノレ名称の誌上掲載の要

否を問うたのも，さしさわりがあってはならぬと考えたからである。回答の結

果， ヒソレ名称、誌上夜、の要求が圧倒的に多かったため，すべて，一覧表には，ただ

英字のヒワレ名称にした。

アンケ ー ト依頼先は，大阪市内のビ J レで，床面積延 1，000 坪以上の主要ヒソレ約

60 ビノレ lζ 送った。主として大阪ビルデイング協会の会員のビルにアンケー卜した

わけだが， ピJ レ管理に ついての統計的措摂をうるための目的でも ないので，しい

て東京のピノレには依頼しなかった。

. 約60の大阪の主要ビ J レに依頼した結果，回答は ，22 ビJ レであった。乙のうち，

: t : ' t ビソレ専用が 11ビノレ， 自家用: t : ' t ピ J レ併用が 8 ピノレ，純自家用は 3 ビノレであった。

内容は別掲の一覧表のとおりである。それぞれ，延坪の大きいビル11貝lζ 並べ

Tこ。

A の一般事項は，建物規模， 用途， 電気設備， 空調設備， 衛生設備，搬送設

ｾｕｩ ， 通信設備に分けている。乙のうち，サク井口径や市ＷＩ＼引込＿守口径の ｣ ｭ や ｮ すな

どは，すべてミ リlζ 換算して， 当方で記入した。 B の特理事項は， 行理保守人

員，現場の人員，保守契約，保険，収入と支出，管理保守貨の内容，清掃の度数

に分け ている。乙のうち， 管理保守貨の内容の% は， ビノレ管理者によって解釈が

迷ったためか，依頼の内容が不十分だったためかビルによって，かなりちがって

いる。したがっ て， 乙の欄はそのままデータと して利用していただくと困るわけ

である。とにかく，乙ういう% の返事があったという意味でのせたわけで， ビノレ

管理者の主観的な解釈の迷いが入っている乙とを怠l乙介されたい。そのほか記入

のない欄はすべてーにした。

. 乙の集まった回答を整理し，分析して，傾向なりをまとめるととも当初考えた

が，それは乙れだけのデータではとうてい不可能に近く，かつ不正確をまぬがれ

えないので，そのよう な試みは一切やめて，ただ見やすいように一覧表にしてみ

た。しかし，乙うして一覧表にまとめてみると， ZI 重なものになった乙と K 気づ

く。も ちろん，ごく少数のピルだけのデータであるし，また不十分で相当の不備

はまぬがれえないけれども，乙ういうデータがまとまって発表される機会が少な

かっただけに，多少の価値があるのではないかと恩っ てい る。

なお，管理と関係の深いビルの「設' Uili 室」の実態については，本誌1958年 12月

号に「建築設備室の実態調査」が発表されているので，あわせてど活用いただけ

れば幸いである。

最後に，ど協力いただいた担当幹事ならびに，乙乙ろよくど回答下さったビ J レ

< ピル管理アンケ ー トを集計して> 各位K 厚くお礼を申しあげます。
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大阪市内におけ る主要ビルの設備および管理の一覧表

貸 ピ J レ 専 用 ビ J レ 自 家 用 ・ 貸 ビ ｽｾ＠ 用 併 用 ビ J レ 車直 自 家 用 ピ Jレ
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第 2 部

圃公団団地の管理

国地方公共団体の住宅団地管理

園田地サ ー ビス会社

匝住宅団地等の水道技術管理者
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公 団 団 地 の 管 理 に つ い て

( 大 団 地 管 理 の 問 題 点 )

関 正

一般に住宅管理は大別して建物などを保存維持する財

産管理と家賃などを徴収する債権管理とに大別されるが

乙の二つのものは単なる対物的な関係でなく，相互に関

連しながら対入居者という人間関係が介在するので非常

lζ 巾広く，単なる財産管理と債権管理だけでは住宅管理

を処理しきれない。それは何か。特l乙大団地の管理には

①人間関係が重点になりつつあるから協同管理が要請さ

れるとともに， ②団地内における都市公共施設ないし生

活利便施設などと入居戸数の均衡，①団地周辺の相隣地

関係の開発が重姿なる問題となりつつある。乙の乙とは

後述することとしてまず公団の管理機構を述べよう υ

管理機構- - 本所一→支所一

「 団地管理班ー 管理連絡員1

}ー→団地(入居者)

ーサービス ・ステーション j  

団地管理I!JI は，賃貸住宅，普通分譲住宅を合せて 850

戸以上の戸数のある団地l乙一斑を，あるいは 850 戸未満

の小団地は近接する数団地に一斑を設置する。 ζ の団地

管理班 ｛ζ は主任 Ｑ 名と ＷＵＰ 戸当 り Ｑ ｾ の管理 助 手が配属

され，つぎの業務を行なっている。

1. 賃貸住宅および賃貸施設の入退去の事務。

2. 家賃などの徴収事務

3 .  家賃などの滞納の督促事務( 法的処理に関するも

のは支所)

4 .  分譲代金などの滞納整理に係る業務のうち，と く

に支所から指示さ れた もの。

5.  賃貸住宅，分譲住宅および賃貸施設その他団地に

{ 系る苦情の受付およびその E怪易なものの処理。

6 .  団地内諸施設の迩営

7 .  共益'Ei の使用に関する乙と。

8  賃貸住宅，分譲住宅および賃貸施設その他団地κ

かかる一件 2 千円以下の修理の発注および検査事

務

など主として債権管理と入居者よりの苦情の受付およ

びその処理と団地内諸施設の巡営などである。

またサービス・ステーションは主任( 技術) のもと

に技術，事務職員および巡回修理車が配置され，つぎの

業務を行なっている。

1. 賃貸住宅，普通分譲住宅および賃貸胞設その他国

38 
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地の保守. 点検および修理。

2  巡回修理車 ( 公団が団地の維持修絡を迅速適確に

実施するため大工，配管工，電気工な どそれぞれ

の職種の技能者を乗せ，修理工具を7減せて各団地

l乙月 3 回程度巡回修理専用の自動車) の迩営およ

び管理

3 .  賃貸住宅，普通分譲住宅および賃貸施設その他国

地にかかる一件 10万円以下の維持修繕工事の発注

および検査。

4.  所属団地の団地管理事I の維持補修工事の発注と検

査など主として団地の共同使用部分 lζ 対する財産

の保存維持すなわち財産管理である。

今例をあげて管理戸数と管理班およびサービスステ ー

シ ョンの椛成を比較すると 香里管理 (I!JI ) 事務所では管

理戸数約 4，000 戸に対 し主任 1 名，主事補 2 名，書記 2

名，技手 1 :名，計 6 名と 枚方サービス・ステーション lζ

は管理戸数約7，000戸〔香里 (3，819戸) 中宮 1 (350戸)

中宮 1I (606 戸) 伏見桃山 ( 176 戸) 十条 (240戸) 嵯峨

( 138 戸) 京都府庁前 (27 戸) 総待寺( 1  ，806 戸) 各団

地J Iζ 対し，主任( 建築) 1 :名，技師( 機械) 1 :名，技

手( 電気) 1 名，書記 1 名，技能 3 名，計 7 名である。

なお団地管理班のもとに班常駐団地にあっ てはその団

地に 1 ;名の管理連絡員を置き， 入居者と管理班との速絡

業務を行なっているが，世帯向住宅が 600 戸を越 し，

600 戸どとに 1 名を増置， また単身向住宅 lζ 併存する団

地には 1 名を増置，班非常駐団地にあっては，その団地

に 1 名をその世帯向住宅が 300 戸を越し 300 戸どとに 1

名を増置する乙とができる乙とと なっているが，各線と

の述絡はその練の入居者各位の持廻り か，または選任か

を自発的にしていただいて述絡員との積極的な協調をす

る要があろう。したがって公団の管理機械は財産管理作

用と債権管理作用の二方面を分離して二元的 lζ 行なって

いる。乙の調和を強化して行くためには，団地の規模，

行動距離などを勘案しサービスステーションの行動を自

動車( サービスカー〕の20分行程を半径とするものに圧

縮し，管理班を 3，000 戸程度K して合一せしめて一元化

を図る必要があろう。そして名実ともに 「入居者の楽し

い生活環境J を財産管理と債権管理とを一つの機構にま



とめる ζ とによっ てスピード化する乙とがで きる と考え

る。また最近三 ヵ月のものを平均してサービス ・ステー

ションの ヵ月の補修件数を表示するとつぎのようであ

る。

枚方サ ーピスステー ν ヨン管内補修件数 ( 1 カ月)

問 地 及 ぴ 戸 数

容竪A 地区 総6戸

11 B地区 1，081戸

11 C地区 718  

巾官 I  

11 II 

桃山

十条

嵯峨

京都府庁前

総待寺

350 

606 

176 

240 

138 

27 

1，806 

21' 1'  

4  

l 3 31  I  255 I  31  T  31  I  ｾ＠

1 判1: |;|;: (

40 31  1  6  2  

53  44 1  5  3  

28  21  
。

5  2  

2  2  
。 。 。

65 33 30 
。

2  

合計 7 師| 叫 酬| ω件| 附I 3州

( 注) 第二室戸台風災害関係の補修伝票別に容旦 (600m 中宮 050

何) 桃山 (35件) あり。

枚方サービス ・ステーション柴田主任の言によれば，

「外見はのんびりした顔をして，のんびりした乙とをい

っても絶えず脳中から去らないのは管結団地の状態であ

る。事故が起らないように，停電がないように，雨が降

ればあの家はもらないように修理してくれたであろうか

道路修絡はまだ若工しないが何H寺どろからやるのか，あ

の家の浴室の防水屈は，まだ洩7 ) < するがなんとか思いき

った修絡をやろうか，修理車の故障は完全に直らないも

のか，技能職の誰々は顔色が惑いが 2，3 日休まそうか

等々いろいろ考える乙とばかりで，一時も気は休んだ ζ

とがない一，まあ乙んな乙とは口 ';?J' の茶飯事だが一，ま

た調査資料の作製杓合せ災害調査や応急処置の指揮など

で家に帰って絞る暇もないほどである。休暇は滅多 K 取

らない。休円，日院でも仕事がしたいくらい忙がしし、。

しかしま乙と K 結構な乙とでl駁な職湯などは考えてもゾ

ーッとする」ま乙 とにありがたい心構えで，乙れあるが

ために入居者 K 満足していただけると感謝しているが，

現場第一線の主任の苦労lζ ，ただ顕が下るばかりであ

る。

また ｾ￬ｾｲ ｅｬＡ班では入居者からは①ｦＺ Ｚ 表および ｅ 床，②障

子 Ｎ フスマ，①木製ｾ呉および附子，④浴料 ｦ ， ) ! l i ¥呂釜お

よび煙突類，①7 ) < j 1，' ; . l j ; 気のスイッチョその他小修現lζ

属するものは契約条項に入居者の負担であるにかかわら

ず( すなわち入居者の専用部分は入居者負担である〉 ζ

れを誤解して不満を管理人にプチマケたり，なんでもか

んでも公開lζ 依頼する心が入屑者にあるように見受けら

れる。乙れに対しては入尻:.flij の契約11与にハッキリ公開と

しても PRする必要がある。( もっとも生命保険の契約約

款を全部読んで加入する人がないと同じように，幸い高

い応募率を突破してヤレヤレと思 ったトタン !C，賃貸住

宅{ 普契約告のわずか22 ヵ条をお忘れになったか，全然読

まない人が多いのだろうか〉ーだが前の入居者の使用し

た専用部分が耐周年数を経過したものの負担区分が明確

をかいているので，乙れを明確にする乙とも問題点の一

つであろう。

すなわち空家入居の場合は，乙の乙とを十分考慮すべ

きであろう。だが入居者の側に立てば「いつも快的な楽

しい住いJ をするには円、つも新築の入居H寺の状態J に

ありたいため，専用部分の保持が一番問題になるのであ

って，修理をスピーディにしてもらいたいという乙と

は，もっともな乙とである。竹理班あるいはサービスス

テーションの職員が入居者負担と認定したときは，ただ

ちに乙の旨を入居者 lζ 通知し工事指定庖 〔公団住宅 lζ 修

繕の必要が起ったとき，巡回修理III の巡回を持つ乙とな

し現地で迅速に修理するため，また入居者負担の修理

の便宜をもはかる乙とを目的として( 公団がその修理内

容K 応じて，公団と業者で協定した単価によって修理す

る) 公団が，それに適した業者を選定し，乙の指定した

庖の乙とであり， 住宅管理では，水道， ガス，電気，

{ ( ，ガラス，襖などの指定工事庖があり一定の標示板を

庖内 lζ 掲げる乙とになっている〕を世話する乙とになっ

ているが，最近の労務賃金高で( 特lζ 職方の) 小修繕は

いやがる傾向にあるので株式会社団地サービスが団地IC

デポをおき，乙の仮利屋さんの日替 lζ なってもらいたい

と思う。

また管理主任などが一番悩まされるのに鍵を忘れたか

らとか，入居者の友人からのJ ¥泊物を， 入居者が不在のた

めに時間をかまわずに預けてほしいとたたき起される乙

とである。乙れも入居時lζ よく入居者に徹底し，入居者

の協力と心構えの養成が必要であろう。前者は鍵は全部

入居者lζ 波し，マスターキーを作らない乙とで解決し，

後者はとくに単身向住宅では祭母制度を株式会社団. 1 1 ! ! . サ

ービスの仕事として配置したらどんなものだろうか。

以上述べてきた乙とは財産管理を中心として，その維

持のために債権竹理であり，団地位廻を平面的にみたも

のであるが，私は団地の立体管理を主張したい。団地が

大きくなればなるほどプライパシーの面と，公共性のilii

とが交叉 して，その調和が問題になる o ｻ［ｾ［ｪｱ ￱ 管理は ｲｵｃ

lli Q f ーではあるが，家賃などは銀行への振替制度を強化す

るか，あるいは郵便局を活用する家庭貯金より LI 動的に

振込ませるようにできないか，そして乙の依権竹JIIH乙凡

の大半を' 白身をけづる管理班l険口をして府住者のよりよ

39 



い相談相手としての「暮し方の相談」にのっていくとい

う人間関係の問題を処理するイギリス流の「楽しく正し

い生活方WJ のよりよい折導係， 11 1 : 話役としてまでいく

のが虫ま しいが，そ乙までは行かなくとも， l:jl .1ζ 家賃徴

収と維持修理のJ l u 行だけ lζ 止まらず，より広汎な内容を

もつものでなければならなし、。入席者の協力を得られな

い限り財産の保全に努力する家主と無関心により ，Mpl  

( 9 ] 物) を損耗させる入居者とは，とうてい相容れない

対立者たらざるを得ない。従って良好な ｾｾ￬Ｚ 理を行なう

ために，家賃を払って住宅を使用している入居者にも住

宅の保全について応分の役割を果してもらうように仕向

げる技術を用いることは必要である。これは一極の人間

関係であり社会教育であり「住宅愛護」意識を強化する

ことである。

すなわち， 協同管理の提案である。乙れは共同体の

( 団地の入居者) 各人が自己の周辺とか公開，道路その

他の公共物をキレイ lζ 扱うことによって，外来手? の乙れ

l乙対してi ' I 然! こ注目し感化される心理だ。 i チリ 一本落

ちていないところへはチリは落せなL、」 ζ れは生活管理

まで行く前提のthh岡管理と呼びたい。乙れは入居者が公

団の竹l : 1 I l 班にすべてをよりかかる対物竹辺を白主的 lζ 協

力せしめる IIjf，- の官理方法であると同時に人間関係の内

容を公共の福祉までに及ぼす訓練になろう。

昨年U NHK. T .V に現地放送に 出席したとき入居者の

お母さんのお話lζ 私は感心した。 i ζ ζ の団地では共益

Ｑｾ というものがあり家賃のほかにだしています。団地内

を侃除したりするｾ用です。ｩ￭ＧｊＧ羽ーはオパサンがするの

で，乙れをよい乙とにオンブする方がある。子供の遊び

場で子供が紙夕ズをチラかしているのをあとかたづけも

せず公同の侃除のオパサンがするからといって子供の し

つけをしない。* の外のことでも生活 lこ上手にもってい

かないと大変なことになる」乙れが協同竹迎であり ，入

問者のほんとうの生所管理であると思う。

A  大同地は主として区画整理事業の方式により造成

され始設されてきている。したがってこれが完成し，ひ

とたび公共施設である道路，公園，外灯などが地方公共

団体に移管された場 合 を考えると，おそらく公園，道

路，外灯の維持は困難となる乙とが予想} される。決して

その公共団体を批難するのではないが，地方財政事付i も

ありかつ団地と外辺の集落の差があまりにも異なるので

手が回りかねない。そ乙で市の為政者』ζ 公団誘致のとき

の努力を移竹後にも存続するようお願いしたい。

B. つぎに大団地の建設途上における入居戸数と都市

公共施設の全入居者の利便施設の不均衝の問題である。

子主虫団地ではri'FJ!. 戸数 i U' i 住宅 3.764戸
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同f . I i 向。 33戸

判jill 分泌住宅 22戸

計 3 ，819戸

乙れに対して施設は下記の通り。

自ilS市公共施設市役所I l ¥張所 1，巡査派 11' ，所 1

( 外灯 266* ) 郵便局 1，銀行 人 診療所 1，'1' 学校

小学校 2，幼秘図 1，

手IJ 使施設 スーパーマーケッ ト 1，マート 1

( B  J也医) タバコ火只応 1，飲食f . I i 1，パン牛乳] ; 1; 1.  

i下品雑貨応 1，茶，化粧品応 1，美奈J; 1; に 理容 に

米殺応 1

(C 地区) 飲食前 1， 美容応 1， パン牛乳応 1 肉屋

1， ｾｾ，化粧品応 Ｑ ，青果物応 Ｑ ， 納屋 Ｑ ，煙草，文

只応 1

(  B 地!叉) ショッピングセンタ ー

米間 1，下駄，雨具応 1，iJ[i!i}J兵楽6Fi オモチャr ，t ; 1， 

悶芸品m1， 苦 ｾｬｗＺ［ 1， ｾＨｴｊ［Ｑ［＠ 1， 抑人子供fl I1J ; I - ; 1， 

t ! 具応 1，ii 品雑貸出 1，和食応 1，il 食J;Ii 1，架化

粧品応 Ｑ ， 屯気恭兵応 Ｑ ，陶然食 ＿ｾｊ［ ｉ［ 1. カメラ D. P  

r，t; 1，理容J ; t ; 1，美容] ; 1; 1  

(  B  J也区 1，ゲf理椋内 74珂'. ( 2 階部分) 大

I  49}1' ( 3 附郎分) 小

Ｅ会所 ｾ A 地区 1， 27坪

I C J也15<. 1， 27坪

l  D 地区 1， 29坪

であるが，昨年 6 月突然団地内 lζ 青空市場と 称 して団

地の空地内 lζ 野菜を完る露目が公団の許可なく入府者の

一部の人の指金で/J¥現した。 ζ れは約 4，000 戸以上の蒋

星団地になると ベッドタウン というより ニュータウン と

しての市街形成となってくるので，9 ] 設戸数に応じて 7

ートとかスーパーマ ーケットとかf I '，1中s住所に必EEなる食

品，野菜， I r . ! 午f T. ，肉類などを販売するm舗が乙れに応じ

るだけのものを新鮮にして， 22宮でしかも安価にという

乙とが必盟条件になってくる。

しかし，乙れを利使施設に収符したとしても初い不IJ誌

のものと厚い利訟のものとがあり ，かつサービスの行き

とどきようにより，団地の人々から反! 惑を口う ζ ともあ

ったのであろうか。家賃の点かモ ノポリ一的か，その両

方か， II1J 拐では 300 戸ないし 500 戸l乙一利宛ある! l ff来応

( 八門医) が 1，000 戸に一軒宛ではという疑問が起るの

は当然であるが，一方不法に公団の土地を r1i 川した乙と

はよいであろうか ， また野天という非術 ｾｉ ，Ｎ而Ｈ便所な

し) ではいくら安くとも一度病闘がついては，と心配が

先にくる。そ ζ で公団はその撤去勧告を直ちにだすとと

もに仮設のものをーヵ所増設し，恒久的には経由主j;' 円'造

の八百足，1. fJ . ，' f. fAJ;1;を J I・画実施したので，入Jt，才? の良識と

相まって青空市場も ｲｬ 然消メツのｾとなった。

乙の乙とからＡｉｾ爪必Ｍ市日Ｈ野菜と鮮魚のみの， ＱＱ Ｑ 床Ｉの

日は準公共平Ij { 実施設的との考えから入問戸数との比例的

均衡あるいは二日tづつのごとき競争せしめるかする乙と



も必要であると思われる。また構造も軽い家賃となるよ

うに配J.fxすると同H寺にそのJ古舗経営者である八百屋さん

などのサーヒ' ス料相11の徹底を JUJ する要がある。

また パーキングは緊急に附置する豆ーがある。 361: ['. 1 月

の調査では，芥虫団地入居者で CI 家用車を保有している

数は 2，581 戸に対し29台，スクーター 4，三輪 8， トラ

ック 12台を合すと 41台となり，約 7 9ちとなっているが，

現在は 109ぢぐらいに !i行えているだろう。

同時に保育所の設置 も早急にのぞまれるが，そのill 営

経費が大なので，公共団体か株式会社団地サービスが建

設費を負担し，運営する乙とが望まれている。

C  防犯について

団地の防犯関係を述べると，大阪支所信内では，36"1 

l: t 公団住宅戸数 26，950 戸 lζ 対し 44件，事故率 0. 1696，

東京支所管内28，637戸Iζ 対し93件，事故荷; 10. 3296で大阪

の方が ｦｾ｝ 犯がよいといえよう。香里団地では ＳＶ 年 中，自

殺 3 イtl' ，窃盗 1 件と非常に少ない。

昨年 7 月27 日NHK f社会の窓」で「防犯ビラと団地」

というテーマでつぎのような山来品団地の乙とが放送さ

れた。同団地において防犯サイレンを各紙HC設置したが

UIJJ 付会のれにおいて，赤地 l乙lコ抜きの桃 15 c m，縦 3 c m 

の「何lゾu おととわり，防犯サイレン設置」なるビラを各

戸のノ ゾキ窓の下に会員のみの各戸lζ 貼付した。乙れIζ

対して荘、の; な見は「防犯の主旨は大賛成であるが， Jl占っ

たところと1 I 占らない家があり， JI 占らない家は， むしろ無

ｦｾ｝ 備でスキがあるようにみられるので， m;'j 和のある共同

生活のために大釆的見地K 立ってハガせたいよう指示し

た。乙の乙とはビラの貼付方法にあるので，j ' s 示板 l乙1I占

るか，または各線の入口で人のよくみえると ζ ろにして

もらいたかった乙と。三ヵ月ないしノミヵ) J ともなるとビ

ラが如何ようになるか思んぱかってもらいたい。( 環境の

美化) また一番大事な乙とは鍵のかけ忘れ，とくに『心

の鎚』を忘れないようにしたい」乙れに対して，町内会

長は ff 日J 犯にケチをつけるのは乙まる。これは政治の腐

敗で公団の行きすぎだ」また A は「防犯ビラをn占って LI

伝. r I i 泥が少なくなった。ナゼ防犯ビラが恕いかJ B は

「防犯，保弘t 消防という名をかりで上からの Jtfl 付けが

ましい隣組になる乙とをおそれる」とビラハガシ lこ付成

してくれた。最後に「乙の問題は少し公団の行きすぎで

はなかろうか。みなの大多数がよいというならばよいで

はないか，な かなかちたのつかないものもある場合は投票

できめるのがよいではないか( 京大人文科学講師)J と

NHKは録音採取を結んだが，在、は団地の調和のためと E11

境の美化のために，いまだに私見は悶巡いではなかった

と信じている。後 lζ 公団の本所より屋外広告物取倣2 f 傾

には住EIi 境保持のため原則的lζ 禁止なる迎迷がきた。な

お防犯と実質的な充実としての「外灯J のJ杓; 没「防犯ベ

ノレ」の設置，あるいは所E陥笹察署に指導願って「防犯診

断」を定j切に行なう乙とも最良の方法であろう。

D  大団地の相隣地関係について

大団地内のR t 設戸数が増加し諸施設が充実してくると

そのｼ型地の価値ないし機能が向 上 し ， その団地周辺 ｾｃＩｾ

4響を及ぼす乙とは当然である。パス ，郊外屯111などの釆

入れ，または停留場の i曽設あるいは増車等々団地の経済

活動力が求心力となって現われてくる。そこで団地周辺

の地価の上昇となり ，商業j苫舗などが新i然と乙乙 IC9i' J:¥lと

する。しかも団地の上地侵害など平気の平左で，ま乙と

に恐るべきは商魂たくましき人々である。しかし凶地は

ーつの アウタルキ ーであってはいけない。完成I刊に乙の

乙とを予! 日1し，凶地周辺K 集る商魂たくましい人々を，

善導すべきであろう 。

すなわち団地 l乙7 ッチした周辺の土地利用言I'illii ，でき

れ ば街路線だけでも都 市計 画すべきであろう。団 ｪ 也 ｊＮＧｾｊ 聞

の道路を外部と述絡せしめ( 適切な間隔をおいて〕隣接

地をも生きるように，そして同時に公共のための土地利

用計画を当該地方一公共凶体などlζ 述絡を保ちつつ樹立せ

しめ実施lζ 移行するようにすべきであろう。乙れも一つ

の協同色，' J ! J l であろう。すなわち団地の隣接地を凶j 也が1，;1今

回の手法をもって計画し，大きくし、えば IJ 4 : 全国がニュ

ータウン的団地あるいは工場適地とのコンビナートとし

ての特定分譲| 立1]' 也または山村の住宅も集団的な団地と

して発展し，各111):也を秒、としてレンサ反応を起し，全国

が美化整備されたらま乙とに快哉と思うしだいである。

(t [t者 日本I Yc公団) ; 阪支所岱f l ! 都民)

建繁抑思待孟新庭尉3錠錠定定し一一一一-一一-一一J -一-

2軒剖孟勾』晶1. . : 1. 旦回ツク

日本 住 宅 公 団・ 公 営 住 宅 御 指 定 f533てすJJ ト 錠

お 谷 山 製 作 所 j日7473

大阪市東淀川区三津屋北通四丁目 電話句7)3117.5871. 7724 
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理管地団宅住の体団共
1--;¥ 

ふみ方地

日ム俊村上

まして他の府首， !f:"1営，市営の横の述携がないので，公

営住宅金体の不均衡は矛盾がいちじるしい。

表 1

12トお| ぉ 1  ｚＷ ｾ Ｓ Ｒ＠ 1  33 1  34 1  

第 l 磁家賃 |問。1 2. 6ω 1  2.蜘 1 2.9∞1  3.捌 1 3. 8∞ 

抑 留 家 賃 1 - 1  - 1  1.8001  1. 800 1  ＱＮ Ｘ Ｐ Ｐ ｾ＠
兵J i 1l 県の獄似した団地

当初低所得者階侶であった公営住宅の入居者が，その

後の所得刑』ζ より，公営住宅入居資格の第ー条件がi満足

されなくなった人々が相当数発生 しつつある。乙のたび

公営住宅の主旨に112いて，入居者が負担できる純閉まで

入居者に負担してもらい，負担できない人々 κ ついて国

庫補助しようというのが割増賃料である。

別:(1の入居者の所得状況は表 2 のような状況であって

割増賃料の該当戸数は第 1 種住宅で375'ぢ. :!:f i  2 桓住宅で

は6796となっている。

|  |5別刷出001 I4o，oO1
5.000 1  I  1  I  1  I  1  I  1  50.0Q1 

以下 16，∞ 32.∞01  40. ∞01  50.0001  v v  1x土

第 l 別 宅 1 Ｔ 例 ＱＵ 腕也 竺 Ｑ Ｑ ＷＮＲ ＥＱ ＱＰ 例 ＱＰＱ ＥＱｾ 竺

ぶ2租住宅 1 5叫お脳ド瓦114
叫

5
叫

5 附
1 1∞%  

|4.7形117.6%142.3%1 時 7利9判 9叫 1∞%

兵庫県営，昭和35年度の所得による。

すでκ 低額所得者といえなくなった入居者は，いまだ

公営住宅に入居する乙とができず毎回申込んで順番を待

っている低額所得者のために，その席を譲るよう努力し

てほしいという乙とを割増賃料納入者に呼びかける。つ

まり移転先住宅斡旋願書を提出して，公団，公社，その

他の住宅に移転するように取りはか らわれる。

表 3

月

18  

4  

現在アパートに居住する人で ζ の願告の提出されたも

のを集計すると，給与では表 3のようで. % 望としては

公団住宅が80匂でその他は協会住宅，分譲住宅，その他

となっている。伯型型式は表 4 であるが，とくに条 ('1二を

附している乙とは. Ｓ 寝室でなければ ｾｉ 床がないという

度

言十

IljJ 
140.哩50.蜘 1

50
・哩170. 000170. 脚 以 上 | 不

%1
22

1
34

1
26

1  

収

h'i lffl 竺と

割 合

表 4

希 望 1  4 階 建 |簡易耐火栂造1 .... 

型 式 | ア パ ー ト 1( プロツヲ )1 '" 

制 合 %1  60 1  30 1  6  

住宅不足の解決策として，その ｟ＮＹｾ をになう公也・住宅

が年々建設されて，各地区』乙逐次いろいろな形態の団地

が誕生されている。そしてそれぞれの団地には住宅K 困

窮している低額所得階層の幸迩な家族たちが，健康で文

化的な生活をｾｏＺみながらアパート生活を始める。

乙乙までは住宅建設函としてまた募集事務，入居* 1 t

として，はなぱなしい活動がなされ公営住宅K 当選した

人々は，一つの公古住宅族ができる。乙れから先々の団

地管理は地味にしかも永久に続いていくのである。建物

の維持保全，環境盤備，住い方の指導，入居者の |立話ーな

どを合めて， 乙の重要な団地位迎体制を究明して合理的

lζ 進めなければ今後戸数は増加する) 方であり，また老

朽は年ごとに進む建物の保全も ;;1図 的l乙百 十数を山して恒

久的な対策が必要である。

公営住宅の性絡から包 llli 上，他の一般住宅 lζ 比較して

呉なる ζ とは概ねつぎのような点である。

1. 低額所得者を対象とする住宅であるから ，収入が一

定限度以上のものは入厨資絡のない乙と 。

2  国庫補助金を受けている金額は家uKt 1入しないか

ら低額家賃である乙と。

3.  入居者の収入がいちじるしく低額であるか， または

特別の平日があれば，家賃の減免をする乙とができる

乙と。

4.  入居者の収入が一定基準( 第 1 ;陸住宅は 3. 5万円，

第 2 極住宅は 1. 6 万円) 以上になった場合は，公営住

宅を砂j 渡すよう lζ 努めなければならなくなる乙と。

5 .  - 定基準以上の収入がある入居者が引きあい、て 3 年

以上入居しているときは，所得金額lζ 応じて家賃と割

増貨を加算したものを支払わねばならないこと。

家賃の現況と割増賃料について

家賃の算出は建設費( 土地取得y . ' i : と宅地造成政，およ

び国の補助金額を除く〕を20年以上の年利 6 分以下で毎

年元平 ｉｊ 均等償却するようＡＨ算出されたもｾｩＡ ζ ，修繕 ｦｊＮ 管

理事務ｙＮＧｩＺＮ損害保険料および地代 ｬζ 相当する古 ｾｪ を加えた

ものの月割額以内で定められる。

公滋住宅が建設されて以来，物価は高騰するー方であ

り，1日い年度と最近の年度との建設y . ' i : の聞きも大きいた

め，上記で算出される家賃も不均衡( 老朽度をどの程度

考慮に入れるかは問題点であるが) となって くる 。

各々の Ｇｊｾ 業主体は，最近不均衡是正をしているが，そ

れでも同程度の間取りで表 1 のような数字が出ている。

35 

1. 1  

年
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階段をーつの単位として隣保組織をもっている。隣保は

当1 ! 1 I i リになっていて，当番は管理人と迎携を保ちながら

回覧板の取次ぎその他の世話をやいている。乙れは団地

族の閉鎖的な隣人関係、をなくして，親l陸的な2手間気を作

りだしているようである。

自 治 会 に つ い て

居住者相互の理解と親和を促進し，団地内の円t i ' ] . な人

間関係を確立するため，向洋; 会または町内会を組織して

乙とである。つまり同じ間取りであれば，現在のままの

方がよいという乙とはいうまでもない乙とである ζ とを

強調している。 その他K 風呂がついている乙と。また 4

階建アパートでは 3 階かもしくは 2 階と指定した申込

みが目立つのは，現在の住み心地からおj 出した階数の優

劣を物語るものとして，今後設計 上 lζ 考1以される宿題と

なる問題であろう。

乙れらの人々の家賃を支払う最高傾はどの程度かとい

う側を集計すれば表 5のようである。
いるところが多い。1 ' 1治会活動に対して，事業主体は杭

極的な育成をしていないが，通常管翌J l 人の発議によって

結成され，管理秩序を民主的に運営し，信理人の事務負

担を怪滅するために必要である。また対外的な折衝をす

1< 5  

-pzitZ1 5，鋲 I 7翌年 |9，g年19，mニ | 不 明

制 合 第 1 20 1 4 2 1 2 8 1 6
るとき，自治会として話しをする場合の方がよいときと

管理人として交渉した場合の方がょいときに使い分けて

いる団地もある。

ー般に 1;1治会の主な構成は会長，副会長の下 lζ 次のよ

うな各委員をおいて活動している。

総務，会 ｾｉ 経ｊＡＮｊｬ Ｎ 術生文化，初祉，

l坊火. I狗犯，保全，婦人児童の各委只

役口会は管理人会議を兼務して，月 2 回 程 度 1mかれ

る。 ζ の他IC小学校に通学している母親で構成されてい

る。児童会を結成していると ζ ろもある。乙れは団地内

の泊却はもちろん，集会室で勉学指導をしたり，; Q J 切ラ

ジオ体操をしたりするものである。

集 会 室 に つ い て

部屋の余裕を見出されない住戸で，唯一の救出主と

なっている「集会室付住宅」は，昭和34年度より誕生し

た。しかし救われないのはそれ以前に建設された，発展

性のない小団地族である。建設する予算措置が論ぜられ

難い現状であれば，退去者があったときその空家住宅を

改造して，一団地lζ 一つぐらいの集会室は作ってもらえ

ないものかという声がでる。住宅難で因っている人にと

っては羨望のー点であると思うけれども ・

公営住宅では「集会室付住宅」と「集会jfrJ とを表 6

のように区別しているが，集会所の設置されている団地

は，特妹な大団地以外には見当らない。

基， 6  

白

鋭

機

集会室の利用は，住宅管理の合理化と入居者の筒手1I

丹[1]:.， 火;化教主主のための誠? ? 会，その他諸行τJ ，の開イ! t i な

ど，入ｽｾ者一の ｾｕＶ 上 の共同福祉に寄与する乙とが目的で

1fT 

毎年入日者の収入状況を確実に把握して，個々の希望

に合致する住宅を供給する乙とは困郷な乙とであって，

規般の大きい住宅を大量建設しなければ解決できない。

管 理 の 構 成

事業主体lこは，住宅のぞD" ' J l 課または係の 11
J
Iζ 公営住宅

¥:Y& l ' . J l 日がいて，住宅および共同施設の管理事務を分担

し，保全，環境整備，団地生活の指導などを行なう。乙

の住宅監丑J l 員の補助者として住宅管理人が各団地lζ 入居

して，直接入居者と接触、し，家賃の徴収事務，保全の苦

悩受付などをしている。管理系統の上から管理人の職務

内容は，非常に重要なパートを占めるものである。

ｩ 通常 ｾ ｮ 混入は公共団体 に おける住宅困窮職員の救済と

人件v ! の節約という一石二鳥をねらった方法で選定され

る。

そ乙で住宅に困窮している職員は，世話好きで，管理

l乙関する識見と能力を持った適任者であるという，数多

くの抗WJ 状のなかから選出される。選ばれた管理人は，

1- 2 棟 (50戸程度) を単位として，事務管理人と技術

管理人がそれぞれの団地IC居住する。

名儀人である管理人は，昼間は勤務しているためにそ

の主婦または家族のものが入居者との折衝を行なう乙と

が多いので，入居者の異動，土地建物の状況などを正確

に把握するためには専任監理人を常駐するのが理惣的で

あるが，実施されているところはほとんど見当らないよ

うである。せめて先進アパー ト国( わが国の歴史は浅

い) にみならって，管理人として訓練謎成し，教育する

ようにすることが団地色' 理上必要であろう。

現実 lζ 管理人生活を十数年務めれば. EI' .:;¥' の管理事務

IC加えて，複雑な対人間関係と，いつ災発するか知れな

い故防. の処置なと、のわずらわしさが身 lζ しみて，逃避し

たくなるものである。アパート生活の何ものもまnらない

人々の集りに，積極的 lζ 関与し，入居者の生活指導( へ

J レパー) を含めた管理をするには，現在の管蹟! 人 lζ は荷

が屯す ぎる。

むJ ! . J l 人は，入居者とのとu絡にあたる機関として辺 'l;¥' 各

4  

両 瓦 云 付 住 宅 |

的 | 集会および管理; J J f6 I  

磁波万式 |  住宅部分と同一線に糊 |  

対象戸数 | 50 戸 単 位 を 銀 1 ¥ ' 1 I  100戸以上

1  1  3∞戸以下 100m"以下

I  Ｎ ～ｾＮＮｏ＠ ，.， ｾ＠ ＮＮｾ＠ =  " .  ｾ＠ I  600戸以下 150m"以-1"

股 1  40111" 以 下 共 同 tt 屯 1 1. 000戸以下 220 m2
以下

|  1  1. 001戸以上 280rn: J 以下

館 I  30 名 程 度 ま で の 集 会 | 映閥会程度までの集会

A  
ｾ＠

m 会

事ugU 

州

出
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ある。その主なものは下記のように分類される。

管理事務( 家賃の納入，管理人会議など)

サークノレ活動( 俳句，茶道，ダンス，その他講習会な

ど)

自治活動( 各種委員会，婦人会など)

児童集会( 学習，図書閲覧，幼児の遊戯など)

娯楽Ｈ図必 ， 将 ｾ［ｊ ｴ， " 7 ージャンなど)

集会室の運営については，使用要領を定めているが，

使用上にあたっ てつぎのような問題が考え られる。

1.  集会室内の術品管理，汚損の防止などのため，通常

I!lJSJi しであるため，居住者になじめないのか，利用状

況は閑散に なりやすい。もっと気やすく使用できるよ

うに啓蒙工夫すべきである。

2. 1煩繁K 使用される場合の|時間調整，騒音を伴なう活

ID)J の規制， :I1IJ 限は隣接したむ理人住宅と直接に関係し

てくるものであるから，自主的な運営方針を定めなけ

ればいけ ない。

3  使用料は無料であるが，集会講習の行なわれるたび

lζ ，ガス，電気などの実技料金算定をするのは複雑で

ある。

4  講習などで大き な 機器を必ｾとするもの，また学習

などで図書ーを保管する責務まで隣銭した管理人がおL前

で保護しなければならない。

団地内の ヒュ ーマン ・リレーションの足場となるべ き

集会室は，団地住人の集団心理を研究して，適切に配

置，設計，管理2 企画がされてはじめて十分な巡営がで

きるものである。

給水電力使用量について

上水道の需要は互lDJ の需要をピークとしていちじるし

い変化があるが，夏期は合理的に節約する習慣を養わね

ば1自白量は無制限に増大して，当初の計画給水量では，

給水本管の減圧を考慮』ζ 入れれば必要十分な7)<を給水す

る乙とができなくなる。とくに文化生活態度が向上して

いる今日は，なおさ らその傾向が強くなっている。

とくに水道の誌水器( メーター) が各戸rc設置さ れて

いない共同住宅は，他人の無駄使い に負けないようにと

乱費が重なるためか，水道料金が益水器を取付けである

団地より多いのが目立つ。乙乙 ｬζ 類似した団地の給 ［ｊＨ もｾ

Jil五;:は表 7のとおりである。つまり各戸に ili; 水器がある

表 7 1戸当りの給水位JTIili m
3  

222議¥1. 間¥3. 明 ¥5.叫
7. 日 ¥9. 附 ¥11. J羽¥fl 二平均

一竺 ｟ ｜ Ｍ 竺〕吐 Ｍ 竺｜ｾ乙｜ 48 
¥川

U

乙

ーと上 ｾＲ ｟ Ｑ J 9 .5 ¥ 21  

J  
30  

¥ 

29 

¥ 
____: :_¥ Ｒｾ 乙

場合は，ない同地に比
E

絞して
4

訓から
6 割程度のl符加が

みら れ，各戸 lζ 品; J( 誌が設置 されないかぎり . i " I 主的な

給水のための共同生活は営めないという惑い結果が山て

44 

いる。品水
11*

を設置した翌月から，基本料金の範囲内で

おさまっている団地があるのは皮肉なものである。

各戸量水器のない団地は，親メータ一一本で料金が集

金されるため乙の分割!の方法は，通常基本料金を全戸数

で等分し，超過料金は総人数で除し家族数K 応じて分割

するのがー般的方法である。乙の仕事は月々の居住人員

の実態を把握する乙とと，分割する事務が煩雑である。

高架水糟の使用電力は 1 ヵ月 I 戸当り 3 . 5 - 5 . 0 KWで料

金は
1 戸当 り40PJ から 50円程度となっているが，水道料

金IC比例して，節水すれば 7
割程度 lζ 減額されることに

なる。

保 全 業 務 に つ い て

公営住宅の修繕は，建物が公共建物であるという点か

ら立脚して，家主である関係庁は，庖子である入居者に

対して，利害損1与を度外視して建物の保全K 当たらねば

ならない。しか しもともと安い家賃であるため，補修' l ! !

の予算ーも十分ではない。そしてできの怒い建物であれば

あるほと1ζ 多額の修理貨が山むという矛盾に苦しみなが

ら，迅速に行なわねば ならない乙の業務は，伺い書類κ

数多くの印鑑をそろえて行なう事務処理! と，入札して業

者を決定する慎重な機1!Wのため，処理はおくれJI券ちとな

る。

鉄筋共同住宅の補修貨の年初lは

1 . 2 

住宅のill 設政 x f1E定再建築資の乗率× 一一

100 

以内である。

建設1'l
rζ

は土地の取得および宅地造成K! &した政! 日は

合ま れない。また再建築資の釆率は物価の変動率 lζ 沿っ

て毎年 1
回定められるものである。つまり補修践の最高

Jj 額は，建設貨の 1，000分の l
以内で計上されるため， 84 

ヵ年で略建設政と閥復iの修繕践で組まれているわけであ

る。住宅の耐用年限が70年であるから，耐周年限までに

建設1' . ( の8496の補修工事貨を計画修繕に計上する乙とに

なる。建設後数年間はほ とんど修理賀が不用であるため

その金額を蓄積しておく考え方であるが. 5 年以上経過

すれば次の主なものは計画補修を行なわねばならない。

まず人造石研出しの流し，洗濯柏にはじまり ，ダス トシ

ュ一人フラッシュパ j レブ，給水管のSれ
ζ

よる 閉塞，屋

上IVJ 水，電気配線の絶縁不良，そしてサッシュの腐朽な

どコンクリー卜主体を除くすべての物に対して，逐次支0 :

大な有li 修1' . ( を必EEとするよう lζ なる。

乙れら流しとかダストシュートなどの部品は，使用上

の不i1:. むとか製品のむらなどで民主滅は同一歩調K ならな

いため，一団地を画一的に補修できないし，また思い切

って交換修理する時期lが定めにくい。ひとたび使い物に

ならなくなった物を交換または補修するには，$ f 築のと

きに裂する Ｑｾ 川以 上 の金 ｍｩ と技巧をＲｦするものである。

Ｈ士官者兵庫県住宅 ｲｾ 技師Ｉ



「株式会社団地サービス」の設立 と そ の 事 業 内容

キ本

1  . ま え が き

日本住宅公団では，新しく株式会社の設立を企画し，

I1Tl和36年 2 月，気¥38国会f [ 1日本住宅公団法の一部を改

正する法作 ｾｾｊ を提出以来，騒々の準備を重ねてきたの

であるが，各界のど協力をiSて去る 36年 6 月株式会社団

地サービスとしての登記を完了し，発足したので，その

聞の経総，事業内容，会社殿椛などについて以下筒巾 l己

紹介してみたいと思う。

2.  会社設立の必要性

口木住宅公団は，発足以来( 昭和30年 7 月発足) 順調

な歩みを続け，その建設管理する住宅は昭和36年 3 月末

において，全国にわたり約 14万 5 千戸 lζ 達しており ，そ

のうち賃貸住宅は 253 団地，約 8 万 7 千戸 lζ 達してい

る状況である。( 参考までに36年度末における竹理予定

戸数は約 17万 9 千戸うちi ' l : t 1住宅は約 10万 ? 千戸)

乙れを関東地域についてみれば，総戸数 7 万 3 千戸う

ち賃貸住宅は， 137 団地 4 万 9 千戸で約 15万人の同住

者たちがmll: で文化的な生活の恩恵に浴している現状で

ある。

公団住宅のもっとも大きな特徴となっているのは，住

宅が集団的であり，同地を構成している ζ とであり，そ

れ自体でコミュニティを形成している乙とである。

しかしながら時代の進歩，経済生活の発展 l ζ nない団

地居住者の生活23欲は逐年向上 し，乙れは現実的には団

地環境の整備，あるいは，団地における生活条事| の改10

K 対する強い !!Ji fi1i" となって，日本住宅公団[ こ liiJ けられて

おり ，今後とも乙の傾向は団地生活の発展とともに織烈

』ζ なるものと考えられる。

乙れらの要計j の内容をみると，その性質，その受話の

限度の点から木来的には居住者自らの手で解決すべきも

のも少なくないが，例人の力ではできないもの，できて

も不経済かつ不ね策とするものもあり，また， " 木住宅

公団において実施する方が適当であると考えられるもの

についても，他の企業体に実施させる乙とによって，さ

らに得策と考えられるものもある。また，ｾｩｊｊＩ ｊ 省住宅の

R t 設，管理をその使命とする口本住宅公団の公企業的な

良 香

性格から，その限界を越えて実施する乙とは困難なもの

もある。

もちろん， 口木住宅公団においては，団地生活に必EE

不可欠な施設については団地の設計の中 lζ 包合され，住

宅ととも建設される。また，乙れら施設の機能の維持や

環境の向上は，共益 ＧｬＡＨ や団地の環境整備ｾＧｩＺの使用によっ

て確保され，団地! 万住者ができるだけ快的な条件の下で

生活を営むことができるように努力は続けられているの

である。団地の [13で生活している居住者にとって，現実

l乙生活 l乙必要であったり ，また，便利であったりするも

のについては，事前がどうあろうと自らの切実さに比例

して強い要求が起乙るのは当然の乙とである。

そのもっとも顕著な事例は託児所の建設要望である。

公団住宅の居住者のなかで夫婦共稼ぎの数は相当数ある

が，乙れらの家庭にとって，子供のために働き手が減

り，ために収入が減るという乙とは生活上の問題であ

る。したがった託児所の設置を要求する声は，極めて織

烈! な要望であり ，また，現実に団地におけるクツレープ活

動として，集会所を利用して託児行為を始めた事例も起

っている。また，集団{ 士。宅定詰運営のt ; 1 ; 点となる交換所

の施設のi ' l 1' t を要求する勤きも活発を極めるといった状

況であった。

乙のような現状下において，居住者および日本住宅公

団以外の立切において， 11;- 住者U[ IJ の要iit ，すなわち公団

側の願望に応じねる企業体l111J を整備 して将来における団

地生活の発展 κ 対処する乙とは，極めて ｊｆ ｲ ｾ な 乙とであ

ると考えるのである。

新会社は，団地問住者と口木住宅公団の中聞にある独

立企業体としてわが同住宅政策の円満なる遂行! こ事業活

動の白根をおく J尽において他のー般商社と異なるものが

あり，将来の，-，本の住生活!C大きな貢献をなすものと考

える。

3.  新会社関係法案の成立経過

上述のような会社役立の必ｾ性 ｬζ かんがみ，政府は第

38通常国会に 111木住宅公団法の一部を改正する法rlt
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案」 を上提，国会K おいて慎重審議の結果成立，昭和36

年 4 月 1 円に施行をみる lζ 至ったが，それlずはおよそつ

ぎのような経過をたどったのである。

(  1  ) 日本住宅公団法一部改正の要点

法律の改正点で，新会社設立に関する部分は，団地府

住者の利便施設の建設，管3l l i ，または団地問住環境の維

持改善に関する業務を行なう事業体 lζ 対し，公ト日が投融

資できるような条文を設けた ζ 。( 法:!:!132条の 2 )

〔参考〕日本住宅公団法抄

( 投資)

賀I32条の 2 公団の管理!C係る住宅の存する団地の居住

者の利便 ( C供する施設で政令で定めるものの建設もし

くは管理または当該団地の居住環境の維持もしくは改

善に関する業務を行な う事業に投資( 融資を合む) を

する乙とができる。

日本住宅公団施行令抄

( 法第32条の 2 K 規定する施設〉

!r; 20条 i法第32条の 2 Iζ 規定する政令で定める施設は，

公団の管理K 係る住宅の存する団地の居住者の利便 lζ

供するつぎの各号 !C掲げる施設とする。

1  託児所

2. 倉庫または車庫

3  集団住宅のための電話の交換設備を収容する施設

(  2  ) 日本住宅公団法一部改正の審議の経過とその状況

① 審議経過

閣議決定 H召36年 2 月10 円

国会提出

参議院建設委員会

参議院本会議議決

衆議院建設委員会

衆議院木会議議決

公布施行

② 審 議 状 況

11 11 2 月14 日

1/  11 2 月16 日

ｾ ｉｉｈ ＳＶ 年 Ｓ 月 Ｙ 円

( 付格決議あり)

11 11 3 月lOn

( 政府案通り)

2 月15 日

~昭36年 3 月 4 日

( 付帯決議あり〕

3 月14 EI  

4 月 1 口

国会審議において質議された主なる問題点を整理す

ると

( イ〕なぜ新事業体を設ける必要があるのか。乙の業務

は公団手l らが行なうべきではないか。また，施設の

極主li によっては地方公共団体あるいは民間が行なう

べきではないか。

( ロ) 新事業体を設けるとして，その性桁， 業務の: w: i

凶，迎営などをどのよう lζ するか。

以上の 2 点が質議の中心 となった。乙れに対し

ｴｉｾＭ 点については

46 

( イ) 業務の対象となっている利便施設は，従来公団が

供給していた利便施設K 比し Pr ior i ty が低いので，

11 本住宅公問の予算などの制約もあり当面公団では

供給できない。また諸般の事↑，ｾＮから地元公共団体あ

るいは民間による供給も期待できないが入居者から

の要望が強い。

( ロ) 住宅の建設，管理という公団木来の業務 lζ 専念す

る必要がある。

( ハ) 民間資金を導入して事業呈の増大をはかる。

( ニ) 業務の能率的遂行をはかる。

つぎに第二の点については

( イ) 新事業体の性格については，公益法人にす手説が

強かったが，乙れ lζ 対しては，

。 立任の所在を明確にする乙と 。

b. 公団の出資財産を保全する必要がある乙と 。

c  公益法人では民間資金の導 入 が困難である乙

と。

等の斑ll lJ Iζ より株式会社方式の方が適当である旨の

答弁ーがなされた。

なお，公団の直営方式については，よいサービス

が必ず しも期待できないという怠見もあった。

( ロ) 業務の範囲については，授 産 所， 産院などのｾ

設，管理について要望があった。他方営利的業務に

ついては，慎重を望む怠見があった。

乙れに対 しては政令をもって利便施設の純聞を限定

する旨の答弁がなされた。

( ハ) 新事業休の迩営に当っては居住者の怠向を反映せ

しめるとともに機構および人事に関し ， む Ｑ 重を ｊｾｊ し

その経営が営利的とならぬよう措置するようｾ盟が

あり，乙の主旨の付帯決議がなされた。

4. 新 会 社 の 構 造

新会社は以上のような事情により ，株式会社方式で設

立されたが，以下その主な点をあげると，

(  1  ) 商 号

「株式会社団地サービス」と称する。

会社の名称κ ついては，募集を行ない数多い応募のな

かから，会社目的を端的 ( C現わし，平易でかつ一般に

馴染み深く ，将来の躍進を象徴するような名称として

選ばれた。

( 2  ) 会社の目的

会トJ: は団地におけるつぎの事業を包む乙とを口的とし

ている。

① 託児所，その他府住者の利便に供する施設の経日'

③柏; 1 &，YI'i' 婦その他環境整備の受託業務



① 住宅および諸施設の修理請負並びに管理受託業務

④住宅付属用品，日用品などの供給業務

① 入居，退去その他lζ 関するサ ー ビス業務

@  損害保険代理業務

⑦ 前各号K 関連する事業

(  3) 本庖の所在地

公団と密接な関係、のある会主1: である から，なるべ/ 公

団に近いと乙ろという乙とで 「東京部千代田区錦陀ーの

集美堂の 5 ｾ皆ということに決った。

( 4 ) 資 本 金

① 授権資本 l  符， 2 千万 PJ ( 発行総数24万株j

② 設 立 に 際 し て の 払 込 資 本 3 千万円( 発行株数 6

万株〉

① 株式は，すべて番f I i TI百株式とする c

@  1 株の金額は， 500 円とする。

(  5  ) 設立に際しての払込資本の繕成はっきのとおりと

する。

① 公 刊j 2 ，00 0万 ITJ ( 初〈数 4 万株)

① 民 間 1，000万円( 株数 2 万株)

民間の出資者内訳は

銀行協会関係 Ｔ ＰＰ 万円ＨｩＮｾ［数 Ｘ 千株 Ｉ

生命保険協会関係 300 万円( 株数 6 千株)

損害保険協会関係 3 0 0 万円( 株数 6 千株)

( 6) 発起人関係

①会社の設立に当っては募集設立とす る。

② 発 起 人 は 7 名としてつぎのとおりである。

日本住宅公団

明治生命保険相互会主J: ¥ 

)  1- 1 命保険協会関係

大正生命保険株式会社 /  

東京海上火災保険株式会社¥

l 損害保険tt l，ぐ、開fz

安田火災海上保険株式会社 /

株式会 社 三 井 銀 行 ¥ 

j 銀行協公関係

株式会社 1' 1本興業銀行 /  

(  7  ) 会社機構関係

役員は，発足当初は最少限度にとどめ，業務の発展' こ

{:I :ない充足するものとして

会長 1名 社 長 1名 専 務 取 締 役 1; { ' ，常務取締役

l 名 取 締 役 他 IC 41う 監 査 役 2;{' ，

としている。

また，会社組織としては，発足の当初] において( 之 ぞ

務( 経理) 営業関係の 2 部制とし，乙れも 業務の拡充に

伴し、検討する乙とにしている。

( 8) 株 主

株主は日本住宅公団ほか 39 社，合計 40 社となってい

る。

5. 事 業 の 内 容

会社の目 的については前述のとお りであるがその個々

について事業の内容を簡単に述べれば

( 1  ) 託児所その他居住者の利便に供する施設の経営

日本住宅公団との緊癒な述繋のもとに，公団が管理す

る団地内において，白木住宅公団法施行令に定める託児

所，倉庫または車庫，集団住宅包話交換所などの建設，

経営の業務。

(  2  ) 植栽，清掃その他，環境整備の受託業務

日本住宅公団よりの委託を受けて，公団の団地内にお

いて清掃 ，11芸芥処理，ff t化作lの消帰および消毒，道路，

立木 花組，砂場，芝生などの手入れなどの業務を行な

い. 快適な団地生活環境の維持業務。

(  3  ) 住宅および諸施設の修理請負ならびに管理受託業

務

公団や居住者からの発注を受けて，団地内の住宅や施

設の維持，補修工事を行なうほか，公団からの委託を受

けて単身住宅，専用水道施設などの管理業務

(  4 ) 住宅付属用品， 日用品などの供給業務

公団住宅の特殊な設:nm絡に相応するための家具，換

気扇，化粧戸線I j ，網戸，電気器具，その他 11 用雑品 など

の販売業務

(  5) 入居，退去，その他に関するサービス業務

団地の特殊な向然E詩境からくる} i i ; . 住者の日常生活上の

不便を除くため，引 j也! 時の小jlli 送 2 あるいは赤電話の設

置. 取次などの業務

( 6) 損害保険代理業務

損害保険会社の協力を得て，団地問住者の不動産，動

産および公団の発注工事ーに かかる 損: g . ; : 附保業務を代理す

る業務

( 7) 前各号に関連する事業

会社設立の趣旨に鑑みがj各号の事業に附帯する業務

6， む す び

F 株式会社団地サ ー ビス」は， 36年度なかばiζ 発足し

たので，初年度の事業は，おのずから 上述の事業のうち

限られたものとなるが，まず名古屋に出張所を開設する

辺びとなり ， ｪ［ｪＧｾ＠ 2 年度以降においては，引き続き託児所

など公的施設の建設や迩 'g' ，共益質業務号公団から受託

するほか，各団地κ 拠 点 を 設 け て，小迩iきや小修理な

と. 団地生活をより快適κ するための各種サービスを活

発! こ展開すべく準備中であり ，その活躍は， 日本住宅公

団と居住者の双方にとっ て大いに期待されている。

<l!l者 日本住宅公団本所管理1部管J mJ軍}
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住 宅 団 地 等 の 水 道 施 設 の 水 道 技 術 管 理 者

水道法( 昭和32年6月15 日法第 177

号) 第 19条によって，水道事業者が

水道技術管理者を設置すべき義務

と，水道技術管理者の所掌事務およ

び資格要件が規定され，つぎに述べ

る専用水道についても，法第 4 i立第

3 4条，専用水道の準用規定によっ

て，法第 19条の規定を準用される乙

とが明示されています。

と乙ろで専用水道の定義について

は法第 3 条! こ説明されていますが，

その範囲の法的判定はなかなか困難

なものであります。

これについての詳細な飽閣の説明

は，厚生省発第 502 号( 附和32年 12

月27 FI) 厚生事務次官通達lζ 示され

ていますように，自家用の水道は明

らかに専用水道に追いありません

が，その他，家主が貸家に給水する

場合，家主に代って第三者がその貸

家に給水する湯合，分譲住宅または

分譲地に分譲者が給水する場合，工

場鉱山などの被害地に井戸杭渇の代

償として，工場鉱山などの専用水道

から給水する場合 2 生活協同組合，

ｊｾ 業協同組合が組合員に給水する場

合など，その態様は種々様々であり

まして，かつ，その給水人口および

施設の規模が，法第 3 条第 6 項，専

用水道の項で示されている規模以上

の場合は，すべて専用水道として法

の適用を受けることになります。

したがって，居住人口が 100 人を

趨える集団住宅. 団地などで，水源

を重量チj'7]<iCよっている場合はもちろ

んの乙と ，都市な と‘ の水道事業から

飲料水の供給を受ける場合でも，貯

水糟とか給水管延長などが政令で定

められた基準以上の規模のものにつ

いては， ζ れをすべて玉草用水道とし
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て扱われます。

ただし，厚生事務次官通達に示さ

れていますように，分譲住宅，分譲

地において分譲者が分譲後も その地

区の住民! こ対し，給水する水道，そ

の他の場合で，当該給水について原

価を充足する程度の金額を料金とし

て徴収するような水道では，乙れを

水道事業として取り扱われる乙とに

なり ますから，大集団住宅団地，い

わゆる New t own などに設けられる

大規模の水道施設で，実質料金を徴

収するような場合!ζ は，団地の水道

でも乙れは最早や専用水道ではなく

事業水道としての法的な取扱いを受

けなければならなく なります。

以上述べましたように，住宅団

地，社宅，寄宿舎，療養所などの自

家用水道であっても，それが専用 JIく

道あるいは事業水道となれば，法第

19条および法第34条によって水道技

術管理者を設置しなければなりませ

ん。

水道の技術管理の担当者としての

水道技術管理者の資絡姿件について

は，水道法施行令( 政令第 336 号〉

第 5 条により，工学，理学，12学，

医学または薬学などに関する学歴と

水道! こ関する技術上の実務の経験と

の総合判断によって定められ，もし

単lζ 名目 iC止るよう な水道技術管理

者の設置! ; ; ，法第 19条の違反行為と

なります。

ただし専用水道については 1 日

最大給水量 l . 000m
3

以上の場合と ，

それ以下の場合とではそのまま絡の規

定! こ相違がありまして，乙れは衛生

工学的知識と ，水道! こ関する経験と

』ζ
よって，水道の規模 lζ 応じ段階を

つけて定められております。乙の ζ

とについては次官通達においても，

水道技術管理者は水道の技術管理の

中心責任者と なるものであるから，

その設置に当っては，政令で定める

資絡を有するもののうちから ，当該

水道の規模，構造などに適応する十

分の技能を有する者を選定するよう

とくに指導し，水道の技術管理に万

全を期すようにと示されています。

71く道技術管理者の業務は主として

水質管理，衛生管理および施設管理

でありまして，これらの管理に対し

て法律上案外重大な責任を背負わさ

れています。

たとえば，法第 19条第 2 項には，

第 1 弓から第 8 号までで相当面倒く

さい仕弔を盛りたくさんに .jl しつけ

られているほかに，さらに条文をた

どって苅日lj のブj をみると i去?j' i 52条

から法第54条にわたり ，水道技術T ' r

FJ ¥? i の受持つ仕事 8 つのうち 6 つま

でが. もし下手司に間述うと訪日IJ にひ

っかかってきます。

しかもその罰則というのが 3 1下

以下の懲役，あるいは35) j 円以下の

:ln金というようにきわめて厳しいも

ので， ζ うなると ，水道技術管J l I l 者

たる者，まったくうかうかしている

ことはできません。

先年水道技術管理者命l肢がで- きた

当時，某県の上水道組合の給水区域

内lこ急性腸疾患者が約 400 名( 内死

亡4 名) 発生し，その原因が塩素滅

菌装置が故障し，そのために殺菌. 消

毒しないで給水したことにあるらし

いという乙とになり ，県獲量笑本部で

は問題を重視し，滅菌装置の故障の

ため，殺菌しない水が感染源と判定

されたと なると業務上過失傷害，同

致死の疑がもたれるというので，J]< 



道関係者，とくに維持管理に従事す

る技術職員の聞に強い関心の持たれ

た乙とがあります。

その後，似たような事故はもt 報々

じられてまいりましたが，乙の場合

の責任者は，法第 19条の水道技術管

理者でありますとともに，乙の業務

を担当していた技術職員 [ζ も，その

責任の一半がかからないとは保障で

きないものです。

この例でもわかりますように，水

道技術管理者は非常に厳しい法律上

の責任をもたされているわけです

が，水道 [ζ 限らずすべて施設のうち

のもっとも重要な 三つの要素ー設

計，建設，管理速営ーのうち，一番

大切なものはその施設の管迎運営で

あっ て，ことに水道の場合乙の乙と

が強くあてはまります。たとえ最良

! こ設計されても，その管理運営が悪

くてはまったく失敗であります。

一体水道の維持管理を合理的なら

しめるためには，その管理系統を二

つに大別することができます。

もちろんこのいずれをも等閑にす

る乙とはできませんが取直にいっ

て事務符理に若干の下務ち，あるい

は不下際があったとしても，それが

直ちに人命に障害を与えるというこ

とは考え られませんが，乙れに反し

もし技術管理に手落，あるいは不手

際があったときには，その原閃いか

んによっては直ちに人命に陣答をう

える乙とが予測されます。

このように，その供給する水が技

術管理の欠陥 lこより，直ちに人の健

康を害するおそれを持つものですか

ら，技術管理の立任- ( ; i ( 乙は義務とと

もにきわめて重い: 苅則を明確にし，

つねに水道技術管支E者が自主的 lこ，

あるいは自衛上，厳絡なる技術管: ml

を行なわざるを得ないようにしてあ

ります。

つまり水道法では，水道を迩，ｾＮす

る技術者の使命と，責任の重大さが

強調されているのです。

水道技術管斑者の職務のうち，水

質管理は必要な水質試験を行なって

絶えず安全な水の供給を監視する乙

とはもちろんョつねに有効適切で，

しかも経済的な浄水処理を行なわし

めるなど. 施設の維持管理に重裂な

役割をもつものであります。

また衛生管理は，水質の汚染防止

と清浄保持に万全を期するための必

要な拾置，施設管理は給水の確保を

目的として 水質の汚染防止，漏水

防止，施設の円滑な迩営を行なわし

めるものであります。

これるの管理のうち，水道が人々

の日常生活に直結してその飲料水を

供給する以上，最も重点がおかれる

のは，なんといっても水質管理とい

うことになります。

ヨて，乙うなると水道技術管理者

たる者，まことに函倒くさい仕事ば

かりおしつけられ，その上，うまく

行って当り前，ひとつ間違うと，直

接には技術管理者 1 人の責任でな く

ても. ｪｾｭ を受けるのは技術管理者

1 へとあっ ては，まったくやり切れ

七話でないという乙とになるかも知

れません。

それに事業主としては，そんな罰

則の適用を受けるよう な事態! こ立ち

至 るぬ ことが当り前だと思っている

でしぶうかる ，苦心経営して， 事故

を起さずにすんで普通の成績としか

認めて くれないでしょう。

これはなにも事業主だけでなく ，

水道の恩恵を受けている人々も，水

道技術者たちの努力があって乙そ，

水道水が高い術生上の基準に従い，

A 化器系伝染病を防止 している 乙と

をとか く忘れ，心配のない良質の水

を供給するのが水道としか考えない

ため，事故がなくて当然という木質

的観念の方が広く支配してしまって

いる ためでしょう。

つぎに罰則を受ける原因 K ついて

も，予算の都合などで恩うように措

置のでき ない場合や，不可抗力的な

場合，あるいはまた直接lζ は技術管

理者のみの怠慢や過失によらず，部

下職員の粗相や不始末が原因する場

合もありましょう。

そして，乙ういう原因によって起

きたと恩われる事故は，施設，管理

機構の完備した大規模水道よりは，

そのほとんどが簡易水道，専用水道

などの小規模水道K 発生している事

実に注目しなければなりません。

乙のような場合に，よしんば情状

を酌置され，技術管理者個人として

の刑罰を免れる乙とが仮りにあって

も，そんな事態 lζ 立ち至れば，技術

管理者はその責任上進退を考えなけ

ればならなくなるでしょう。こう考

えると，技術管理者としては，その

占める地位の軽重およびその立場を

保護するような施策という乙とが問

題となるかも知れませんが，乙の乙

とはなんといっても事業主の良識に

まつ以外はありません。

ある既設の水道施設が優秀である

からといって，その水道計画，設

計，操作な どの基準を他の地域にそ

のまま適用する ζ とは，簡単にでき

るものではありません。ある地域に

おける水道の維持管理運営， 7. 1<の使

用品などは，乙れらが他の地域に適

用されたときはほとんど，またはま

ったく怒| 沫をなさない場合が多いも

のです。

乙のように難かしい仕事を達成す

るためには，水道技術者，水道技術

活浪者の才能，手腕にまつ乙と がも

っともよい方策であります。

このために，事務系の管理者では

到底近寄れないような，つまり技術

者でなければ絶対就任できないよう

な重要なポストを法が作りだし，技

術者の立場を殺ってくれであるもの

ですから ，水道技術管理者たるもの

はまず法の精神に徹 し， その使用と

責任の重大さを確認し，各自の職場

で良心的な技術管理に専心しなけれ

ばなりませんが，そうかといって，

乙のために規定化された型にはまっ

てしまうというよ うな ことは，十分

笹戒してかからなければなりませ

ん。

( 館者 日本住宅公岡本所建築部

石関秀穂)
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T HE  A RCHI TECT A S  WO RLD  PL ANNE R by Buckmi nster Ful/ er ， A rchi t ecturoI Desi gn， Aug.  '61  

< 世 界 計 画 者 と し て の 建 築 家>

R.  1¥ックミンス ター・フラー

私は，金位界の大学の建築学部が 生は地方小都市の課題を与えられ，

以後 10年間，UIA  C[ 協力のもとに， 地方都市の建物を計画したり，デザ

如何にして，世界の全能力を 100 7Z インしたりするように要求される。

人類の幸福のために奉仕させるかと 第 2 学年では，彼らは小規政な工業

いう問題を継続的に追求する ζ とを 都市を対象としなければならない。

提案する。 第 3 学年では，大きな都市を， さら

現今の教育の一般的理論は，学生 』ζ 第 4 学年では，ニューヨ ークとか

たちが対象とすべき 問題を，非常に ロン ドンのような大都市 ととり組む

初歩的なものからはじめて，次第に ことになる。しかしながら，決して

問題の規模や複雑さを憎していくと 国家的規模を乙えた世界的な課題κ

いう方法をとっている。課題は，特 まで到達する乙とはなし、。

殊な問題から，全体的普遍的な問題 と乙ろで，地験的な都市計画とい

へと進んでいくのであるが，決して うものは，ほとんどの場合，世界的

最終的な全体の問題κ は到達しない な大 きな流れの前にその効力を失つ

ように思われる 。 てしまうものである。高速自動車道

多くの大学において第 1学年の学 路のクローパー型の解決は，すべて

< 主旨の宣言>

Buckm i  nst er  Ful/ er 氏は， UIA  6 月会議において，われわれ A . D 編

集部の求めK 応じて，世界の現況下における建築家のはたすべき役

割についての氏のな図を明らかにした。われわれは以下に聾約され

た氏の提案が. 早急にかつ広範囲にわたって検討されるべきもので

あると考える 。 乙の観点よりわれわれは氏のステートメン トの全文

のコピーを UI A 加入国の全事務局宛発送し，各大学建築学教室お

よび学生組織に配付されるよう意図した。

われわれは. 乙の世界的計画への各方面からの協力を期待すると

とも κ ， 1963勾三キ ューパにおいて開かれる U I A の次期会合まで

に，国際的 lζ 進行した第一段階の研究成果が示されることを望む。

乙の要約が，多大な反響を呼びお乙すよう，できるかぎり広範囲

にわたって配付されるととを期待する。

当分の閲 Ar ch i  tecturo 1  Des i  gn 編集局 ( 26 Bloomsbur y Wo y， 

London， W.  C.  1) および J ohn McトHol e (52 CI陥ev四el on吋1吋d S句qu叩。問

London W .  2 ) が述絡受付の場所と して活動する予定である。

- Archi t ec turol  Desi gn  August ， 196 1より一

の人が各人一台の自家用車をもっと

いう考えに合致したものではないし

駐車場問題は，都市計画のあまりに

も局部的な解決を否定しつつある。

学生による全| 並界計画およびその

デザインの内容は， ｴｲｾ＠ 1  ｾ 年自におい

ては，実に幼稚なものであり，不合

理なものでしかないであろう。しか

し，乙れらに対する批評は，単に建

築の専門分野からばかりでなく，乙

の計画のもつ意義κ 刺激された政治

家，経済学者，産業人など多方面か

らあらわれ，それらの批評に応えて

つぎの年の世界デザインは長足の進

歩をとげるであろう。第 2，!:n 3， 

第 4の年と，次tfJIC問題の理解とそ

の解決策は加速度的に進歩していく

であろう。

学生による世界計画は， ?i n の乙

とを第 1 1ζ おく考え方と悶j泊を段階

的l乙とらえる方法とにもとづいて行

なわれねばならない。

世界の資源、のデータは，極々の山

版物 IL現わされているが，まず第 1

段階としては UNESC O 組織を通じ

て，各大学で手l乙入れる ζ とができ

る。

歴史の現段階において，諸国家に

よって対外政策と呼ばれているもの

は，本質的には，< ノレサス主義者の

< y ou  or  me-ne s s >  ( 汝か己かとい

う考え方) による独自の生存条件を

っくり出す計画κ 他ならない。ある

国家あるいは国家の集合の対外政策

というものが，世界政策となる乙と

は，世界の半分の国家が降伏すると

いう乙とであり，また極度iζ 歪めら

れた計画が全体に適用されることを
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意味するのである。政治的妥協とい

うことの性質からして，如何なる単

一国家の対外政策も，包括的な世界

計画を満足させる乙とのできるもの

ではない ζ とは明白である。

しかしながら，国際建築家連盟

(UI A)  の第 6 回会議を通じて，建

築家 ζ そは，いかなる政治的偏見を

も超越した世界計画をっくり出す乙

とが可能である乙とが明らかとなっ

た。世界の学生たちとの交りを通じ

て私は，学生たちが常! [ 政治的偏見

をのり乙えようとしており，また，

すべての学生が，正当なデザイン活

動を通じての世界的創造の概念を獲

得している乙とを知っている。

程々の調査の結果として，私は世

界の全資力を 100 96人類に供する計

画を平和的で包括的な実験と，進歩

的なデザイン活動を通じてっくりあ

げるための学生組織を計画する乙と

には，いささかの不安も感じていな

し、。

建築学科の学生が， 化 学 ， 物 理

学，数学，生化学，心理学，経済

学，工学などの可能性を自ら体得し

大学におけるもっとも進歩した科学

的精神を吸収し，年どとにそれらの

能力を改新させていくならば，彼ら

は必ずやもっとも統合的な人類の科

学的資力を，世界都市計画の解決，

そのデザイン手段，その実践へと向

けるととができるであろう。

それゆえ，次期会合においては，

人類は何をなすべきか，如何なる乙

とと関連しているか等々，問題点の

総整理を行なうべきである。そこか

らあらわれてくるものは，疑いもな

く第 1 級の世界的ニ ュースとなるで

あろう。それは単に世界的ニュース

というだけではなく，地球上の全人

類が待ち ζ がれていたニュースであ

ろう。そしてすべての人々が努力し

て到達すべきコ- ) レは空虚な言葉か

ら還元されて単純な物理的な目標と

なってくるであろう。

刊 111 1111 111 111 1111 111 111111 111 11 1111 111111 11111 111 11 111 111 111111111111111 111 111 11111111111 1111 1111111 111111 11 1111 1111 11 11111111 111 1111 11 11 11 111111 11 11 11111111

く世 界 計 画 者 と し て の 建 築 家>

< R ・パ ックミ ンスタ ー・ フラ ーの U I A 会議演説より >

政治家，統率者ーたちに立向う明内な

科学的事実となって現われたのであ

る。乙のとき以来，すべての問題は

<y ou or me>  ( 汝か己か) の問題

となり，大国の統治者たちは，滅び

ゆくのは自分たちの岡でない乙とを

rrmかめるのが統治上の立任であると

考えるようになったのである。

1961年の現時点においても，マノレ

サス理論に基づく， <you or me>  

の発想、が，世界の政治的活動の根底

! [ あるのである。

7 ) レサスの< you or me> による

解決法は，二つの主要を政治的カテ

ゴリーを導き出す。

1  ) 支持できない小数lζ 対する無

慈悲だが， しかし丁重な殺りく。あ

るいは支持する乙とのできない小数

を彼らの不幸な迩命に従うままに放

置する乙と。

2  ) 社会主義一不完全さを有しつ

つも，すべてに厳務さを求める: m

:::-./:.1.. 

，摘。。

7 ノレサス主義の概念、による一見科

学的な非情さの見地からすればまっ

たく驚くべき ζ とであるが 7 ) レサ

ス理論，ダーウィン理論の根本的な

妥当性を疑うのみならず，これらの

経済学，社会学の領域における非妥

Henr y  Russel l  Hi l chcockは， UIA 会 めて，世界中の経済的な dal a を集 当性を保証するような新しいパタ一

議の報告のなかで，私の仕事，とく めるととができるようになった乙ろ ンが今世紀になって々まれてきたの

に私の学生たちとの共同作業を指摘 トーマス ・7 ) レサスは， ζ れらのデ である。

している。私は，幸運にして世界の ータを総合して，-l i J 界の人口のi1
Y

:加 19 1止紀末から 201¥1: 紀にかけて， f(' 

105の大学， 単科大学 [ζ 犯かれる機 率は，彼らの生産する生活資財のf作 業革命の技術は，かつて予想されて

会を得た。それゆえ，私は乙の会合 加率にくらべて大きいととを発見し いたよりも次元の高い，生ilif 活動の

において，学生たちの想像力をよび Tこo 7 ) レサスの発見は，ダーウィン 手段を発展させ，総合しつつあっ

お乙すような計画を考えるにあたつ が進化論を発見し，生物進化は適者 た。 1900年には，人類の 1 9ぢ足らず

では，充分! [ 有意義な経験を有して 生存の原理にもとづいているという が，工業の発達による高い恩恵lζ 浴

いるつもりである。たとえば，学生 仮設をうちたてつつあった時代とー していた。( 私は， i工業の恩恵に

たちは，世界を包括するようなノ f 1 致している。乙の結果，マルサスの 浴する」乙とを物理的に示す尺度を

ーンについて，われわれの世代より 提示したパターンは，適者生存が， 1938 年 Forl une 誌で述べた乙とが

も一周大きな関心をもっている乙と 科学的な事実である ζ とを裏づける ある。 5 人の家族が，工業の発達κ

を私はよく知っている。私が学生の ものであると考えられた。乙の| 時代 よる電力その他のエネルギ一組織の

関心と支持とを得る乙とができたの までは，社会が繁栄するか否かは， おかげで， 200 人の奴5践のJI 仰j に相

は，私が UJ : 界的パ安一ンの研究に従 巡命の問題であるか，あるいは，や11 当する恩恵、を乙うむっている場合に

弔しているからだと信じている。 の気まぐれによるものであると考え 私は乙の家族を工業的 l乙< 作てる>

在、が考えている Ilt 界問題のセ旨は られていたのであるが，マルサスの 家族と呼んだのである) 諸技術の総

以下の如きものである。歴史上はじ 生存の法則は，突如として，各同の 合は， 191 4年第 1 次大戦までに，工
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業の恩恵 lζ 浴する家族数が 1 9ぢ足ら

ずから 6 96は増大するという非常な

速さで起りつつあった。

気ｾ 1 次世界大戦において， 山田界の

政治的在野国をして，大胞にも述合

同lζ 挑戦する勇気をつけたのは. 疑

いもなく，乙の急速な新技術の総合

化であった。安12次大戦の始まる乙

ろには，人類の2096が，工業化の利

益を亨受するようになっていた。現

在では，およそ人類の4096が，かつ

てなかった高度の恩恵、に浴している

のである。

乙のように工業の恩恵の亨受が加

速度的に増大しているという ζ とは

20世紀の末には，人類の全家族が，

未だかつて誰も想像しなかったよう

な満足状態において，最高度の工業

的利益を亨受するであろうという乙

とを示すものである。

乙の上昇カ ーブの驚くべ き意義を

理解するためには，私が工業組織の

発展と いってい るものが，工業的過

程の設立，維持のみならず，地球上

の全資源までも包合している ζ とを

知らねばならない。恩恵、亨受の比来

が 1 5弱から 409ぢに増大したという乙

とは，全世界の資源、利用総E が，は

じめはわずか 1; ; ちからやがて 6 96に

なり，さら1 ( 4096にまでなってきた

ζ とを窓味するのである。と乙ろで

工業化の乙の半世紀悶に，世界の入

門は，新しく発見された資源 lζ 比

て，非常1[. 急速な勢いでifi 加してい

る。

すなわち世界の鏑や鉄の総: [ i ] : は，

未発掘畳をも含めて，相対的には次

第に減少 しつつあるのである。それ

放に，工業的恩恵の増大は，資源の

投入品の増大によ るものではなくて

資源の投入単位丑κ 対する，科学的

lこ計画された作業効率の増大による

ものなのである。コミュニケーショ

ン手段の有線から無線への変換は，

より多くの乙とをより少ない手段で

行なう乙との代表的な例である。現

在では，われわれは 2 ton のアメ

リカの自動車を 2 倍の台数の 1  ton 

の自動車に変える研究に従事してい

る。

荘、は，あらゆる政治的見地にたつ

i U界64 ヵ国を代表して乙の会合I[ . W

まった 1，600 人の建築家諸氏』ζ 対し

て. あなた方建築家が資源、の利用の

全体的 Pott ern の改良 lζ 誠心誠意努

力している乙 とを私が確信してい る

ととをお伝えしたい。そしてとの乙

とは，いまだかつて，いかなる国家

の政策にもなかったものである乙と

にも 同意していただけ ると思う。

それでは， ζ れら技術の総合は一

体どのようにしてっくり出されたも

のであろうか。

それは， 7 /レサスの< you or me>  

概念、にもとづく兵探生産の発展の富IJ

産物である。兵器生産の各レベルが

新しい達成によって，古くなると，

乙れを支えていた時代おくれの技術

は世界を通じて日常的な技術的経済

的満足のためのものとなった。ささ

やかさ，地方的なものから 1961年

における世界的な拡りにまでなった

生前の世界的水準の変化は， .Il:t界が

とりつかれていた兵総生産の二次的

な副産物であったのである。

航空機の歴史の最初の半世紀間 lζ

地球上の全国家によって

2，500，000 ，000，000 ，000 ，000 ドルの

Ｑｾｭ が Ｑ 法斗用の飛行機のために投

入された。 ζ れは世界の金の全保有

JJi:の60倍にものぼる額である。乙の

巨額の' l 5 : 用は，道具をさらに高度の

道具をっくり出すために使う再生(I(]

投資のパターンを形づくるものだっ

たのである。

乙のようにしてできた蓄積は広大

なものであり，黄金をまったく l時代

おくれのものにしてしまった。日は

工業的なエネルギーによってあらわ

され道具のもつ能力乙そが，世界の

nの宮の規準となったからである。

素朴な兵苦言生産への人類の偏執が

投入資源単位盈 lζ 対する効擦を次第

に改良させていく過程は，つぎのど

ときものである。

過去のある時JUJILおいてはーi長大

の距離を最小の時間で攻壊力を迎搬

する兵器は船であった。船は，浮力

という自然のパター ン! c よって，限

られた掛水量をもっており，それ故

にそのデザイン目標は最も怪い重量

で，最- も強力な船をっくり出して，

最も速い時間で最大の税減昆を迩搬

できるようにするととであった。船

iζ 関して行なわれていた乙とは， や

がて船から飛行機へと移っていっ

た。飛行機においては，設備の霊E

は，海の場合よりもさらに重要であ

る。 そしてついにロケッ トl時代にい

たって，乗物の単位重量』ζ 対する速

度，距離， エネノレギ- : [ i ] : の驚ろくべ

き変化をみる乙とができるのであ

る。

と乙ろが建築家も，彼らのパトロ

ンも，いまだかつて，建物の宝誌や

投入単位重量 lζ 対する効率という乙

とを考えてみたとともなかった。建

築家も社会も建物の重量がどれくら

いあるかは誰も知らない。乙れに反

して人々は，クイーンメリ一号やダ

グラス D-C- 8 の重臣; を よく 知って

いるし，それらの作業能準も知って

いる。

Housi ng の分野，建築の分野は，

ζ れまで高度の技術が兵器lζ 応用さ

れたあとの残りの部分を取扱う分野

であった。

われわれは，私が示した資料から

生活水準改詳のためにI l i 界の資源、の

1ポンドあたりの効率を向上さ せる

乙とが，政治家や政治家の軍事的下

僕たちの直接的な目的ではないのだ

という事実を知る乙とができる。

われわれは， 人類のく li vi ngry>

( 生活産業) に応用される資源の作

業効率の改良の新しいパターンを実

現していくのである。乙のパターン

は 10096 工業化を冷酷に実現してゆ

く方向を示してい る。もし，乙れが

達成されなければ，逆に人類の先入

感の否定的な副産物として実現され

るであろう。乙の乙とは，新しいノマ

ターンが現在人類が l可ら絶望的に陥

っている世界的危機を発展的にのり
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乙える乙とによってのみ実現される

という ζ とを怠味している。

それ故，現在の機能から次の高度

の機能への資源、の変換はテーザインの

継続的革新を現わすものであり，そ

れは，デザイナ ー， とりわけ極度に

専門化の進むl時代において総合的な

デザイナ ーである建築家の理解カを

もってしてはじめてマスターされる

ようなノマターンであ る。

もし，建築家，技術家が，通常行

なわれてきたように，彼らのパトロ

ンの命令にしたがってデザイン実務

κ 従事するならば，政治家も産業人

も個人も個人的ノマ トロンも，決して

資源投入や技術革命の進歩的なデザ

イン方針を打ち出す ζ とはないであ

ろう。なぜなら政治家も産業人も偶

人的パトロンもいまだ7 ) レサスの

< you or me> の適者生存の冷酷さ

lζ とりつかれているからである。

私は，建築家の職務が，愛他主義

的なものであるばかりでなく ，同時

に包括的なデザイン方針と，その効

果に対 して立任をとる立; 切にあるも

のだと考える。 しかしながら，現実

には彼らの事務所の研究部の能力は

乙のm築家的職務をまっとうするに

は及びも つかない。

荘、は長い間K 次第に解決策があ

る，という ζ とを悟ってきた。すな

わち，大学の建築学科の課程を支配

している建築家および技術家は建築

学部および学生たちに対して，包括

的研究とその発展を，高い能力を有

し，包括的傾向のある青年時代の 5

年間の滞在を社会が用意している大

学建築学部の期間内に育成し，支持

するのだという乙とを明らかにする

べきである。

世界中の建築学教室は， UI A  によ

って，建築科学生の研究指導にあた

って同ーの問題を採用するように求

められるべきである。

乙の試みは，第 6 回 UI A 会設にお

いて，全世界の大学に移動劇湯とい

う単位課題を与える乙とI C . よって，

極めて成功複1[. 行なわれた。乙の乙

とは決して容易な乙とではなかった

が，学生たちが，時間的にもかなり

無理があった lζ もかかわらず，でき

るだけのことをやってのけたことは

世界の大学学生が同ーの問題と取組

む乙とを継続する乙との成功を確約

するものである。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111 11111111 111 111 111 1111 11 1111 1111 111 11 1111111111111111 111 11111111111 1111 11111 111111111111111 11 

プ ロ グ ラ ム

世 界 デ ザ イ ン 計 画 の 要 項

の発展方向をつかむための，広範

聞にわたる図表，模型，写ti など

の整理。

2)  Housi ng の只の可能性一 “建設

産業" としてのみならず，全産業

の機能としての可能性ーを見11'，す

ための会資源、の目録の作成。

3)  Housi ng の中心問題の明確化と

すべての有効な手段を駆使した適

切な単位的解決のデザイン。

4) 都市計画，国土計画の上につな

がる世界計画の立案。

各々の範時に応じて， 11付1
1，迫的な研

究が必要となる。例えば交通問題オ

ートメーションの問題，気候，人口

調整等々である。

相互協力を成功させるためには，

各地域別K ，一つの大学が，まず悩

報交換の拠点としての役割lを引受け

るようにする乙とが望ましい。各大

学クツレープは異った問題と取り組む

ために，いくつかのセクションに分

かれる。

例えば，

一般的研究 門 ーデータの蒐ｾ，

処理，整理。

提案部門ー単位問題のデザイン

スタデイ。

関述分野研究部門ー他分野の関

述研究を評ー価する特殊郎

門。

全体音I' j ] ! i j - 分析的データ，単位

問j題研究，材料の選択等々

を最終的形態へと総合して

人類の欲求の主要部分は，住民， よって，われわれはいまや，乙れら いく計四。

食粗，fiJ!戚，教育などに集約され のデザインされた使用法，現在未来 乙のようにして， ζ の計画 1[ ，参加

る。世界計画の第 1 段階は，人類の の人類の欲望K 応えるための全能力 する学生たちは，各部門においてそ

多額多綴な欲望と，乙れらの欲望を の展開へとふみ出さねばならない。 れぞれ異った段| 併で¥活動する乙と

満たすためのfi ブJ の可能性の大規紋 乙の計画が，建築の分野からはじ によって，その能ノJ を発揮する ζ と

な，総合的な整理をすることにあ まるという乙とから Housi ng は， ができるのである。

る。人類の歴史上はじめて，乙のよ 最も重要な問題点となる。

うな経理が現在可能となった。 盤湿の要項は ( 京大建築学教室 施光夫訳〕

UNE S C O， W H O， I  L  0 などの組織を

通じて， ィ- 分に広範囲の資料が蓄積

されてきているし，また，極々の同

家的，経済的機関によって補充され

つつある。

乙れらの総合的なデータの考察に
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。) 世界の Housi ng の現況。

b) 現在および未来の要求。

c) 乙れらの要求に応えるために，

有効な可能性。

さら 1[. 具体化するならば

1) 現在直函している問題点と，そ



サ ン ワ ッ ク ス と 清 掃 管 理 に つ い て

園 サ ン ワ ック ス に つ い て 聞 建 物 維 持 に お け る 清 掃 管 理 の 重 要 性

サンワックスはカ J レナバ蝋，高度パラフ ィン蝋，栓; 蝋

寄を主原料とし，有機性，揮発性溶剤を適誌に配合して

つくられております。ワックスを床 lζ 塗装しますと被l肢

を張り ，摩耗と汚染を防ぎ生地を保護します。

建物の 内 外部を清潔にする乙とはｊＡｬ￯ Ｚｬ 尖の除去 ， 汚染 ｴｾ ￟

の消拭など，環境衛生上 lζ 大切な ζ とですが，従業員や

来訪者に対しても，その治潔さにより好感を与え，同時

ｬζ 建物の保全にも ｩｬｬｾ な役割をもっております。

床が清潔であるか否かは，その管理方法の如何による

ものでありまして，常時清潔な状態に置くためには絶え

ざる手入 とそれに用いる清掃剤の選定が最も重要であり

乙の乙とは建物の位ー理 上 ｬζ 最も注芯［をｾする業務のー

っとされています。

ます。

消潔の対象物は陛挨であり，汚染でもあります。乙 れ

らを除去し常に清潔を保つ乙とが第ーであり ，次にその

建物に用いられている内外部の仕上材の手入れも怠つ て

はなりません。

永年にわたり建物の清侃ー管理を手掛けております豊富

な経験により，各使用床材』ζ 最も適するようにつくられ

ているサンワックスは，皆織にど安心してど使用願える

ものと確信をもっておすすめできるワックスです。

その主なものは床であり ，その手入方法も種々あり ，

それぞ? れの床材によって最も適した手入法を行ないま

す。その他E色 天 引 ，外部，内部装飾品にいたるまで，

どれーっとして手入を袈しないものはあ りません。

従って清掃管理法の如何がその建物の芳命を左右する

といっても過言ではありません。

国 サ ン ワ ッ ク ス の 用 途 につ い て

ワックスグ112m守 る も 下 知 | 使 用 法 ( 特 性 )

乳化性WAm171タイル ・プラスタ |12品不ザャ 333ス 塗 此

I  11 / 1  /， 

A. RS. SS. K I リノリューム 。リノタ| ブラシの凶転できない場令は

NS イノレ。テラゾー |少f立の木府をブラシの下に入

I れてブラシングする

リノリューム， リノタ|

ローリング。 I 除臨水拭またはタ ーペン拭，

油性 WAX 132-7ングブロック | 蛾，乾燥石艶出し

電主彊楚企主庄了般 |  

内木間 WAXI鰭 の 板 の 11¥l ，廊下， I22: ZA4守主位竺二一

1  I 床を充分に消拭し WAXを万

体 育 館 叫Axl体育館のフロアー 1Z242?民主主路続

|  | をしてあります。

|  一 | 除)lili ，水拭，塗装，乾燥石

ソフト WAXI調度Jil ，家具， 1' 1 動車| 盛山し

→ナン ｾｬ ウ

一 宮 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社大阪市大淀区大仁元位IJ 2  - 7 3  

，*1 11 ｾ長 J9r 大 阪 駅 liij w. 生命ピノレ内

'Iri 11 大 阪 会 館 内

点 京 営 業 所 慌 京 都 中 央 区 八 重 洲 2- 3

" 包活 (451) 0746 ・5334 ・7685

1包括 (361 ) 1261 

氾話 (361 ) 1341  

電話 (271 ) 1628 

も

主なる

管理 ビル

館一位命 ピJ レ

1，j 日会館

1: 1  !.TJf三割

初 日テレビ

鋭売テレピ
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りし な艶 出

(981) 5251 - 3  

福岡市荒戸町

大阪市東成区東今里町三ノ四

名 古 屋 支 庖 東 区 赤 塚 町 福 岡 支 庖

ぺンギン 艶 出株式会社

東 京 支 広 太 田 区 新 井 町

「じ 叫 ん」… 落 す 守

プ

rjJ 32cm 

大型スー パ ー

ツモ

実用新案

ぷl丘登録

ラン h トJ

屋内を汚さないように

毛ッ プ

⑧

 

庖

大 阪 市 南 区 高 津 1 0 呑 丁 4 番 地

T  E  L  (211)  4  4  8  6 ・6 9  8  2 ・7 0 8 2  

工場 ・倉 庫 大 阪 市 旭 区 中 宮 町 1- 4  T  E  L  (951)  9  5  7  

商谷浦株式会社

マッ ト

M A  X  
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K  T  0 印 ワ ッ ク ス 製 造 発 売 元

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム ワ ッ ク ス 発 売 元

洋 館 清 掃 美 化 管 理 請 負 一 式

洋 館 清 掃 用 具 雑 品 一 式

建 物 美 化 管 理 部

株 式 会 社

下 村 工 務 庖

-1: 

大| 仮 rjj 東 区 北 浜 3 丁 目 27

屯話 北浜 ( 231) 2  9  LJ.. 5 ・2 9  4.  6  
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ビ ル デ イ ン グ の 営 繕 お よ び 清 掃 管 理

関 西 建 物 管 理 株 式 会 社

代 4反取締役 巾 島 信 次

大 阪 市 北 区 宗 是 IIIJ ｾ大ビ ｊ レ ｾ＠

ｾｉｬ＠ (' 141 )  1  9  3  1  - 1  9  3  9  
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建築の設計・監理ならびに建物の保守監理・清掃

東 西 建 築 サ ー ビ ス 株 式 会 社

本 社 大阪市点| 副員剃 2 丁 日48 '，Il ( 231)  7896， 64.7!l， 64uO 

LU 1)長 J9r 点以自lll ll ;Aと区 11 -4>:橋jj}j 2 丁目( 住友銀行 11本紙ビノレ|付)

屯 (271) 1  6  2  1  

名古屋市11
1
区広小路通 6 丁目( 住友銀行名古屋ピソレ内)

屯 ( 2 3 ) 8 2 6 1

illlll lllllllll llll lllllllllllll llllllllllllllllllllllIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII III!II III !!!!I I!IIIIIIIIIIIIIIlill lllllll :11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111liii lllll llllll ll lJ !111111111 



富 士 銀 行 大 阪 支 庖 と 製 鉄 化 学 株 式 会 社

小序 今回は ，大阪における ，明

治30年代の ，山口半六博士の作品 2

例を紹介したい。山口博士について

は，昨年10月の本報告に滝沢委員長

が紹介されているから，その方を参

照されたい。

富 士 銀 行 大 阪 支 庖 概 説

富士銀行の前身は ， I第百三十国

立銀行J であり ，高麗橋 3 丁目に設

立された。頭取は ，松本重太郎で，

もと ，平野町の洋反物維貨商をして

いた。後「百三十銀行」となり ，頭

取も安田善三郎にかわり ，また所在

地も現在地1(. 移った。現在地は ，当

初，毎日新聞の前身大阪日報のあっ

たととろである 。

さて，乙の建物は，明治31年10月

起工，34年 7 月竣工になり ，建2，000

坪あまりで，煉瓦造 2 階建，但IJ 石，

開口部，長押などは， :/5筒石を用い ，

かっ関口部はすべて，ν ャッタ ーを

用いている 。また屋根は石盤I l : で，

一部銅板を葺いている 。

平面図の当初のものは ， 右図の

どとく， L 形で，営業部は 2 階吹ぬ

きになり，南側が，重役室や，応援

室，会議室などに用いられていた。

しかし ，後 lζ 東の金庫室を除去し

て，乙の部分を若干増改築し ，また

営業室の両端の 2 つの応接室を取除

いて広くしている程度の改造はあ っ

ても，旧規はほとんどよく残されて

いる 。

山口半六の作風は ，関口部 1(. 数種

の様式を混合しつつ，統ーしたもの

に見せようとする苦心が払われてお

り，乙の建物も，博士の末期のもの
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上 製鉄化学 K K 当初の全景

(II ，L1 博士ffl 策閣mより〕

右 : 現 状

56 

同 営 業 室よ部 同 2 階会際室

として，秀れたものの一つであろう。小

屋組は ，木造の対策小屋組である。

製 鉄 化 学 株 式 会 社

東区淡路町 4 丁目にあって，乙の辿物

は，佼用 目的が何度も変っている。

最初は ，日本貯金銀行本庖( 設立明治

28年) で，その後，横浜正金銀行大阪支

庖，大沢商会大阪支庖をへて ，j車紡船場

分I i [ となり ，昭和34年別府化乍K K とな

り， さらに 36 年社名変更で，製鉄化学

K K となった。

明治33年 6l : i起工，35{i ム 1 )J 峻エ，処

120 坪kll 瓦造 2 階建で， 屋桜はお盤: fJ で

ある。

内部の改造は甚しく ，ほとんど旧規を

残していないが， 外観はよく絞ってい

る。ただ，塔屋の上部が，もとは ，銅板

立の三角形のとんがり l五縦であった。

( 写点参照) ｉｽｾ 口部の変化ある ｭ い方

は， 富士銀行以上lζ 而白いが， おそら

く，山口同士の作品r11，もっとも変化に

富んだ外観であろう。

む す び

山口時士は ，明治33年 8 )J f C なくなう

ているので，乙の 2 つの作品は ，ともに

氏の| 晩年の作のみでなく，竣工|時には，す

でに故人となっておられたわけである。

なお ，最後に本調査にど協力いただい

た，両社の方々にお礼申し上げたい。

参考 「山口博士総築図集」

「船場」 宮本又次- l i '

「大阪案内」明治42年j坂 他

( 林聖子 全孝記〉



伊奈製陶械式奮紅

本 社 ・ 工 場 霊 知 県 常 滑 市 扇 面 新 聞 llt 常 滑 7∞( 代)

東京事務所 東京都中央区西八丁楓 2 - 8 ilt (551)6371 (代)

大 阪 事 務 所 次 阪 市 西 区 祈 町 市 通 1- 2 3 i1l (541)臼制( 代) ー

伊東の

衛生陶器

ω  

カタログ送 'i¥



つ"

柏 原 涯

叫議

青 株 式 会 社

本社工場 大阪市西淀 川区御幣島東 2 ノ 5 電話大阪 (471) 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3 ノ 99 電話大阪 (471) 0  4  2  6  

新時代 ｬｾ マ 、 ｹ 干し た 色つぎの ひ ふく鉄板

I I 1M s開 '."'11• . I- " W 2  .. 副司

美しいア/L 三高 u' ふく鉄板

n  ¥) '1. ＧＮｊ 砂川Ｂｽｾｾーも、

汁IJ 工ン9J I t 克砂川製造株式会経



創 業 大 正 八 年

，、

フパトリーヒンデ

ピポシトヒンデ

日本ドFーテヱック製遁株式会私
ピポットヒンヂ

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2 2 電 話 大 阪 ( 716) 2  2  3  1  ( 代}

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 回 区 神 田 錦 町 1 丁目 2 3 旬 結 束 京 ( 291) 1  9  2  0 ・ 4 9 2 0  

稲 岡 出 吸 所 楠 岡 市 舟 締 町 1 番 地 電 話 楠 岡 ( 74) 2  3  7  2  .  3  3  1  2  

名 古 届 出 張 所 名 古 崎 市 中 区 下 聞 町 1 丁目 5 番 地 電 話 名 古 屋 ( 23) 7  3  6  1  

! ! 待望の強力耐水性 床 用 接 着剤出現! !

その名はー ミケ口ンボンド - 6 - 641

官事ー

本品は優秀なる技術と伝統を誇る早川 ゴムの再生ゴムを基材とした唯一の床用再

生ゴム系接着剤( 特願中) であります。

徴 : 一

再生ゴムをベ ースとせる為ゴム系として 極めて廉価

従来に見られぬ極めて優 秀な耐水性を具有

従業性が極めて良好

モノレタノレ、 ベニヤと 塩ピタイノレ、 アスタイノレ 、 リノリワム 、

木タイノレ、磁器タイノレ等の接着に適し 塩 ビの 膨 潤 皆 無

特

1. 

2.  

3. 

4.  

社
ム、

ヱ三

詳細を知りたいカは是非御一報下さい 、係只参上fJlj J説明致します。

式株ムコ

.•••••••• .•••••• 
E

-

E

E

F

'

 

早

電 話 ( 代 表 ) 1  3  0  0  

屯話 (541) 8  9  4  1 ・8 9  4 2  

屯話 (641) 4601 ・9826 ・3029

福 山 市 松 浜 町 9 7 の 1 番 地

大 阪 市 西 区 九 条 北 通 1 丁目 10番地

東京都江東区深川佐賀町 1 丁目 24蕃地

本社・工場

大阪営業所

東京営業所
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キ-ABC 
n  ゆる照隙から永久に漏水の心配を根絶する

系く久に気容を保持する

廉イ西で、耐 久ほのある コーキン焔)J

( 現 場 渡 )8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

材料費

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン ( 現場渡〉

美しく ，磨耗せず，滑らず，かっ耐水性 lζ 富んだ床材

床，廊下，階段，ロビー，パノレコニー ， ガソリシスタンド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用 出来る。

現場渡{ 緑

L その他

トリクフ力

(坪当り￥1 ， 180)  

(  1/ ￥ 980)  

7，080円

5，880円

42kg袋入 ( 6坪分)格価

場 ， 倉 庫 用 コ シ ク リ ー ト 床 仕 上 材

フ ェロコ シの施工によって床は恰も鋼板を 張ったよう な効

工

で材

ン

日

コ
…

鋪

山

の

口…

市

山

一

る

エ
一

リ

.

け

月

ノ

キ

花

シ

を

コ

果

フ

{ 色 物

現場渡{

l ナチュラル

6，200円

5，400円

49kg袋入 ( 7坪分)格価

Z J K…史ニム 近 代 人 の 部 屋 iζ は 疲 れ を い や し，いら い ら を 取 る 壁 材

合成ゴムとコ ルクから製造された コノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

3尺 x 6尺 x O. 7mm寸法2，200円東 京 渡坪当り格価

イ ノレ

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ プ タ イ ル

ー………，.，.".，.，_…，.，.".，.，_……………………… N

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 導 ビ ニ ー ノレ タ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7  7  

T E L  ( 581)  1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 1- 18 ( 京町会館ピノレ)

T E L  ( 441)  3  9  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3

K.K. ABC商会



総 ;欠目

新大阪ビルデ ィング

地下 2 /倍 ・地上 9 階 ・塔厄 4 /椛

延面砧2 7 ，953 m
2  

設計 ・村野森建築事務所

施 工 ・株 式 会 社 大 林 組

関電 ビルデ ィング

地下 3 /;皆・地上 12階 ・土(};}_-li 4 階

延面，1'; '136 ，826 m
2  

設計 ・施工

株 式 会 社 竹 中工務 j，l;

阪神ビルデ ィング

地 下 21椅 ・地上 11/;皆 ・延 [ui .h';

4 7 ，327 m
2  

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林Ml

輸 出繊維会館

地下 3 階 ・地上 8 階 ・土佐屋 3 陪

Ｎ 延面も ｾ ＱＵ ， ＲＶＰ m
2  

設計 ・村野森建築事務所

・大阪建築事務所

施工 ・株 式 会 社 戸 回 組

千代田生命 ビルデ ィング

地下 3 /拾 ・l1!! 上 9 /祈 ・j答};'_ 3  /1T 

. 延i 1Ji 桜 12 ，875 m
2  

設計 ・施 工 大 成 往 設 株 式 会 社

大阪国際貿易 セン タ一

地下 1 階 ・地上 5 階

延山前 13 ，145 m
2  

設計 ・口建設計工務株式会社

施工 ・株 式 会 社 大 林 組

大阪東映会館

地 下 1 1経 ・地上 8 階 ・塔屋 3 /街

延面街8 ，845 m
2  

設言| ・施 工 清 水 建 設 総 式 会 社

圃

鉄

骨

鉄

筋

ト

構

造

設

計

実

例

集

好

評

発

刊

中

国 1. 構 造 計 算 書

コ

総500頁

写直 ・図版 1000余点

8ポイント活字1段級組

アート及び上質紙使用

表紙 ・特クロース製本

. O/fi 押 ・特上質紙カバ

一千l

ン

ク

リ

B 5 宇IJ < タテ257 x ヨコ182'%1>

• 2. 構 造 設 計 図 B 4 宇IJ < タテ257 x ヨコ 364協>

:(. 

(

昭

和

初

年

ロ

月

発

刊

)

総200頁

平版印刷美郎11: げ

特上質紙使用

表紙 ・特クロース製本

. 箔押 ・4寺上T i 紙カハ

ー付

< ダンボール発送函人>

京会員特価 2，900円 定fllli 3 ，500円 送料 200[I J

説会 員特価の扱いは 3月31日までです。 1 月号扶込みの

「会員 購読 券 ｊ を ｊｾｬ 問中 Ａこご 利用下さい。

. 内 容 見 本

f 建築 と社会J IIU和361，r8  }j 号84頁 - 85頁の間に，

内容見木を ｴｪｾ 込んでおります。こ参照下さし、。
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建築技術者のための

空 気 調 和 設 備

- 改訂版のねらい

建築会問者( 理念の整理) ，建築

設備担当者( 実務的なデータの理

角干) ，設備技術者( 入門鴇) それ

ぞれの対象者を統ーした内特とす

る。 初j仮に対する注文 ・; 立見 ・希

望を盛り込み大々的な改訂崎市li を

お乙ない，ブ二例も多く挿入する。

執筆者

第 1章空気調和の基礎科学

i I 臼閉敏男/ 京都大学

第 2章 媛 冷 房 の 熱 負 荷

一て村 ! 狩/ 須賀工業

7守川照夫/ 大阪宣気l暖房

柴回文三/ 高砂? : ! ¥学

第 3章 暖 房

三村 Jl'i' 

第 4章 送 排気および除墜

上回守三7f i / i t 材f上

第 5章 空 気 調 和

上西圭治/ 柴田文τ '. / 計八.l!n夫

第 6章 自 動制御

山武訂 ｾｒ

第 7章 騒 音 と 振 動

前川純一/ 神戸大学

第 B章 建 築 設 備 室

高精誠義/ 大林組

第 9章 建築設備費用の分訴

石黒次郎Ｏ竹中工務ｲＮ Ｑｾ

編集幹事会 (50i' f 畷)

主主E 前回敏男/: &l却 kR7を

幹甲高橋誠袋/ 大林組

前川純一/ 神戸大学

三 村 併 / 須 賀t 業

古川照夫/ 大阪電気暖房

国木栄一/ 高砂熱学

浜岡栄一/ 建材 H

建築技術者のための

給排水衛生設備

園企画に際 して

建築企画 ・設備担当者，設備技術

者を対象として， 建築技術と設備

との関連性と理解 ・認 識 を 深 め

る。既刊の ζ の穆問書とは違った

内界とし，実例( 写真 ・データな

ど) を多く挿入して. 実務的な表

現 ・読みやすく ・理解しやすい記

述など，編集に一段と創意工夫を

おこ なう。

総目次

第 1 章 衛生設備原論

第 2 主主 水 源

合 ｲｾ 3 章 配管とポンプ

!11 4 章 給水設備

ザｾ 5 主主 給湯設備

＿ｩｾ＠ 6  I 立 排水通気設備

ダp 章 衛生器具と附属 品

ＡＵＱ Ｘ ｾ＠ し尿浄化設備

23 守主主 消火設備

;;;"; 10章 サービス設備

ジ'i 11章 排気設備

Ａｘ ｾ ＱＲ ｾ＠ 電動機 ・操作盤

!)，1131jI 材料の腐蝕 と対策

第 41;t 給排水設備の管理保守

編集委員会 (50i'1!!lD 

ｾｦｬ 反 問 rj' 良太郎/ 大阪市立大学

幹 'Ii 河ilt 隆之/ 行久て宅

ｦｾ 川丈夫Ｏ岡原衛生

づ正問 健/t' rrhて務! 古

百(，守主主乃武/臼むu' : l : 計

手堅 只 ηｾ ｕＮ ｉ＠ 行也Ｏｾ井 ｭ 烹

武附ｾ ' 1=' / 三担増てう住

知見越犬/ 斉藤省三尚民

団 ロ 成 弘/ k l 本組

鼠山 Ii1l t控/ I c阪也物

本 問 先l之/ 大阪電気B差別

吉村 院/ 須賀て: n

渡辺道開/ 渡辺事務所

出 版 企 画 図 書

設備技術者のための

(仮称)

建築ハン ドブッ ク

. 設備業界の若い技術者に建築現

場工事の理解を助け，工事の進渉

と完全な工事の推進 に役立つ図書

を編集発行するため編集委員会を

設 けて企画を研究中である 。

編集委員会 ( 50音順)

委員長 伊藤克三/ 大阪市立大学

幹 事 鬼頭寿郎/ 清水建設

m木忠( 呆/ 住宅公団

( 設備業者より 1 ;y，) 

委 員 相川二.郎/ 内野田工高

大路清一郎/ 須賀工業

7f 瀬理一/ 近畿地建

| 坂本岩下代/ 大阪電気li i.2

1' 1庄司秀三/ 近議電気

氏問哲三/ ご機工業

谷口尚武/ 大林組

訂古志乃武/ n建設: 11

G 々 稔/ 大成建設

i' 1' 一郎/ 西原衛生A

コド池成ー/ 大i坂瓦斯

深;)1 英一/ ; 丘改定通局

村越徳三郎/ 高砂熱学

山間義行/ 竹中工務町

*  各図書は編集の進行につれて

詳細をお知らせいたします。

民 本会出版の図書は会員には特

価でお領ちします。
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鉄筋コンクリート

施 工 指 針

改訂別補新l仮

執筆者

第 1 T，t  益 JI!， 反 鍛 え 都Jみて高>

第 2 i ; : t 奥} ; ，¥正一< 大阪大学>

第 3 T . . t 谷口尚武く大林組>

第 4 茸正 大沢1I ¥i吾郎く/ I l l ml ! 紋>

近 藤 芳 夫<m水 建 設 >

百々 訟<k成建設〉

笠原正常く竹中工必脂、、

任 問 鍛m<大 林 組 >

百15 章 六 Ilt 照< 京都 k 学 >

近 藤 芳 夫 < 消 水 雄 投 >

高 林 利 秋 く 吉 野 型 化 >

11' 川 Ijl 夫< 大成ru投 >

第 u主 材 料

セメント/ ' 円材/ コン クリ ート

混和物/ 混和 IJ<./.'J:)、筋

第 2章 試 験 法

セメント / 什材 /i d、筋

第 3章 調 合

千IJj 泊コンク 1) ートの凋介/ オド'k

コンクリートの: 鴻介/ ぷ10の，ir

t'; l例/ ，淵介の竹 l:ll

第 4章 工 法

材料のW; 'I減/ 材料の，:1' 品/ コン

クリート泌総隊械 Ｒｾ 只と泌総計

画/ コンクリー卜調合の現場調

整/ 絞り ) Y/ 砲わく工予/ 鉄筋

工事/ 速傾/ 打込み/ 仮; r i )) 打/

養生ー/ レデミクストコンクリー

ト/ 怪旦コンクリート

第 5章 特 殊 コ ン ク リート工法

プレストレストコンクリート/

プレパクトコ ンクリート / 1 ' ( 空

コンクリート工i t / テイ ル トア

ップ工法

勾集委員会 (50i7駅)

委員長奥山五: ー( 大阪大学)

安 n  笠IJ;i 民事( 竹中工務応)

金手 段( 消水ru設)

ii11JA 粥犬( 民j ぬru投)

位 回 般i l l ( 大体総)

谷口尚武( 大林組)

百々 捻( 大成rui 投)

析しい建築材料資料＿￯ ｾ Ｒ .!J k  

建 築 用 加 工 板

析しい建築材料負il 2 ｾとして ， 市

幻! こずEる建築用加工板のあらゆる

商品を集録して，建築技術者lζ 設

計，施工の際商品の撰択，購入そ

の他の利[ 更に直接供するよう ，羽

曳その他に研究をi J l ねている。

内 容

禄説 製造工程 : J  1  S 規絡 : その

イ色のt町名 : 施工法 :

セメントボ ー ド/ 木毛板/ 合板

/;)"9. 質繊維板/ 硬質繊維板/ 石

竹沢 一 ド/ 合成樹脂板/ ロ ック

ウール/ アルミニウ ム/ 百円子繊

維/ その他

高品名一覧 ( 約 1000商品)

‘吋二';';守日.夕κ; / 製i造室会社4κ/う'，/ 材T質I及び

友3哀E函{仕上上り/ 使用伺所/ 吸干背f  

↑性1

Ｏも芯 ｾｴ 準草隼ＧＱＮ法よ材料［指行定Ｏ耐水及び ｉ耐 l討}  

主混f也生/ 耐侠佼」性性/ 取付方法/ 塗3装

方. 長/ 製造定尺/ 最終単{ 価面

製造会社名一覧 ( 約200社〕

会社名/ 本社 ・支 ，r;t-i ・包・3住所 ・

所在地/ 電話

販売底名一 覧 ( 約700社)

会t d: 7，/ 所在地/ 電話

商品名/ 製造会社名/ 販売底/ 用

途別商品名 : 索引

資 料 f広告)

旬しいu ! 築材"

資料作成小委員会 ( 50音嘆)

主必矢野盟 ｦＧｾ (J肱木工必脂)

ｾ＠ ｦｾ＠ ｾＧｴ 本尚三Ｈ大阪市Ｉ

下手多 ＡＱＧＱｾ＠ ( k . 日本土木)

頃 内 幾 男 ( 坂内¥l l fo所)

鈴 木 洋 也 ( 耳I畑!JJfo所)

平田ぷ次( 大成建設)

広瀕修三( 小笠原事務所)

宮 本 幸 一 ( 大 成l l ! 股)

山本 崎( 大円本土木)

出 版 企 画 図 書

内 壁 の 仕 上

「床の仕上 J tζ 引続い て企画した

仕上材料についての，実務家| 古l き

の好図書。現在編集中。

執筆者 (50音順)

伊 藤 幸一 ( 清水建設)

大井弘治郎 ( 大井事務所)

北山二十三 ( 竹中工務応)

小 泉 勝 也 ( 大成建設)

斎 藤 四郎 ( 内外木材)

後川 春雄 ( 大阪事務所】

毛主口 尚武 ( 大林組〉

豊田 三郎 ( 塗料工業会)

山 田 幸一 ( 大阪市大)

建築基準法並に

関 係 法 一 覧

特殊建築物との対象を主にした関

係法令の一覧表として実必に参々

となるよう初版( 昭和26年) を基

礎に，建築lι 関係のある最も新し

い法律 ・規則 ・政令 ・各地方の条

令をも掲載する。

内容/ 建築物及び工作物に関する

法規一覧表/ 特殊建築物に関する

法規一覧表

執 iP: 者

西島 勇 ( 大阪建築事務所)
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左 官 工 法 指 針

< 1961年版〉

左官工事は建物の最終

的な仕上のー要素とし

て重要であり ，それに

関係する技術者にとっ

てこの図書は重要な指

針の役目を果します。

執筆者

洋 壁 谷 口 尚 武/ 大林組

日本壁 山回幸一/ 大阪市大

A 5 判

本 文 101頁

標準仕様書 53頁

会員特価 150円

定価 180円

送料 30円

a 官 ヱ 法 指 針

，.， . .. ｾ民 ・ Ｘ ・Ｎ ， ｾ＠

..・<・*It' ..

1 ' 6 ¥S Jf 

u ・JIt ^  

a ・m ・R ・・・4を

口 次

第; 昔日洋 壁

第 1f;;: Zi: 日:f-1H

釘ｾ 2 :i;l: 塗下地

第 3 f，'t 石，i プラスター塗

第 4 :t;!: ト・ロマイト プラ又々 一塗

努>; 5 立 しつ くい主主

第 6 2E モノレタノレ主主

;XP お 施 工 上 の 一 般 問 題 ヌ

付ｾ 8  1;1: ｾ注目ての故障と対℃

第 2部 日 本 壁

第 1 13: 下地の程類 と性質

努Ｚｾ 2  i ; ' i : 下塗から中塗まてのけ斗

と施工

第 Ｓ ｾ 上塗

第 4 1;1: 日本ｾＮ＿Ｒにおこ りろす ｌ ヴ、

陥とその防止法

気ｾ 5  1江 左 官 工 事 見wの一試ゑ

第 3部 資 料

左官工事用材事

規絡と標準仕様書

建物及び設備の保全

< 1961年 版 >

- 苦心して集めたデー

ターを基礎に新に増補

改訂した。 ビルの保全

維持管理に指針の役目

をもった恰好の図書。

目 次

第 1章 清侃器材

第 2章 室内仕上材の下入法

第 3章 建具の保全

第 4章 屋根の保全

第 5章 外装の保全

第 B章 木造m物の保全

第 7章 便所衛生施設の保全

第 8主主 電気: l i i 只及屯気系統の( 尽

全

第 9章 消火装置のむJ 1 J l

第10i;t 給水給湯設Vil iの保全

第11章 厨日設備の保全

第12章 ガス設備の保全

第13章 暖冷房の管理!

第14輩 エレベ ータの竹迎

改訂版担当者

大井弘次郎

本会出版委員/ 大井法築士: rJ ;:;j':J5所

A5中IJ 90頁

会員特価 130円

定価 150;'J 

送料 251' J  
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報 (1961年12月分〉

13日 4 時一一 5 11寺 於会館会談字.

1[ ¥席者 東畑副会長外 6 理由ド

山内，井手各支部長

議 事 ( 1  ) 新年午餐会開催の件

( 2 ) 事務局職員下期賞与支給の件

( 3 ) その他

( イ) 記念事業住宅展の展示方針変更の

件

( ロ) 1-1木建築 lご会述合会: : r i jj'.::;'.;Rl た探

の件

(  4  ) 入退会者承認の件

(  5 ) 報告事項

|竺 空 竺|

4 日 2 1時一一 4 11寺於国際見本市会館

地下グリル

出 席 者 海 上委員長外 5 委員

議 'fj: ( 1  ) 組立ハウス業者の組立ハウス見学報告と

11¥品依頼の可否 lζ 関する件

( 2  ) 協会設計のキfl ¥1. ハウスに関する件

給排水衛生設備編集委員会

幹 事 会

4 日 2 時一一 5 11'] 於32航会話i*

11¥席者 111中委員長外 4 Ｇｾ Ｎ ｾＧｊｩ＠

総 円次、 ｾｦ ｩ に執勺 ｻ次 煩者につき協議

委 員 会

11 日 3 時半一一 5 1時於会館会議零-

ｮｾ 席者 田中委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 総目次の決定

( 2  ) 執雫依頼者と執匁頁数の予定

( 3 ) 今後の進め方について

建築ポケッ トブック編集委員会

委 員 会

8 日 疋午一一 2 1侍 於会館集会吉宗

出席者 中原教育委員長

伊藤編集委員長外 14委員

議 事 ( 1  ) 編集主 旨並に経過の説明

( 2 ) 編集方針について協議

( 3 ) 編集委員長，幹事の選任

( 4 ) 今後の進め方について

分 科 会

16日 正午一一 2 時 於 会 館 集 会 宅

出席者 伊藤委員長，橋本幹事外設備関係

者 9 委員

設備関係、業者から建築関係者に対する久利の注文

京1 j ' j について協議

小委員会 ( 若い会員の集L、)

8 日 5 時半一一 7 11寺 於会館会議亨.

出 席 者 滝 本 主 査 外 2 委員

1 月及び 2 月の若い会員の集いの企画について協議

小委員会 ( 忘年恕親会)

9 日 12時一一 2 時 半 於 味 悶

出席者浅海進行係主査外 7 委員

定、"f 懇親会の進行について現場杓合せ

委 員 会

14日 5 11年一一 5 時千 於味悶

;1¥席諸 宗出荷. 岡本 1[ a; lj 委員 j " 外20 's口

誌 が 1. 1 月一 3 月の‘ 拝業( - ついて手評議

ｉ ｾ 集会員会
幹 事 会

11日 1 1時一一 5 時 於 名 古 屋 支 部

出席者 上林副委員長，一円東海文郎長外交

部役員，編集幹事 10氏

3 月 「れ古屋J持 $.1 号企画について協議

委 員 会

15日 4 1時一一 7 時 於 会 館 会 議 宅

rPI 席者 上林副委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

ＨイＩ距月「占 ｾｓ 市計画特集 」号

( ロ) 2 月「建物管理特集」弓

( 2 )  3 JJ ' 名古屋特集」号企画審議

(  3 )  4 月「構造特集」号について

( 4 )  5 月号の特集について

57 



幹 事 会

18日 4 時一一 7 11年 於 会 館 会 議 室

出席者倉石幹事外 Ｖ 幹 Ｇｊｾ

4 月「構造特集」号の合同につて協議

近 代 建 築 調 査 委 員 会 l

8 日 3 時半- 5 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 滝沢委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) 福岡県庁舎調査についての願書の件報告

( 2 )  2 月号発表建物の件

( 3 ) 長崎特集号κ 関する件

( 4 ) 八幡所在の建物に関する件報特

( 5 ) 書籍の紹介

| 記 念 事 業 委 員 会 |

資材展示委員会

4 日 111時一一 1 1時 於閑際見本市会館

地下グリノレ

出 席 者 小川l委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) 展示会の企画について

( 2 ) 住宅展示会との関連事項について

委員長会議

12日 111時半一一 1 1時 半 於 大 阪 ク ラ ブ

; 1¥席者 東畑，竹中i T . 副委員長外 51キ汗別委

員長

訴 事 ( 1  Ｉイセ宅展示会の展示ブｾ Ｇ ＱＧ Ｑ 変更の何

( 2  ) 募金投 [ζ 各事業の終過報f l?

|ふ談会 |

[ 最近の欧米及びソ 速 におげる材料並に施工に

ついて l

2 日 2 1時一一 5 時於会館集会宅.

学会支部材料施工分科会と本会主主材委員会のメンバー

で合同開催。最近帰国された阪大奥仏教授から欧米にお

ける新材料について， また大林組研究室の寺沢 ー夫氏か

枕

株 式 会 社 武 智 工 務 所

58 

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J l l (井池筋) 旭洋ビル 3 階

電話 (202) 3233 ・3234

らソ述における住宅建設の工法( いずれもスライド- u t -

ffi) についてお話を聞いたのち，関述'Ji 項について懇談

した。 11¥/市1'i' ト4f ，。

14r1  6 時一一 8 時 於 味 岡

恒例の会員忘年懇親会は，和歌山，京都，神戸からの

出席者を迎えて，例年のとおり盛大に関俄。余興，抽せ

んに興を添えて定刻閉会した。出席者3801'，

l出 版 記 念 会 |

15日 61時一- 91時 於 金 泉

「鉄骨鉄筋コンクリー ト構造設計実例*J の ;I' ，J慌を記

念して編集委員並に出版後援者を招待してスキヤキによ

り出版記念会を開催し，謝意を表した。

1月号訂正 25 頁所織の「日本住宅公団嶋田分限施般付市街地住宅J

の設計者に日本住宅公団大阪支所のほかに “ 石川磁築事硲所" を追加し

ます。

11 1111 11111111111111111111111 11111111 1111111111111111111111111111111111111111111111111 11111111111111111111111111111 

編 集 後 記

ヒ勺レ管理! といえば. m拓! のための管理! . 飽率憎進のための管理' 1. 建物

の; q ，命などに対する管理等々がすぐ固に浮ぷ。あるいは， もっと大きな

観点から， ヒリレのマヰヨメントといったようなピル経営に属す るも のま

でも合める E とがで邑ょう。 とうなってくると ， なかなかむつかしい。

しかし . ζ ζ では，最小限，建築家としても知っておかねばならぬこと

がらにか吉って焦点をしぼってみたものである。

総沿として， ピルのマヰヂメントをｾ忠一 ｬ 五Ｈ現編 Ｓ 駐在員長Ｉ ＨＭｾ［願

いし f ーが， 多忙のため主硝が得られなかった。を民会で. tli を1'" い「 とb

1.1. なかなか ili j臼かった のでぜひ原稿にし fよかった のであるが， 人; 変筏

念. r析しいピルと 山い ピパとの ml!'l'1J の迎いなどを新 k ピルと! 日大

ピル壱伊lにとって， お願いしたが. L ういうデータは猪ぶしてもらえぬ

6 ので . ζ れ b 11:むをえず仰l愛した。

ピル trBI! アンケ - r については， 一覧ぷにしてみた。そのいき占つに

ついては . 34氏にあきらかにしておいたが， もっと人; 的々に，:1'1益すれば

ある磁の傾向はえられたかも伺lれないが， 現段階では， 乙れが純一杯 と

いったと乙ろか。

第 2部の 「住宅団地管理」 の うぢ「水道技術管理1者」の原稿は投稿で

はあるが， ζ の号に入れたも の。

なお，余談になるが， 宮田正男氏若「世界のピルを巡って」という本

が. 1957 年に東京ピルテ・イング協会から発行されている。 乙のなかに，

「合型的な米関のピル経蛍J や「要領のよい管理方式J の項目があって

ロックフエラーピルなどの例をひいて， とくにヒソレのマヰデメン トの紹

介が面白く強かれている 。 あまりにもアメリカ式で， ある点では，日本

の: : J . ! . 怖とかけはなれるかも賀lれないが， 興味ある人は説むと， アメリカ

式ヒリレml ! というものがよく分る 。

E の母0) 企聞にと協力いた fごいた幹 'Ho) 万 は々， 白石 ｮｾ 男氏 ｏ ｬＡ洋

不動産) .  上村俊弘氏( 兵日I県) . i J 吉志乃武氏， 山本純李氏の各氏

である 。 最後に担当幹事ならびに， 執m者に厚くお礼申しあげます。

次号は「名古屋特集」の予定。



5223 大島化学のああくτっlぎんさ

ｅｬ 孟 ｴｾ 隻叫ヨ ＨＱＱＺＧＺ 広Ｆ， ｾｪｾ

--=mt¥di 1: e  ｡ｌ ｾ＠ uェ ー 大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

ｾ￬ 鳳胤 ｅ 沼郡ｾ 本 社

田中式

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー J I，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

大 阪 出張 所 兵 庫 県 尼 崎 市 南 竹 谷町 2 - 89  T  E  L 大 阪 (400.6341 (代 表) ・(刷

臨時i腕時i(株) t iiiii 艇な 。

級王究

会 i l

大阪市北区真砂町 5 番地

商 庖

電話大阪 (341) 207- 8・4836- 7
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暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 務地( 朝日ピノレ 8 階)

屯 話 大 阪 ⑫ 7 6 4 1  ( 大 代 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 器地

給 排 水 ・衛 生 設計 施 工

暖 冷 房 ・換 気

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 間 一 ・電話大阪⑬7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都@ 4945(代表)

神戸市生悶区下山手通六ノー ・電 話 0 5 8  9  2  

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区}I煩陵町通一丁目四四番地

電話大阪｀代表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 番
本 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話 ＨＲＸＱＩ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番
金 沢 営 業 所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 沼 話 金 沢 ②2074

福 井 出 張 所 福 井 市 城 之 橋 下 町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛生 施設

化 学 ・鉱 山 機 械

三 機 工 業 大 阪 支 腐

取 締 役 社 長

取締役支庖長

山 田 熊 男

池田 英太郎

大阪市東区高麗樋 3丁目1帯 地 電話大阪(202)代表3071

本 庖東京 都千代閏区 ｾｪ 楽町 Ｑ 丁 目 Ｑ 0 番 地

支底 、 出 張 所名古 屋 ・ 福岡 ・ 札幌 ・ 広島 ・ 仙 台 ・ ｾＱ 山 ・ 金沢 ・ 高 松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

給 ・排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・暖 冷 房 設 備

22 西原衛生エ業所大阪庖

|  大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44

2  

電話大阪⑪ 3415番

空気調和装置 、各穏冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市 北区堂島船大工II IJ 五三港地 (11J fj 大阪会館内)

包 話 大 阪 ⑭ 局 8 3 5  6  ( 代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町三了間 二四務地

支 j苫 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 j何回 IsI 3 6 0 務 地

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設

株式 大

会社 大

施

気

一房

電

暖

計

阪

阪

工

商 会

商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 広 大 阪 市 西 区 江 戸 掘 一 丁 目 60番 地

電 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1 務

支 広 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出 強 所 京1i11 ・事11戸 ・岡山 ・高松 ・! ぶJゐ ・熊本

札it.hl ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福 井

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・空 気 調 和

大 正 二 年 病院諸機械・給排水・衛生

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 駅 南j 丸ピノレ 6 階 6 7 6 区

氾 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 広 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 i亜 大 同 ピ ル 714 号

m 話 大 阪 ⑩ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

キL 幌 庖 札幌市北四条西16丁目 1葬地高田屋ヒソレ二階

111 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4661

名 古 屋 広 名古屋市中区南大津通一丁目千代田ヒソレ522号

危 話 中 局ｾ 1  7  6  6  

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設備

設 計 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市西区土佐掘通 1丁目 141' 存地

包 諾 ⑪ 代 表 5 1 7 1 務

東 京 支 庖 東京都港区芝田村町 6 丁目 175諮問。代表7121

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 1T 目 屯話③代表7856

京都支庖京都市下京区烏丸通松原下ノレ 包 括@9153苦手!

神 戸 支 応 神 戸市 生田区北長狭通 2 丁 目 屯 話 ③ 代 表5101 1

福 岡 支 厄 福 岡 市 千 代 栄 町 電話@ 代表4731 1

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾燥 装 置

設 計 施 工

式

社

株

会
建 キオ 社

大 阪 支 ， 宮

大 阪 市 北 区中 ノ島二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電話大阪⑫6041 ( 代)

本社及東京支底 東京都中央区八重洲三7 回七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目一

連 絡 所 広 島 市 基 町一 ( 朝日 ヒソレ)
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 白 凶 11げ一 六 ⑭ 7031⑩6793

東京都中火区:i: II JJ ニ ・六( 村宇ピル2階 )(561)5441

名古屋市中区新栄II J] 二T E I - - ③ 1820

福 井 市 宝 永 上 JlJ J - O'l王 1596 

松 江 市 東 本 IIJ J 凶丁目 ー凶九 5098 

Jぶ，cti i I i 紙屋 IIIJ 八 ②19叩

お目指l 市 養 巳 II J] ニ ニ 0 1158

株式会社

本 ネ l

1J ¥';J mr  

躍 ・冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 II JJ 銅 1 丁 目 6 2  

電 ⑩ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9  4  3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 T 目 l の l

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野IIJ J l - 6 電話 @ 0966  

東 京 郡 北 区 上 十 条 l の 10 屯 (911) 2346 

広 島 市 rl.III J 2 帯 地 の 4 11J:②7575 ・7588

営業所

，的張

M

M

出

社

大阪市北区中之島 4 - 39 電⑩6671- 5

東 京 文 広 東京都港区芝浜松岡12- 7 ¥[， (431)  7  3  4  1  - 5  

北 海 道 文 広 札 幌 市 北 四 条 例 15丁 白 屯 ②2203・③5374・5969

仙 台 文 凶 仙台iii 元寺小路( 五城 ピJ レ) fu ② 806 1・① 9261

名 古 阪 支 庖 名古閑T ! i 中区東間関16 - 5 Hl @ 1270 ・14 84

広 1.b 文 凶 広 品 市 大 手 町 8 ー 155 H， ③ 7  9  4  9  

稲 | 間 文 Jd 稲 岡 市 薬 研 1111 3 氾 @ 0788・@02 96

生

置

業

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 エ日

暖

株式会社

A

令

官
株式会社

広

本

支

神戸出! l 所

仙台出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京 都市 中 京区両替 町 通 リ ｾＱ Ｑｩ小路上ノレ
電 話 @ ( 代表)7975 ・( 夜間専用) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満橋北詰〉

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日 市市浜田西末広町 電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 i道、話 3 6 1 0

14f  繁I11  代表取締役

⑨ 

ネ土本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 爪

四日市営業所

津 営 業 所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ビ ノレ 六 階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7  2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9951 - 9  

東 京 都 千 代 回 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 ( 291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

社嘉

尽

大

大

東

名古屋出張所

ｉ ｾ碕 ｨ 暖冷房・空気調和・環境衛生工事一切

|、， 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 ｾｴ 大阪ピル

電 話 大 阪 ⑩ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 広 東 京 占1， 千 代 田 区 神 国 和 泉 IIIJ 1  

屯 話 (866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4  

名古屋支庖 名 古 屋 市 rl' 1.区 城 代 IIIJ 7  

工む 話 ③ 4  6  9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・月長沢 ・新潟 ・八幡 ・京郎
出張所

3 ‘  

l唆 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設計) J l l i 工

栄 興 商

取 締 役 判 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 I 目ー務地

電 話 大 阪 ⑮ 3 3 9 1 - 5 1存

東 京 都 新 宿 区 荒 木 III J 一 九 務 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 蒋

神戸市生川区下山手通八丁目三三 沼稲元町0 3035帯

仙 台 市 東 間 帯 丁 四 五 冠 制 ②5136酢

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪 川 区間 ｬ 町 ＳＰ 電話大阪⑩ ｪｾ 読 ま なお。
本 ，j; 1 東 京 都 千 代 間 区 丸 ノ 内 2 - 10 

包 括 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 潟 IIIJ 6  0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 :U} 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・換気装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 OIJ 1  ( 大ピノレ)

電 大 阪 代 ⑩ 8 6  2  1 落

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

宿 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間H汀1 の46 ( 大同ヒソレ〉

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 客

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

理 研

大阪営業所

本社・工場

本社・分室

所業営

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大| 奴 i li 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑮ 2 8  0  6 ・5 0  6  3 ・9 3  5  5  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 1存地

電 話 (921) ( 代表) 6 2 9  4  

|  支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札悦 . 11iJ台 ・高必 ・広島

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

ネ土本
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3' 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

A

令

官株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

東京支社

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 ) L

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9  1  -- 5 苦手

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

A .  

コヨE式株

b =  

ヌL電藤工

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
A .  

コヨE

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業工原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校nlJ 二万. 務地

屯新大| 奴代表⑩8131- 4 ⑩7263 ・2144

引 業 所 束 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・街J :1); 

村

. A.  

i  
取締役社長

英

大阪市 北区永楽町 8 帯地( 日産生命館)

電 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松 III J ( 犬門ヒソレ)

出張所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

一一三
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動
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E

社

場
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所

所

所

白

方

自
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阪

張

張

ヌ

ロ

タ

恥

T

本

支

t

機

遠

度

フ
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岩

山

刷

出

出

動

動

湿

種

γ

!

京

阪

剖

岡

a

m

電

自

温

各

ヮ

森

東

工

大

名
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広
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

. . 1=:  

ヌLト 電マヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(54 1)7464

大阪商・北海道Ｎｾ古屋・四日市 ・ 福山福岡

音量;本
山

凶取締役社長

キ土

東京営業所

本

pfi 張出

社

事

工

. i : := . U. J - _  

ヌ¥， ｾエＢ
山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 日 三 和l 日 ピ ル 7 階

九i 訴 大 阪 J ， ; j @' 9 5 3 1 (大 代 表 )

営業所 大 阪 市 } 川 区 土 佐 助1; 且 リ 四 丁 目 十 一 番 地

m 訴 大 阪 府 ⑪ 5 2 0 1 番( 代表) - 3  

出張 所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 岡 町 六 番 地

m 締 京 都 pi @ 3 4 8 1 番

必』

コヨE

エ

施

気

計

電

設

電

取 締 役 社 長

陽朝

社

事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 品 目 笠 町 五 o (堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (312)  I  4  7  I  ( 代)

底 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 四 丁 目 十 ( 晴間ピル三階)

電 話 (551) 5  5  ｾ＠ 0  - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 械 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (98)  2 3 6 - 7  

小 松 市 符 津 町 才 四 回 ノ 三

電 話 ( 禦津) 2 3 7  

堺 市 三 宝 町 七 丁 目 三 六 九

電 気 エ

本

支

今

。

電気工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土

A

G

宮式株

. t: = 

ヌL電本中社

A .  

ココE式株

.t::::: 

ヌL電東;工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電話大阪 Ｈ ＹＳＱ Ｉ 代表 ＷＳＴＱｾＵ

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 IIIJ 三 丁目一一三

電 話 ( 931 ) 2  1  9  3  

正本中取締役社長

社本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

機器工場

資材倉庫

出張所

4  
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曾

τ

れ

商

ル

ド

日

幸

呪

一

一

一

畑

制

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 (合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

大 阪市東住吉区間辺東之町 3 ー 1ω 電 大 阪 . . 9  0  8  6  

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54  III 大 阪 ⑮ 4370 ・7ω。
広 島 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0  111広島 o 4  9  6  7  

東 京 都 新 宿 区 花 園 通 4 6 電 東京 (351) 5298 ・5264

大阪T 1 t 北 区 絹 笠 IIIJ 50 ( 堂ピノレ 7 階)

電 話 ⑩ 2 1  .3  8  ( 代) - 9  

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

話 @ > 1 4 7 8  ( 代) - 9  

堺 ・ 下 関

5  

量 鉄

計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 話 ⑬ 7 4  1  8 ・6 0 9 ・6 5  7  5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

社

大

骨

エ

電 気 工 事 設 計 施 工

興

井

一

一

一

坪取締役社長

株式会社

軽

設

社

場

柱

出張所

庖

⑩圃

メ

本 社

営 業 所

出張所

出張所

本

エ

本

支

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 穴 阪 ⑭ 6531 ( 代) - 5  

支 広 名 古 屋

出張 所 東 京 ・岡

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 野 豆 電 停 前

製造元東京サンヒ ッ ト商会 i豆 大阪⑪ 0417・4091

瓦

雨風 l乙強く緩勾配 lζ 最 適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

組 大 仏 瓦，各種和洋瓦

美 術タイル ・エ事請負

京郎市東111区今熊野池悶町九 ⑤ 3555 

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町一丁 目 ｾ＠ 975 

名古屋市瑞徳区揃間通一丁 目 ⑧ 2703 

T E L ⑩ 9055 ( 代表)

眉

真

T EL. 大 阪 ⑫ 1756- 7・東京 ⑮ 1335

CONT RA CT OR  

司

青写真とマイクロフィルム

洋

装

負

山 ・門

製図 ・トレース ・複写写真

写

雪点

" I-J  

来日

塗

事

タト

大

工

大阪市北区堂島北町16
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2玄式株

屯 話 ⑬ 0098 ・5837 ・8729 ・6810大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

③ 1  0  8  6  

1 E 尽

話

襲

開

畠

山

風

叩

問

中

日

…回

一

司 ，

I:l=!， 令沢市三椛 ｉｬ ｬｊ Ｗ ｾＱ Ｗ北陸営業所

シヤν9・

社

. 6.  

コ玄式株業エ和平

ｅ ヨ霊 ｾｉｆＢＧ｜ 司

11l (641)5750 ・8444

'I!t (741)0160 ・1733

大 阪 工 渇 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁目

東京工渇 東 京 附 太 田 区 椛 谷 町 4 丁目

具建

販

製

作

鋼

製

社
4

2

 

=企r

:;-c 

式株業鋼進栄@  

電話 (931)8261-3・9586

営業所・ 広 島 ・長 崎

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2- 2

支 庖 ・ 制 岡

工業用及建築用各種石J; i ( 製造販売

セ メ ン 卜

小野田 レ ミ コ ン 特約販売J苫

プ ロ ッ ク

セシ トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

ド床・床材料リグノイ

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

製 造 ・販 売 ・施 工

大 阪 市 北区曽線的幸町 i也三 丁 目 十 四 漆 地

( 絞橋包停曽板崎新i也西入〕 包 Ｇ話大阪⑩ ＱＲＷＴ ｾ Ｖ

支 庖 ・ 東 京 ・事1
1 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

社

6  

.6. .  

コヨE

大阪市西区南郷江上通一丁目三一

屯話大阪⑮ ＳＴＲＶｾＷ

業 株 式エ福 屋

広本
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中本電気k k … … … … …・…… ・・ 4

1ド谷化学 … … … ・… .... ・H ・- 前付

浪速合板 … ..  .  .  .  .  .  .  .  .  . … ...... ..13  

浪速建材 工 業k k … … . ...・ H ・"18

k k 小俣製作所・ .. .・ H ・. ，，， ，.・ H ・... 4  

大 栄 電気k k 大阪支! 苫 ・・…… ・・5

k k 片 山 鉄 工 所 ... ・・・… ・・・・. 5  

須賀工業k k .. .. ......... ・・ ・・・ 6  

{ 主福ステシレス工業k k … ・・・6

近 畿 電気工事 k k ・・・・ ・・・ ・・・・ 7

自 己 ｉｾ 冷 熱機 材 ｫｫＮ …Ｍ… Ｍ 前付

日本ア ス フ ァノレ ト

|潟水工 業 会関西事 務所 . . . . 前付

EI本アスベスト k k …...・ H ・..... 11

日本管 工業 k k ・H ・H ・…・・…… … 3

k k 日本 金 具製作所. . . . ・ H ・.. .. 前付

日本 合成 樹 脂 一 ..... . … … ・本文

日本ナ ッV 協 会関 西 支 部 … ・ー28

k k 日本 ν ヤ ッター製作所 ・ 表 3

日本 ス ピシドノレ… … ・・・… … 前付

日本セメシト k k … - … … ・24

日本セメジト ｉｖＵ Ｗ Ｎｫ弗 ｪ 製造 ｾ ｲ ＧＢ 表 Ｓ

日本ドアー チヱY ク製造K K … … 中挟

日本熱学工業k k ・・H ・H ・....・ H ・.. 3  

日東紡績k k ……. . . . ・ H ・... 一前付

日漉化学工業k k .. .. ・H ・H ・H ・- 前付

商日本アスフアルト事業協同組合・・・ ・・・ 9

k k 西原術生工業所・・・…・ ・・ 2  

ハ 早川ゴム工業k k … … … … ・中扶

kk 林塗 装! 苫 - …...・ H ・". . . .・ H ・. 5

k k 平川鉄工所… … … ... .. .... 前 付

平田タイノレ・… . ... ・H ・. ... ・H ・.. .. 16

ブタパ黒板・… .... ・H ・....・ H ・"' 13

福 屋 工 業k k …. . . . . .. . .… .... ・H ・. 5  

平 和 工業kk . … ・・ … ・… … ・・・・・・ 6  

マ 満 点 製 作 所 … … ・・ ・…・・ ........ 8  

水谷ペイント kk … … … … … 本 文

k k 三 高製作所・… . . … ........ 17

k k 室谷商1;5 .. . ……… … … い 回一13

森 井 電業k k …・・…. ... . . …・…… 4

ヤ 山田工業k k . . …・・. ..... . . . … 3

八幡製鉄 ・・・・・・… 一… ・前 付

k k ヤマト 電 気商 会・…・・……・・ 4

八 千代 ，， ｾ設工 業 ｫｫ . . …. . . .・ H ・. 5  

k k  dJ本建材よ' . l : '・ ...... ... …一回 ・fIIJ付

k k 仙11旨化工社…・… … ... . .... 表3

k k 吉田芳雄商庖 … … ー… … ー 13

吉野石 膏kk. . . . ・…...・ H ・.... . .13

k k 寄 木 必会 ・…… ・・・ ・・・ 回目 ・・H ・H ・.16

ラ 理研鋼機k k .. …・・・・-・・ - …・叶 3

三機 エ業 k k 大阪支出ぃぃ…・・・ 7

高 山 工業 k k 大 阪営業所. . .. ・H ・. 7  

f邑井 kk. . . ・・・ 田… ・…・・・…ー…ー …. . 7  

浦谷商応 目…・… ・…・… 白目白白本文中

ペシギン鈍出 k k … ・… ・…・本文中

三 宮化学工業k k ..・・・ … ・- 本 文 rl"
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マ孟 ｊ 予ｾの ｓｋ 式軽量鉄骨天井下地

燃 え な い

狂 わ な い

取 り つ け 易 い

MA N⑥ T E N 

8  

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 亀 戸 田T2丁 目 114 ( 折協相 ピル 内) 電 話 東 京 (681) 8425 

ッ ク ス 床 材 の 決 定 版 . ノ

Ｏ ｔｌ 軍ザ ｾＧＱ ＮＷ 日・ＡｊＩグ

T Lモザr1'1・TD‘Y 'I

* フ ロ ー り ン グはラ ンパー コア 合板式で狂いがなく

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定 していますか ら

取 扱 が 便 利で す そ の 上 値 段 は 寄 木 のM位 の 格 安 です

女 ブ ロ ッ ク は タイル式でコンク リー卜 や板 の上に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪華な寄木張の床が出来ま す。

( 各 々樹種はな ら、さくらがございます )

製 造 元 天 塩 川 木 材 工 業 株 式 会 社

関 西 総 代 理 庄 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社



何よ りも安心でき る 年 限 仕 様

〈ぬ

地 区

近

自民

}I慎

不

同

)  

東

海

ヰヒ

陸

l 中

国

四

国

九

卿|

組
ぷロ弘、

員 名 f主 所 11): 言舌

( 株) 久 f呆 商 庖 大 阪 市北 区 真 砂 町 5 大 阪 (341)0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 謹 三 商 庖 大 阪 市西区江戸堀南通 5 / 35 大 阪 (441) 5408 ・5486

( 株) 井 上 j争 夫 商 庖 大阪市西区i I 戸堀下通 1 /  7  大 阪 (441) 8531- 5  

( 株) 大 和 商
ｾ＠ 、

大 阪 市 南 区 高 津町 4 番 丁73 大 阪 (631 )6221- 4  

( 株) 石 田 建 材 庖 大 阪 市 東 淀川 区元今里北通り 1 ノ31 大 阪 (371 ) 3340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪市阿 倍 野 区旭 町 1 ノ51 大 阪 (631) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371 ) 6555- 7  

日 本 渡 苛 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市北 区 富 田 町40 大 阪 (341)  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目 神 戸 ③'2140 ・2697

( 株) 中 出 商 ｾ＠ 神戸市兵庫区上沢通 6 / 9 神戸 ③4630

タ ア
ノマ

ヤ コ〆 商 庖 京 都市下京区四条大宮南入学校前 京 都 ⑮4468

田 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京町堀 1 ノ74 大 阪 仏41) 5951代 表

岡 田 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 市西区 西 菊 井 町 2 / 12 名 古 屋 ⑮057 ・OI'21

( 株) 名 建 商
422弐h  

名 古 屋市 中 区宮出回141 ノ 2 名 古 屋 ⑧1329 ・2817 ・2106

高 .ttii 建 キオ 庖 名 古 屋市 中 区材木町 1 / 12 名 古 屋 ⑫3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢市 西側 町 8 金沢吾) 4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富 山 市 奥田 新 町23 富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 井 営 業 所 福 井市 大 和 中，町70 福 弁 ②4532

(株) .白 工 務 庖 高 岡 市 大坪 旭 町 2 丁目 32 / 1  高 間 2463

(株 ) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富 山 市 神通町 3 区 1003 富 山② 8221
， 

青 盛 建 材 株 式 会 社 広 島市鉄砲 町108 中 ② 2281- 4  

青 盛 建 材 ( 株) 岡 山 営 業 所 岡山 市東 田 町 3 岡 山② 7911 ・8169

( 有) 里子 甚 尚 1苫 岡山市内山下30 ノ 10 岡 山② 4272

( 株) t兵 原 豊 商 鹿 尾 道市 若宮町 尾 道 2760

( 株) 浜 原 豊 南 庖 防 府 支 庖 防府 市大林寺 防 府 1037

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松市宮脇 町960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山市 1 番 町21 松 山② 8161 - 5  

青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福 岡 市万 行 寺前 町14 東 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 鳩町 138 長 崎 ④1726

建設省阪建22号認可 出 資 金 6 0 0 万 円

ー
ー

霊
西日本アスフ? ル卜事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 招 1 - 7  4  

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区神 田 岩 本町13 ( 田島応用内〉

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑩ 代 表 5951

T E  L (866) 代表 6101

9  



用築亀

1

1
・

角 形 鋼 管

角形鋼管は断菌性能が著しくすぐれておりますので、

形鋼を組み合わせて溶接した角形鋼などにくらべると、

溶接の必要がなく、均質で信頼度に. . . み、軽量で取級いが

たやす〈なり、その上経済的であるなど有利な特徴をもっ

て封ります。

。

住友金属工業株式会社

ヨド 祉 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電醤{ 大代表} 大量匝倒的 Z却 1

支 社東京. 千代悶区丸ノ内 1丁目 8ノ制緩住宜ピル} 電信{ 大代蜜} 車車位 l 自2211

掴 同 世 量 所 植 岡 市 天 神 町 5 8 番 { 荒神ヒル 8 楕) 電厳. .  明自 51回・お担

広 . 嘗 富 所 広 島 市 量 鹿 町 8 暑 地 ( 広 電 ピル向) 電醤広.1( 1)7471 ・75輔

名古置官量所 名古且市東区久屋町5 9 ( 住宜商事名古量ピル) 電話名古置" 阻蜘・日2

仙 省 官 軍 所 仙 台 市 東 1 番 町 1 1 車 1 番 丁 ピ ル 内 電薗曲創創副l ・(5岡 崎

札 幌 世 富 所 札幌市北大通西4丁目 6( 住友生命札帳ピル内) 電話 札幌 (4) 0 3 7 8

雨 の 多 い 日 本 に は … …

2  

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

'.  

10 



7 ' i ' -f1' 端ード

( 法 定 不 燃 材 ・軽 量 石 綿 耐 火 板 )

完全耐火性

軽量 ・断熱性 ・吸音

変形は全くない

木材と同様の加工が出来る

釘打ち ・鋸引き ・干しあけ等

トムレ I V ' IX
(吹付石綿 ・責任施工 )

吸 音 ・断 熱 ・結 露 防 止

耐 火 ・耐 娠 動 ・腐 食 防 止

4 議

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社東京都中央区銀座西 6 の3 電 (512 )0321 ・ω3H代)

大 阪 支 庫 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4の 2 5  電鉛場 (251) 5 491 - 8  

名古塵支底名古屋市中区下削津町 117 電 南 (321) 6  5!n - 5  

九州主臨掴関市察院大通り 2の8 1  電福岡 (741) 1747 ・錦 27

i l脱出張所 l Ll l 市北三長西 2丁目酋向 電 12刷 72 131520 15川ω

く ら し に

あ A 、オL る

光を・. .  .  .. .  

⑪ f  

，r=rx j吋'1:/1..，'"

日車電気碕子縁貴金扱

11 



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は [  

( アイクエ オ順)

( 301)  6437 ・6438

(661)  8861- 2  

(971)  44ω ・8288

(441) 5951 

(471) 3131- 2  

八尾 ( 2 ) 2 308 ・3039

(391) 0924- 5 ・2045

(531)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 田川 辺 5 丁目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 IUJ 姻 1 丁 目 ，7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 田J 1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 3 丁目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 1 8

k. k.  

社

社

大阪出彊所

着陸 k. k.  

重量 k. k.  

k .k.  大阪営策所

大 阪 営 業 所

由

晴

美

盛

k

工

k

エ

エ

エ

工 業

k. k.  

4 製 造 業 社

悔 和 建 材

k. k. ヱ

k. k. ヱ

国 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 エ *

(202)  2291代

(451)  7601- 5 

( 312)  0871- 8 

(391) 2080 ・2207 ・0238

(361) 5858- 9 ・5850

(531) 4520 ・8401

(791) 4427  

(368)  0774 

(341) 4305 

(441)  5195- 6  

(231)  2771- 2 

(441) 5224  

(731) 2514 

(441) 0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀ヒソレ〕

大阪市福島区鷺州本通 1丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 商 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 審 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 11汀9 1 3

大 阪 市 北 区絹金a J J 50 ( 堂ヒソレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 田IJ 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 縮 上 通 3 丁目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 娼 北 通 5 丁目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 田IJ 94 

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1丁 目 13

庖

K

会

k

k

k

g
k

所

所

庖

K

底

所

k

L

U品

L

M

a

L

a

b

a

L

M

R

L

民

m

b

a

支

鎌

雛

t

p

 

E

事

泊

膏

営

営

難

事

防

事

L

商

業

大

商

J

阪

阪

輿

商

ァ

大

大

k

商

右

目

遷

E

商

L

A

E

フ

k

k

野

股

:

L

u

a

L単

品

商

回

ス

産

膏

建

国

社

通

図

本

松

田

ア

物

混

長

井

文

*

京

友

崎

西

本

-

A

K

 

旧

東

池

内

梅

筏

朝

三

川

中

K

目

前

村

山

‘

 

(371) 6555- 7 

(441) 3520 ・4564 ・1005

(301)  3340 ・3505

(371) 1333 

( 931)  7071- 3  

(351)  2922 

(941)  5561- 2  

(441)  5408 ・5486

(341) 020 7 - 8 ・4836- 7

(341) 1105 ・ぉ40

(371) 0251- 3  

(261) 7195代

高槻 ( 5 ) 1646- 7  

( 631) 6221- 4 

京都 ( 5 ) 9954

(351) 4779 ・αY:J 7

(641) 3434 - 6  

( 541)  3785- 6 

(341) 1804 

(451) ω8 9  

(371)  3375 

(351) 9231  

(451) 2360 ・2030

(351) 2150 ・2030

神戸 ( 5 ) 2697 

神戸 ( 5 ) 4630  

神戸 ( 4) 6930 

神戸 ( 4 ) 見84

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 27ω

広島 ( 2 ) お81- 2

高松 ( 3) 5034 

訟山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今里 北 辺 1丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江東之町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 笠 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2丁 目 3 4

大 阪 市 西 区 江 戸 縄 南 通 5 丁目 3 5

大 阪 市 北 区 n 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 館 野 町 3 4

大 阪 市 南 区 泡 町 2 了 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 務 丁 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輪 田 町28

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1丁 目 5 1  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 烏 区 上 桐 島 北 4 丁目 24

大阪市東淀川区木 川西ノ町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市福 島 区上 福島南通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 橋 筋 2 ー 1

神 戸 市 兵 路 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 隊 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 事|峨共栄ピノレ

神 戸 市 兵 郎 区 水 木 町 8 丁目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

萌 松 市 宮 脇 田IJ 9  6  0  

松 山 市 一 番 町

松 山 市 萱 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k .k .

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k.k . 石 田 建 材 后

大 阪 耐 敵 工 鎌 所

大 島 応 用 化 学 工 鍵 k . k.

k .k. ・カ ナ ヱ 商 会

共 栄 渥 膏 工 鍵 k .k .

k .k . 木 下 値 三 商 庖

k .k . 久 保 衛 庖

坂 口 興 費量 k. k.  

清 水 輿 難 k. k.

k .k . 新 光 商 広

関 本 建 材 k. k.

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k .k .

友 図 工 業 抹 式 会 社

内 外 工 業 k .k.

日 新 工 材 k .k.

日 本 渥 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 后

フ タ パ 興 黛 所

k. k. 奴 11 商 会

松 本 湿 膏 工 雛 k .k. 大 阪 支 広

マＩｾ : z ス 工 業 k ぷ.

丸 藤 商 庖

石 井 建 材 有 限 会 社

k .k. 中 出 商 会

三 情 工 * 所

中 村 理E 膏 工 難 株 式 会 社

日 建 湿 膏 工 . k. k.  

有 限 会 社 小 野 醤 商 腐

k .k. 浜 原 豊 商 鹿

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 エ . k .k .  

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

b 賛 助 会 員

丸 善 (271)  1251 ( 代)

l  ): :.!j :r.人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 :  り 1; 871  111>11 .  S -，，，， I  

大 阪 市 南 区 長 掘 機 筋 3 丁 目k. k.  油石

12 
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ｾｉＦ亨最高の品 - 新しい建築資材

ー凋・・ ｦｾ ョ・ｾｾ置

E註a・・・・・E 語圏

Ｍｾｪ 冒・四・ . .  ｾヨ ＮｩＮ

，ｾ四ｾｾｾ・

ｅ 孟週・ｾ岨Ｎｾ圃

ｅ 浦・Ｎｾｾ園

ｅ ｩｉｉヨ Ｖｾ 司画園

バールタイル( アルミ日及言板) ・日及 言 板

イ ン シ ユ レ ー シ ョ ン ボ ー ド ・ ス ノ マ ン ド レ l レ

ハ ー ド ボ ー ド ・ 高 級 化 粧 台 板

j f ー テ イ ク j レ ボ ー ド ・ コ ペ ン ハ ー ゲ ‘ ン リ フ "

フ ロ ー ソ ン ク¥ モ ザ イ り ク J マーケ、ν ト

ア ス ハ ル ト タ イ ル ・ り . / 1) ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ 木 毛 セ 〆 〉 ト 板

フレキシブ‘ ル L ー ト ・ 石 綜 板

ヒ ッ タ ー ラ イ ト ・ 〆 ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

樹 脂 ガ う ス ・ ヱ ン 己 ・ υ 7 ・ ナ ミ 板

1..) つ " ラ ス ・ ラ ス ボ - r:: 

L 一 三J、 シ ク " ボ ー ド ・ ル ー フ イ ン グ

ボ ー ド サ ッ L ュ ・ レ ヂ ス タ ー

ノ ン ス リ v フ ・ ・ コ ー ナ ー ピ ー ド

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材 ③ 
田村商奮遅刻 8B

14 

支

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス
( スレート小波)

スレ ート 大波

長 サ 965協 1818弘

⑮ 

ダ イ ニ チ ・ ア 毛 ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，寸法( 長尺物有〉

製 造 販 売

大阪支庖

本 社

大日本硝子工業株式会社

I I . G. Ci t  

内外Z 業株式会結

本社

工場



アルミニウム

ス テ ン レ ス カーテンウオール

プ ロ ン ズ

東京鏑板工業株式会社

本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支活

福岡出張所

東 京 都 荒 川 区 尾 久 IIIJ 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 焦 問IJ l 8 務; 地( 梁 鴫 ピ ノレ 3 階〉

筒話⑩ ＹＱＵＴｾＷ
名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) 0  ＲＵＷＸｾＹ＠

福岡市橋口町15'(寄地の 1 ( サ ンピ ノレ3階) @8825 

KANDAN 媛冷房温湿度調整 f  

化学工場の構造物を

酸蝕から守れ. ノ

耐酸 耐; 由 耐アルカリ

ポリエステル系レヂンライニング

ヱ ポ キ ン 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ア 系 煉 瓦 白 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

現 場 責 任 施 エ

設計 ・施工には是非弊社で

御相談願います

耐酸化学工業株式会社

大 阪 市 北 区 高 垣 間IJ 80 

電 話 大 阪 ⑩ 178 ( 代表) 4161 ⑩ 4957- 8 

各 種 送 排 風 機 f  

の

最 高 水 準 を 行 く グ

ンメ石 綿 セ

@  

アスベストパリヤ

Asbesto. Barri ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切、 天井房、電気室

発 所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 墜 などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 1 1  

ｾ話⑩ Ｓ 4  4  2 ・4 0 7 8  

( 皇カタロ グ)

15 



... 

ｾ田タイル

. . 高基準法にフリーパスのガラス屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

工 場 ・プラ ッ トホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

簡 型 名 種 ベ ン チ レ ー タ ー

内 外 建 材 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大阪商工ピル) T  E  L  ( 441) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の 141 T  E  L  ( 981) 1149， 

殺 計 施 工

岩 元 式

|ヌカイライト並開ベンチレート|

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 ヱ

カタログ進呈

+
ム

4

A

E

 

A

富

山

日

式

銅

寸

味

肘

九

日

4

4

a

区

川

業

献

一蜘

f

(

 

「
」

阪

話

-

-

大

電

一

冗

柑

岩一

議:
木 目占 床 キ反

フ ロ ー ン グ 施 工 5青 負

プ ロ
‘ノ ク

ベニヤフラ y シュドアー
造 作 取 イサ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6夢 幻 寄 木 商
A

Z

 

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (25 1) 3 7 3 1 ・3 日6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 田T 1  

16 



Ｎシヤ ＧｾｦＭ開-

跨孟正王宮目H
大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9  

大 阪 3 01- 0  7  3  7  ( 代表 )

本 社 工 場

電 話

ナニワ緩匂 ｾＲ 頁
. .a' ¥:_- L  商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西問手町一O一七番地 湊町駅貨物八号門前

電 話 匂62) 0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末期lでその侭水繰り、 金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノロ汚れ等の紋点がない耐磨粍性特に強大、表面滑 らかで美 しく清潔、耐水性に 富み

価格低廉であります。 (坪当り材料代￥ 950) 仕上り厚き約 2' %. 程度

学校、工場、病院、事務所、商応、ガレーヂ、ガ ソリンスタンド、住宅の玄関、流し、浴室等

に最適であります。

製 造 発 兜 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大阪市此花区四貫島旭町1- 3 T  E  L  (461) 3594 

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 賀 島 旭 町 1

設計部

r 伊 「

、

サッシ.:2..

rsT
.
K

.s1 

止

方

u

a

'

F

 

ぽ

量

q
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刊
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入
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要
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ふ

叶
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H

H
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m
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扇

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

速

区

元

町

一

丁

目

富

一

電

路

側

き

室

綜合建築設計への道

1 . 各種鉄骨・鉄筋コンク リート 造建築

の設計監理

2. ダイヤモンド トラス・ジグザグ トラ

ス ・平行トラス等

各種大張問鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

ｐａｔ ・ Ｐ 式Ｈ織本式Ｉヂペル及クランプｾ

今、

建築物基礎工 六f 句r

土質調査

地質

織 本 道 三 郎織 本 建 築 事 務 所

(1日織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊構造研究所 ・合体)

東 京 都中央 区 日 本橋 か き が ら 町 3 の2

所 長妹 式 会 社

電話 ( 671) 6斜 3 ・7007 ・7062
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18 

扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

ビ 端 吻 ト ヒz，顎

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 渋 矢 柄 田T 一 五 一 番 地

大 阪 ( 741 )  4655 ・ 0189 (716)  0188 徐

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コンクソートノマイル・コンクソートフロック

助管・煉瓦・とューム管・衛生油器

モ ｉｾｬｪｬｾ 教 Ｑｾｴ フ・リヴ・スＮ，，｟Ｎ十・各種コンヴリート製品ＭＣ｟

⑪森延窯業株式会社
取 締 役 社 長 森 下 延 幸 ・専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 電 話 (671)2420 ・8217

浪建式

アルミサη シュ・ド7ー

スチールサ，リシュ・ド1' -

シヤ1'19- ・オペレーター

lトカライジル処理I場鵡

4 ・h 一製造販売ー

&回出血主

場建 靭

浪速建枚Z業様式会社

踊 1捌 |

全国線代理庖 I  



新 日 東 壁

パピロ〉壁

よ 軍 制 ← ・ ノ マ ル プ の 日 本 座 間

.叶 近 代 的 川

瓢ω言可す:芯gかべ

- 御 申越次第カタロ グ進呈

翠日

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

"'-"11ミー陪111.帯
コーパータイト

特許 奥山式熱工法 . { 令工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

T E L 銀 座 (571) 2703 - 4  .  2370 .  4064 ・ 0264

19 



錆かない岩佐のサ・ソシ・ド7ヲー

当 社 の 製 品 は ボ ン デ ラ イ ト を し て 焼 付 塗 装 を し て 居 ます

稼式会殺岩往鍛工所

本社 ・本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 2 - 31 電 話 代 表 ( 471) 5123 ・3∞o

尼 崎 工 場 尼 崎 市 守 部 下 河 原 1 5 電 話 代 表 (401) 6 7 5 1 - 3  

¥ I  
4  ， 

ｾＶ ベ建築 ｴ 二ＮＮＮ

Zる[ ! J 言言電ゐ豊ョ

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

建の 2重焼付塗装で

く⑧大阪建材工業株式会社・部材で l 回川で l 回

，20  

本 社 工 場 燃 市 松 屋 町 l の 6 電堺(3)5241 - 9  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 良11右衛門田T 2  1  電( 211)0836- 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新道田T 2 の 7 電 名 (97) 7264 
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